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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　四季童子
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　　３：白と黒（承しよう前ぜん）










一〇月二〇日　一九〇五時（西太平洋標ひよう準じゆん時じ）


メリダ島基き地ち　北部演えん習しゆう場じよう










　交こう戦せん状じよう態たいのコックピット・スクリーンには、情じよう報ほうが怒ど濤とうとなって渦うず巻いていた。


　光こう学がくセンサーがとらえた風ふう景けいのデジタル映えい像ぞうが、めまぐるしく流れていく。


　夕ゆう闇やみに沈しずみはじめたジャングル。渾こん然ぜんたる赤と紫むらさきに染そまった空。機き体たいの作る突とつ風ぷうで、はげしく揺ゆれる黒い樹じゆ木もく。


　それらすべてがスクリーンの上で、残ざん像ぞうをともない現われては消える。


　いくつもの計けい器き類るい。小こ刻きざみに上下するＧメーター。縦じゆう横おう無む尽じんに回かい転てんする姿し勢せい把は握あくグリッド。格かく闘とうモードの可か変へんレティクル。ターゲット・ボックスと運うん動どう指し示じ線せんが暴あばれまわり、パワー・ゲージが伸しん縮しゆくし、ＡＩが矢や継つぎ早ばやにブザーをかき鳴ならす。


《接せつ近きん警けい報ほう！》


　左後方、八時方向。


　密みつ林りんを疾しつ走そうする〈アーバレスト〉に、クルーゾー中ちゆう尉いのＭ９が肉にく薄はくした。


　迫せまりくる漆しつ黒こくの機き体たい。燃もえあがるようなオレンジ色の二つ目。


「…………っ！」


　接せつ触しよく。


　宗そう介すけの〈アーバレスト〉は、すんでのところで体をかわす。黒いＭ９の訓くん練れん用ようナイフが装そう甲こうをかすめた。


　さらに鋭するどい一いつ閃せん。突つき、薙なぎ、回し蹴げりが立て続けに繰くり出される。


　挑ちよう発はつ的てきでありながら、なおかつ冷れい静せいな、舞ぶ踏とうを思わせる独どく特とくのリズム。そしてエネルギッシュでありながら、どこかに湖こ水すいのごとき静かさ、深さを漂ただよわせている。


（なんだ、この動きは？）


　人間的な──ひどく人間的な動どう作さ。とても相手がＡアーム・Ｓスレイブだとは思えない。筋きん肉にくの躍やく動どうや汗あせの匂におい、心しん臓ぞうの鼓こ動どう、骨ほねのきしみまで感じられそうだった。


　そしてなにより、この黒いＭ９は──


（強い……！）


　そう、強いのだ。自分と互ご角かく、いやそれ以上だ。格かく闘とう戦せんでこれほどの技ぎ量りようを持つ操そう縦じゆう兵へいに出会ったのは、これまででも数えるくらいしかない。


　ベルファンガン・クルーゾー中尉。いったい何者だ？


　宗介は牽けん制せい攻こう撃げきを繰くり出しつつ、機体を後こう方ほうに跳ちよう躍やくさせた。


〈アーバレスト〉やＭ９など『第三世せ代だい型がたＡＳ』の跳躍力は、従じゆう来らいの機き種しゆのそれを大おお幅はばに上回る。人間のスケールならば、二階建だての家か屋おくを軽々と飛び越こすパワーだ。バッタの脚あしの関かん節せつ構こう造ぞうを取り入れた脚きやく部ぶが生み出す、爆ばく発はつ的な加か速そく力りよくは、いかなる車しや輛りようや航こう空くう機きをも凌りよう駕がする。


　だがクルーゾーの攻撃はどこまでも執しつ拗ようだった。黒いＭ９が一いつ拍ぱく遅おくれで跳躍し、滞たい空くう中ちゆうの〈アーバレスト〉に追おいすがる。そのまま空中衝しよう突とつするようにして、〈アーバレスト〉の足首を乱らん暴ぼうにつかみ──


「!?」


　気づいた時には、天と地とが逆さかさまになった。


　クルーゾーが自じ機きの勢いきおいを利用して、〈アーバレスト〉の姿し勢せいを崩くずした。仰あお向むけになって落らつ下かをはじめた〈アーバレスト〉に、黒いＭ９がからみつく。


　このまま馬うま乗のりになって、地面に叩たたきつける気だ。


　宗介は機き体たいを巧たくみに操あやつり、膝ひざ蹴げりと肘ひじ打うちを組くみ合わせ、相手をはじき飛ばした。大地が迫せまる。まにあわない。機体をひねる。肩かたから着ちやく地ち。泥どろのしぶきをまき散ちらして、〈アーバレスト〉は地上を転がる。最さい新しん鋭えいの衝しよう撃げき吸きゆう収しゆうシステムでも拾ひろいきれなかったショックが、宗介の全身に襲おそいかかった。


「……っ」


　口の悪い兵士たちの間で、ＡＳはしばしば『カクテル・シェーカー』と呼よばれる。戦せん闘とう中ちゆう、こうして間かん断だんなく搭とう乗じよう者しやに降ふりかかる、すさまじい衝撃に由ゆ来らいした隠いん語ごだ。まさしくいまの宗介は、バーテンが振ふり回すシェーカーの中の氷だった。


　宗介は苦く痛つうを無む視しして、機体を制せい御ぎよし跳はね起きた。スクリーン上の損そん傷しよう報ほう告こくをすばやくチェックし、敵てつ機きに向き直る。クルーゾーのＭ９が、ゆらりと立ち上がった。


『思った通りだ。サガラ軍ぐん曹そう、君は二流の操そう縦じゆう兵へいだな』


　無む線せん越ごしにクルーゾーが言った。


「なに？」


『君の戦い方は、〝技スキル〟ではあっても、〝術アート〟ではない。この意い味みがわかるか？』


「…………」


『わからんか。だから二流と言った。……二流の前ぜん任にん者しやに、二流の部ぶ下か。私もとんだチームに配はい属ぞくされたものだよ』


　前任者。マッカラン大たい尉いのことだ。あくまで死し者しやを侮ぶ蔑べつする気らしい。


　宗介の見み守まもる前で、クルーゾー機きがゆっくりと振ふり返り、訓くん練れん用ようのナイフを放り捨てた。訓練用のナイフのエッジ部ぶ分ぶんは、水すい性せい塗と料りようを含ふくんだウレタンになっている。要ようはサインペンと同じ仕し組くみだ。実じつ戦せん用ようの単たん分ぶん子しカッターとは異ことなり、『斬きった』部分にペンキの痕あとが残るだけで、訓練相手を殺さつ傷しようする危き険けんはない。


「…………？」


『そんな玩具おもちやは捨てろ。真しん剣けん勝負といこうではないか』


　黒いＭ９が腰こしのハード・ポイントから、大型のナイフを引き抜ぬいた。いや、ナイフというよりは『短たん刀とう』と呼んだ方が適てき切せつだろう。普ふ通つうのナイフの倍ばい以上の長さと幅はばがあり、その面つら構がまえには禍まが々まがしいまでの危険さが漂ただよっている。


　イスラエル兵器工廠製ＩＭＩ、〈クリムゾン・エッジ〉単分子カッター。


　その信しん頼らい性せいから広く使われている、〈ダーク・エッジ〉シリーズの大おお型がた化かモデルだ。イスラエル軍のＡＳ部ぶ隊たいは、この武器でイスラム国家のRk─92や〈ミストラル〉などのＡＳを次々と血ち祭まつりにあげてきた。実じつ戦せんに鍛きたえられ、幾いく度どとなく仕し様よう変へん更こうを繰くり返してきた質しつ実じつ剛ごう健けんなフォルム。〈クリムゾン・エッジ〉は重じゆう装そう甲こうの敵てきに肉にく薄はくし、致ち命めい的てきな一いち撃げきを加えられるように設せつ計けいされている。


　あのカッターならば、ただのひと薙なぎで〈アーバレスト〉の手足を切せつ断だんし、さらにはコックピット・ブロックさえも真まっ二ぷたつに引き裂さくことができるだろう。


『どうした、抜ぬかんのか。ＧＲＡＷ─２ならあるはずだぞ』


　ＧＲＡＷ─２とは、〈アーバレスト〉が装そう備びしている単分子カッターのことだった。


（本気か……？）


　クルーゾーの指し摘てき通り、いま〈アーバレスト〉は兵へい装そうラックにＧＲＡＷ─２を収しゆう納のうしている。だがこれはもはや、酒さか場ばでのいざこざに端たんを発した喧けん嘩かというレベルを越こえていた。高こう価かなＡＳでの殴なぐり合いも誉ほめられた話ではないが、実戦用ナイフでの戦せん闘とうは別べつ次じ元げんだ。


　はたして退たい屈くつしのぎの喧けん嘩か程てい度どで、ここまでやる将しよう校こうなどいるだろうか？　いったい、あの男は──


『行くぞ』


　泥どろの柱はしらを蹴け立たてて、黒いＭ９がダッシュした。


「！」


　急きゆう接せつ近きん。鈍にび色いろの大型ナイフが、鋭するどい弧こを描えがいて宗介に迫せまる。


　とっさに半はん身みを引いた瞬しゆん間かん、金きん属ぞくが切せつ断だんされる耳みみ障ざわりな高音が響ひびいた。〈アーバレスト〉の握にぎっていた訓練用ナイフが、刀とう身しんの真ん中あたりでばっさりと両りよう断だんされたのだ。もし宗介が機き体たいを動かしていなかったら、まちがいなくコックピット部分を切り割わられていたことだろう。


　クルーゾーが容よう赦しやなく踏ふみ込んだ。下げ段だんから切り上げ、横ざまに薙ぎ、袈け裟さがけに振ふり下ろす。〈アーバレスト〉の装甲が浅く切り裂さかれ、まばゆい火花を散ちらした。


　その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくから、氷のような殺さつ気きが伝わってくる。


（本気だ）


　宗介はそれ以上躊ちゆう躇ちよせず、自じ機きの兵へい装そうラックから、単分子カッターを引き抜いた。『待ってくれ』とも『なぜだ』とも言おうとしなかった。相手がその気なら、こちらも容よう赦しやする義ぎ理りはない。


『そうだ。遠えん慮りよはいらん』


　泥どろを跳はね上げ、両者が飛びすさった。


「アル！　ＧＰＬをマックスにしろ。モーション・マネージャをＤ１に変へん更こう、すべての訓練用リミッターを解かい除じよ！」


《ラジャー。ＧＰＬ、マックス。ラン、デルタ１。リリース、オールＰＬＤ》


　ＡＩが復ふく唱しよう。ジェネレーターの出力が上じよう昇しようをはじめ、運動制せい御ぎよソフトが完全な実じつ戦せん用ように変へん更こうされる。


《警けい告こく。モーション・マネージャの設せつ定ていはチャーリー１を推すい奨しようします》


「なに？」


《ラムダ・ドライバの駆く動どうには、チャーリー１が適てき切せつと推すい測そくされます。おもな根こん拠きよは六項こう目もく。一、過か去こ五度の実戦データからの統とう計けい。二、開かい発はつ責せき任にん者しやバニ・モラウタによる初しよ期き設定がＣ１であること。三、デルタ１におけるバイラテラル角の設定は──》


「あとにしろっ!!」


《ラジャー》


　クルーゾーのＭ９が迫せまる。〈アーバレスト〉が身み構がまえる。


　薄うす闇やみに沈しずみつつある演えん習しゆう場じようで、二機がはげしくぶつかり合った。





　基き地ちの司し令れいセンターの大型スクリーンには、戦せん闘とう状じよう態たいに入った二機の情じよう報ほうがさまざまな角度から投とう影えいされていた。


　宗介たちの激げき闘とうを、テッサが固かた唾ずをのんで見守る。


　薄うす闇やみに沈しずみつつある密みつ林りんを、縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけめぐる二機のシルエット。交まじわっては離はなれる巨きよ人じんのダンス。鋼こう鉄てつの四し肢しに踏ふみ砕くだかれていく樹木の数々──


「こういうやり方は感心しませんな」


　彼女のそばに立つ、リチャード・マデューカス中ちゆう佐さが言った。


「たとえ目的があるにせよ、兵にはわれわれが私し闘とうを黙もく認にんしたと映ります。これでは示しが付きません。規き律りつは徹てつ底ていしなければ」


　眼め鏡がねを押し上げて、うろんげな視し線せんをスクリーンに向ける。その横顔をちらりと見て、テッサは小さなため息をついた。


「仕し方かたないことです。こうでもしてみなければ、〈アーバレスト〉の力を引き出すことはできないでしょうから……」


「艦かん長ちよう。それが私にはよくわかりません。実じつ戦せんを想そう定ていした演習ならば、日ひ頃ごろから行っているはずです。この上、なぜこのような茶ちや番ばんを？　酒さか場ばで喧けん嘩かをふっかけさせて、隊たいの機き材ざいを無む断だん使し用ようさせ、あまつさえ危険な実戦用の装そう備びを使わせるなど……」


　そう。この喧嘩は、最初から仕し組くまれたものなのだ。


　クルーゾーが提てい案あんし、テッサが許きよ可かした。挑ちよう発はつし、侮ぶ蔑べつし、私闘という形で、宗介を追いつめてみる。そうすることで、〈アーバレスト〉のラムダ・ドライバを駆く動どうさせることができるかどうか──少なくとも、駆動に近いデータが得えられるか──それを試こころみる考えだった。


（手て加か減げんする気はありません。最さい悪あく、彼が死ぬことも覚かく悟ごしてください）


　クルーゾーはテッサにそう告げていた。『それでは元も子もない』と彼女が言おうとすると、新しん任にんの中尉は非ひ情じような声で、こう付け加えた。


（私に殺されるくらいなら、所しよ詮せんはそこまでの男──そこまでの駄だ作さく機きです。作戦本部も、これ以上はあの機体に頼たよろうなどとは思わなくなるでしょう）


　冷れい徹てつだが合ごう理り的てきなその言葉に、テッサは反はん論ろんする術すべを持たなかった。それを『否いな』といったら、自分は宗介を信しん頼らいしていないことになる。


　司令センターのスクリーンを見つめ、マデューカスはさらに続けた。


「安あん全ぜん面めんから考えても、いささか度どがすぎます。われわれは戦せん闘とうを生なり業わいとする集しゆう団だんですが、街まちのギャングではありません。暴ぼう力りよくの行こう使しは計画性と規き律りつをもって、紳しん士し的に為なされるべきです。このような野や蛮ばんな形の決けつ闘とうなど──」


「戦争に野蛮も紳士的もないでしょう？」


　テッサらしからぬ言葉に、マデューカスは小さな驚おどろきを見せた。


「こんなこと言うの、生なま意い気きかしら」


「……いえ。艦かん長ちようのおっしゃる通りです」


　そう答えた彼の目に、ほんの瞬しゆん間かん、哀かなしみと憐あわれみの色がよぎった。


　〈アーバレスト〉に取り付けた中ちゆう継けい装そう置ちから、様さま々ざまなデータが転てん送そうされてくる。操そう縦じゆう者しやの心しん拍ぱく数すう、脳のう波は、脳のう磁じ波、近きん赤せき外がい線せん測そく定てい値ち、機き体たいの骨こつ格かく温おん度ど、ひずみ、ＡＩ〈アル〉のステータス、その他もろもろ……。すべてが記き録ろくされ、技ぎ術じゆつ士し官かんのレミング少しよう尉いがそれらを逐ちく一いちチェックしていた。


　こんな風ふうにモルモット扱あつかいされていることを知ったら、彼はどう思うだろうか。


　そうなるように仕し向むけた自分を、彼はどう思うだろうか。


　たぶん、軽けい蔑べつするだろう。


　きょう一日に起きたことだけで、彼がどんどん遠くなっていく気がする。東京とメリダ島の距きよ離りなどよりも、ずっと遠くに。


（バニ……）


　もういない少年の面おも影かげが、脳のう裏りをよぎった。


　やはりわたしを責せめているの？　あなたを失い、途と方ほうに暮くれて、彼に惹ひかれたこのわたしを。あなたが遺のこしたあの機体は、何度もわたしたちを救すくってくれた。それは感かん謝しやしてもしきれない。でも同時に、あの機体の存そん在ざいは──彼とわたしとの間に溝みぞをつくっていく。どうにもならない、埋うめようのない溝を。


　なぜあの順スン安アンでの事件のとき、〈アーバレスト〉に乗ったのが彼だったのだろう。どうして──別のだれかではなかったのだろう？


　思いに耽ふけっていたのは、実じつ際さいにはほんの数秒くらいだった。


　いまなお不ふ服ふくそうなマデューカスの様よう子すに気づき、テッサは言った。


「……普ふ通つうの演えん習しゆうくらいのストレスでは、ラムダ・ドライバは動きません。訓くん練れんと実じつ戦せんでは、兵士の精せい神しん状じよう態たいは決定的に違ちがうから……。マデューカスさんだって、よくご存ぞんじでしょう？」


「もちろんです。私はそれをフォークランドで学びました」


　80年代初頭のフォークランド紛ふん争そう当とう時じ、マデューカスが英国海軍の攻こう撃げき型がた原げん潜せんで副長を務つとめていたことを、テッサは思い出した。


「艦長……。私が『わからない』と言っているのは、こうまでしなければならない、あの機体の有ゆう効こう性せいについてです。トリガーを引いたときに確かく実じつに作さ動どうしない兵へい器きなど、兵器ではありません。そんなものに頼たよらずに、なにか別の方ほう策さくを練ねれないのでしょうか。兵器システムにとり絶ぜつ対たいに必要なもの──それは革かく新しん性せいでも破は壊かい力りよくでもありません。純じゆん粋すいな信しん頼らい性です」


「〈アーバレスト〉は欠けつ陥かん品ひんだ、と言いたいんですね？」


「はい。私はあの機き体たいが、どうにも気に入りません」


　その言葉に、彼女は憂ゆう鬱うつなユーモアを感じた。マデューカスが宗介のことをあまり快こころよく思っていないことは、テッサも薄うす々うす知っている。その宗介と彼とが、あの機体についてはまったく同じ意見だということに気づいたのだ。


「サガラ軍曹も、そう思っているでしょうね。……それが問題なんです」





　攻こう防ぼうにつぐ攻防。白しろと黒くろのシルエットが、絡からみあうようにして密みつ林りんを駆かけ抜ぬけ、轟ごう音おんと電でん光こうがほとばしる。突とつ風ぷうがうなって乱らん流りゆうを生み、蔦つたや葉を荒あら々あらしく舞まい散らせた。


『醜みにくいな。なんと醜い戦い方だ』


　クルーゾーが言った。


「醜い？」


『まるでブリキの人形だ。不ぶ器き用ようで──』


　回し蹴げりが、死角から〈アーバレスト〉を襲おそった。宗介は機体を踏ふみ込ませ、相手に体当たりするようにして、無む理り矢や理りその一いち撃げきを和やわらげた。


『強ごう引いんで──』


　崩くずれたバランスに身をまかせ、Ｍ９が空中できりもみする。その回かい転てん速そく度どをナイフに乗せた、最速の斬ざん撃げきが〈アーバレスト〉の左肩かたを切り裂さいた。二枚羽ば根ね型がたの放ほう熱ねつユニットの一枚が脱だつ落らくし、衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう剤ざいのタンクが破は裂れつする。


『──柔じゆう軟なんさもない』


　片手で逆さか立だちし、旋せん風ぷうのごとき鮮あざやかな蹴りをはなつ。右足、続いて左足。頸けい部ぶを横から薙なぎ払はらわれ、〈アーバレスト〉がよろめいた。


「…………っ！」


　余よ勢せいに乗って独楽こまのように回転しながら、Ｍ９は大地を踏みしめ、直ちよく立りつ姿し勢せいに戻もどる。〈アーバレスト〉は後じさり、肩から白はく煙えんを立ちのぼらせる。


『どうだね？　Ｍ９系の機体を使うなら、せめてこれくらいの真ま似ねはして欲しいものだ』


「曲きよく芸げいの自じ慢まんか」


『ほう』


「俺おれなら、その前にとどめを刺さしている」


『まだ軽かる口くちを叩たたく元気はあるようだな。……では、望のぞみ通りにしてやる』


　直ちよく後ご、両者が激げき突とつした。爆ばく発はつ的てきなパワーとパワーが大気を震ふるわせ、あたりの密林を響動どよもす。


〈アーバレスト〉は軽いステップを踏ふみつつ、敵めがけて矢のような突つきを繰くり出した。クルーゾーがかがみ込むようにしてそれを避さけ、同時にこちらの胴どうを切り払はらおうとする。宗介はすんでのところで腰こしをひねり、その一いち撃げきを横よこっ飛とびにかわす。


　軽口を叩たたいてやったものの、その実、宗介は焦あせっていた。


　クルーゾーは強い。それも、ただ強いだけではない。あらゆる動どう作さに清せい水すいの流れを思わせる、ある種しゆの調ちよう和わがあった。どんな誘さそいにも乗ってこないし、あらゆるフェイントを見破ってくる。そして──宗介がわずかでも迂う闊かつさを見せると、まさしく激げき流りゆうとなってこちらの守りを突つき崩くずしに来るのだ。


　攻こう防ぼうの手を休めることなく、クルーゾーが言った。


『いい加か減げんに本気を出したらどうだ。ヨーロッパには、君程度の操そう縦じゆう兵へいなどゴロゴロいる。ＳＡＳの強きよう襲しゆう機き兵へいチームなら、下から数えた方が早いレベルだ』


「元ＳＡＳか」


　ＳＡＳ。世界でもトップの実力と実じつ績せきを誇ほこる英国の特とく殊しゆ部ぶ隊たいのことだ。クルーゾーという名前から、アフリカ系のフランス人かと思っていたが──


『そんなことはどうでもいい』


　ひときわはげしい轟ごう音おんと振しん動どうが宗介を襲おそった。クルーゾーの短刀が、〈アーバレスト〉の腹ふく部ぶを深くえぐったのだ。


『──その前に、命の心配をしろ。腰抜けのマッカランが待っているぞ』


「っ……!!」


　ＡＩがダメージを矢や継つぎ早ばやに報ほう告こくした。


《警けい告こく！　ジェネレーター、損そん傷しよう。規き模ぼは不明。主パワー・ケーブル、切せつ断だん。第二冷れい却きやく装そう置ち、機き能のう停てい止し。腹ふく直ちよく筋きんアクチュエーター、損傷──》


　ＡＩの報告にはなかったが、空くう調ちようシステムにまで損そん害がいが及およんでいるようだった。気密性が高いはずのコックピットに、焼やけた金きん属ぞくの匂においが浸しん入にゆうしてくる。


『どうした？』


　さらに容よう赦しやない打だ撃げき。


『どこを見ている？』


　さらに仮か借しやくない斬ざん撃げき。


『やる気があるのか……!?』


　よろめいた〈アーバレスト〉の脇わき腹ばらに、追い打ちの膝ひざ蹴げりがめりこむ。八トンの機き体たいがはじき飛ばされ、背せ中なかから大地にぶつかった。


　ＡＩの警けい告こく。甲かん高だかいアラーム音。骨格と、筋肉と、装そう甲こうのきしむ悲ひ鳴めい。


（このままでは……）


　苛か烈れつな連れん撃げきをはねのけ、有ゆう効こうな一撃を相手に食らわす術すべを、宗介はどうしても編あみ出せなかった。


『本気を出せと言ったはずだっ!!』


　Ｍ９が天高く跳ちよう躍やくし、ナイフを逆さか手てで振ふり上げて、〈アーバレスト〉めがけ急きゆう降こう下かしてきた。まるで地上の獲え物ものに襲おそいかかる、獰どう猛もうな鷲わしだった。


　間かん一いつ髪ぱつ、右に転がり切っ先をかわす。〈アーバレスト〉のコックピット・ブロックがあった位置に、クルーゾーの短刀が深々と突つき立った。宗介はその短刀を自分のナイフで横よこ薙なぎに両りよう断だんする。〈クリムゾン・エッジ〉が真まっ二ぷたつになった。


〈アーバレスト〉は仰あお向むけの状じよう態たいから、背せ筋すじの瞬しゆん発ぱつ力りよくだけでぱっと宙ちゆうに浮ういた。『ジャック・ナイフ』と呼ばれる機動マニユーバーだ。コメツキムシの跳躍とよく似にたこの動作によって、ＡＳは手足を使って起きるより、はるかに素す早ばやく直ちよく立りつ姿し勢せいに復ふつ帰きすることができる。


　人間には不ふ可か能のうな軽けい捷しようさをもって、たちまち姿勢を回かい復ふくすると同時に、〈アーバレスト〉は自機のナイフを振りかざす。


　だが気付いたときには、Ｍ９はさっと身をかがめ、〈アーバレスト〉の懐ふところに潜もぐり込んでいた。深く腰を落とし、鋭するどく反はん転てん──その不ふ自し然ぜんな動どう作さに警けい戒かいした瞬しゆん間かん──


「!?」


　機体が前へと吸すい寄せられた。


　重力の方向が、その瞬間だけ水平になったような感かん覚かく。重たい衝しよう撃げきが襲った直後、なにか圧あつ倒とう的てきな力が作用して、〈アーバレスト〉が後方へと吹ふき飛ばされた。


　八トンの機き体たいが密みつ林りんを横切り、いくつもの木々を薙なぎ倒す。泥どろのしぶきが霧きりとなり、あたりに濛もう々もうとたちこめる。〈アーバレスト〉は背中から大地にめりこみ、白い蒸じよう気きをたちのぼらせ──力無くその場に横たわった。


「ばっ……」


　馬ば鹿かな。いまの衝しよう撃げきは。


　頭がふらつき、全身がしびれている。いまの衝撃のせいだ。いまのは単純な打だ撃げき技わざではない。もっと異い質しつな何かだ。


　まさか、あの機体に……？


　黒いＭ９の二つ目が、きっとこちらを睨にらみすえていた。


「……ありえない」


　宗介は喉のどを絞しぼった。


　ありえない。あのＡＳに、ラムダ・ドライバが搭とう載さいされているなど。〈ミスリル〉が保ほ有ゆうする、ラムダ・ドライバ搭載機はこの〈アーバレスト〉のみ。だからこそ、自分は貧びん乏ぼうくじを引いた。機能の不ふ確たしかな兵へい器きを押おしつけられ、不ふ本ほん意いな責任を──


『立て、軍ぐん曹そう』


　クルーゾーが言った。


『その機体の力をすべて引き出してみろ。わかるか、すヽべヽてヽだヽ。さもなくば──次は死ぬぞ』


〈アーバレスト〉が立ち上がった。膝ひざが震ふるえる。肩が大きく上下する。宗介の身体からだのダメージを、機体がそのまま表ひよう現げんしているのだ。


（あれを使うしかないのか……！）


　ラムダ・ドライバ。散さん々ざんに、自分を手こずらせるこの機体の、得え体たいの知れない未み知ちの機き能のう。こんな場面で、またも頼たよることになるとは。


　はたして使えるだろうか。この機体は、また自分を裏うら切ぎるのではないのか。こんな馬鹿げた戦いがあるだろうか。戦せん闘とうを放ほう棄きし、この場から逃にげた方が得とく策さくではないのか。


『構かまえろ』


「…………」


　深しん呼こ吸きゆう。両りよう脚あしを踏ふん張り、半はん身みに構え、クルーゾーと対たい峙じする。


　Ｍ９が大地を蹴けった。みるみると迫せまる黒い機き体たい。


〈アーバレスト〉は弓を引き絞しぼる要よう領りようで、右の拳こぶしを振ふりかざす。


　力のイメージ。破は壊かいの力を、一点に注そそぎ込むつもりになって──


（出ろ……！）


　拳を放つ。クルーゾーが動く。


　次の瞬しゆん間かん、〈アーバレスト〉は弓ゆみなりになって前へと吹ふき飛とばされていた。コックピットを猛もう烈れつな衝しよう撃げきが襲おそい、今度こそ気が遠くなる。天地がでたらめに暴あばれ回り、密みつ林りんの風ふう景けいが無む秩ちつ序じよにぐるぐると回かい転てんした。地面に叩たたきつけられた瞬しゆん間かん、目の前が真っ黒になって星がまたたく。


　ＡＩがダメージをがなりたて、やかましいアラームが鳴なり響ひびいていたが、宗介はそれをほとんど聞いていなかった。


『弱い。脆もろい』


　クルーゾーの声がした。


『所しよ詮せんは飼かい犬ということか』


「…………」


　だめだった。


　そう認にん識しきしたところで、宗介の意い識しきは深い闇やみの中へと落ち込んでいった。





「終わったようですな」


　紺こん色いろの帽ぼう子しをとって、マデューカスが言った。ついでに黒くろ縁ぶちの眼鏡も外し、手の甲こうで疲れた目をこする。部へ屋やが暑あついような気がした。


「やはりなにも起きなかった。これでは使い物になりません」


「なにも起きなかったかどうかは、まだ判はん断だんできませんよ。……レミングさん。数すう値ちの方は？」


　テッサがそっけなく答えてから、技ぎ術じゆつ士し官かんのノーラ・レミング少しよう尉いに声をかけた。そばの席でノートパソコンを開き、Ｍ９や〈アーバレスト〉からのデータを監かん視ししていた彼女は、モニターから目を離はなさずに、淡たん々たんと答えた。


「ベリルダオブ島での戦せん闘とうにも及およびませんでした。ＴＡＲＯＳは例の脳のう波は──ガンマ波を検けん出しゆつしていますが、非ひ常じように低いレベルです。中ちゆう核かくモジュールの位い相そう干かん渉しよう波は量りよう子し素そ子しは、スペクトルの分布が変化しています。柱ちゆう状じよう視し床しよう軸じくのＮ極きよくから……だいたいＥ層そう第一五野の付ふ近きんまで。すこし離はなれて、Ｐ層そう第四二野の、九〇度付近にも」


「青の方ね」


「はい。ご覧らんください。この二か所は……繫つながってますね。見込みはありますけど、駆く動どうにはほど遠いくらいのものです」


「…………。防ぼう御ぎよ反はん応のうのケースでは、Ｎ層〇度のプラスマイナス四〇でしたね。ミラーの仮か説せつと関係があるのかしら」


「断だん定ていできませんね。ただ気になるのは──」


　カラフルな立体画が像ぞうとグラフ類るいを前に議ぎ論ろんするテッサとレミングを、マデューカスは憂ゆう鬱うつな目で眺ながめるしかなかった。彼女らの会話が、彼にはまったく理り解かいできないのだ。察さつするに、脳のう科か学がくと物ぶつ理り学がくに関係する話のようだったが、それ以外はちんぷんかんぷんだ。いくつかの学位を持っている彼でも、畑はた違ちがいのこの議ぎ論ろんにはとても付いていけそうになかった。





[image: ]


　レミングはＭＩＴ出身の才さい媛えんだ。軍ぐん属ぞくの経けい歴れきは皆かい無むだが、開かい発はつ者しやを失った〈アーバレスト〉のために、テッサが彼女をスカウトした。テレサ・テスタロッサほどの異い能のうではなかったが、やはり彼女も『天才』の部ぶ類るいに入るのだろう。いままで出会った、ＡＳやＥＣＳについて熟じゆく知ちする技術者も、若い世代が圧あつ倒とう的てきに多い。


　こうした若者たちが生み出した新しん兵へい器きの数々に、マデューカスは以前から違い和わ感かんを覚えていた。あのいかがわしいラムダ・ドライバだけではない。アームスレイブ、電磁迷彩システムＥＣＳ、パラジウム核かく融ゆう合ごう電でん池ち、〈デ・ダナン〉のスーパーＡＩ、ＴＡＲＯＳ、超伝導推進ＳＣＤ、電磁乱流制御システムＥＭＦＣ……そうしたすべてだ。


　ほんの二〇年前──マデューカスがまだ青年と呼べる年ねん齢れいだったころ、こうした新しん装そう備びの登場はまったく予言されていなかった。ミサイルや戦せん闘とう機きに、ようやくコンピュータらしいコンピュータが搭とう載さいされるようになりつつあったくらいの時代だ。『巨大ロボット』や『透とう明めい化か装そう置ち』など、その言葉を口にするだけで、職しよく業ぎよう軍人としての見けん識しきを疑うたがわれた。巷ちまたでは『インベーダー・ゲーム』が大流行しており、あのみすぼらしいドット絵が動くだけで、みんなが大喜びしていたのだ。


　かつてマデューカスが指し揮きしていた攻こう撃げき型がた原げん潜せんは、いまなお世界で屈くつ指しの高こう性せい能のう艦かんだ。しかし〈トゥアハー・デ・ダナン〉の前では、その原潜とて第二次大戦中のディーゼル潜せん水すい艦かんも同然だった。


　テレサ・テスタロッサは善良な少女だ。だが彼女や彼女の同どう類るいがもたらした産物の、この空そら恐おそろしさはいったい何だ？　自分が仕つかえる彼女とあの艦かん、この部隊は、なるほど、多くの人命を救ってきた。しかしその存そん在ざいについての根こん元げん的てきな問いを、なぜ私は発したくなるのだろう？


　テッサとレミングの議論は五分ばかり続いた。


「Ｅ─００５号機からの観かん測そくデータは？」


「なにも」


「ほかに考えられる電でん磁じ波はは出ていなかったのね」


「そもそも観かん測そく環かん境きように限げん界かいがありますから、断だん言げんはできませんね。機き材ざいも間に合わせですし。詳くわしいことは、時間をかけて分ぶん析せきする必ひつ要ようがあるでしょうが……」


「いいわ。仮説を洗い直して、まず単たん純じゆんなモデルを再さい構こう築ちくしましょう。搭とう乗じよう者しや任せの問題も、何らかの形で改かい善ぜんできるかもしれませんし……。期待してますよ、レミングさん」


「え……ええ」


　垣かい間ま、レミングが自信のない顔つきをしたのを、マデューカスは見み逃のがさなかった。おそらくあのシステムの全ぜん容ようを解かい明めいすることは、彼女の天才をもってしても手に余るのだろう。わけもなくああ言ってのける一回り年下の少女に、レミングは劣れつ等とう感かんのようなものを感じたのかもしれない。


　だがテッサはそれに気付いた様子もなく、マデューカスに向き直った。


「……私はすこし休みます。なにかあったら、医い療りようセンターの方へお願いしますね」


「医療センター、ですか？」


「仮か眠みんにはちょうどいいから。切らしてた湿しつ布ぷももらいたいし……」


　そう言って、彼女は司し令れいセンターの出口へと歩き出した。心なしか、歩ほ幅はばが大きい。休きゆう養ようを取りに行くにしては、いささか慌あわただしく見えた。


（けっきょく心配なわけか。……やれやれ）


　つまりは、そういうことだ。あの軍ぐん曹そうの様よう子すが気になって仕し方かたないのだろう。


　テッサの背中が自動ドアの向こうに消えたところで、


「あの……中ちゆう佐さ殿どの」


　と、レミング少しよう尉いが後ろから声をかけた。


「なんだね」


「カリーニン少佐は、今日きよう中じゆうに基き地ちへお戻もどりに？」


「そのはずだが。それが？」


「いえ。〈アーバレスト〉の装そう備び周まわりのことで相談があるだけです。メールにするか、直接お話しするか……ちょっと迷ったまでの話でして」


「それは君の自由だが、必ヽ要ヽ以ヽ上ヽに少佐をわずらわすなよ。妙みような噂うわさは兵の士し気きにかかわる」


「も、もちろんです。……それより、その噂は誤ご解かいです。少佐の名めい誉よのために申もうし上げますが、私は決してあの方とは──」


「わかった、わかった。もういい」


　マデューカスはうるさげに手を振ふって、自分の執しつ務む室しつに引き返そうとした。すると今度は、通つう信しん担たん当とうの軍曹が彼を呼び止めた。


「お待ちください、中佐殿」


「今度はなんだ？」


「いえ……あの。シドニーの作戦本部からメッセージです」





「起きろ、こら。役立たずのネクラ軍曹」


　目を覚ますと、仏ぶつ頂ちよう面づらのクルツ・ウェーバーが彼を見下ろしていた。


「…………」


　宗介が横たわっているのは、医い療りようセンターのベッドの上だった。白い天てん井じようと、無む機き質しつな蛍けい光こう灯とうの光。整せい備び兵へいの手で機き体たいから引っ張ぱり出されたところは、ぼんやりと覚えていたが、あとのことはよく分からなかった。


「あっさり返り討うちだって？　なんてザマだよ。情けねえ」


　酒さか場ばでの体ていたらくを棚たなに上げ、クルツが言った。見たところぴんぴんしているが、同時にあからさまな不ふ機き嫌げん顔がおだ。


「クルーゾー中尉は……？」


　身を起こしてたずねると、クルツが顎あごをしゃくって見せた。広い部屋の反対側、カーテンで仕し切きられた診しん察さつスペースから、ちょうどクルーゾーが出てきたところだった。丸めたシャツを小こ脇わきに抱かかえたＴシャツ姿で、軍医になにかの礼れいを告げている。たくましい左腕うでには、真新しい包ほう帯たいがていねいに巻きつけてあった。


「…………」


「あの喧けん嘩かは実じつ験けんだったんだよ。あの野郎と技術科と司し令れい部ぶが、そろってグルになって仕し組くんだわけさ。俺おれもいい咬かませ犬にされたもんだ。くそっ……」


　そんなところだろう、と見けん当とうはついていた。あれだけ長い時間、実戦用の武器で戦せん闘とうをしていたのに、司令センターからは何の制止も警けい告こくも出なかったのだ。隊たいの上層部が、あの私し闘とうを黙もく認にん、あるいは奨しよう励れいしたことは、宗介でも想そう像ぞうに難かたくなかった。


（つまり、俺とあのＡＳは〈ミスリル〉のモルモット、というわけか）


　ずいぶんな新しん任にん務むではないか。まわりくどい手など使わずに、ひとこと『戦え』と命じればいいものを。


　こういう自分の扱あつかいを、テレサ・テスタロッサはどう考えているのだろうか。少なくとも、楽しんではいないだろう。それくらいのことは想そう像ぞうできる。


　苦い敗はい北ぼく感かんが胸中で渦うず巻まいていた。


　あの中尉は、勝負にあたっていかなる策さくも弄ろうさなかった。自分は単たん純じゆんな力の差で負けたのだ。実じつ戦せんならば、もちろん死んでいたことだろう。高こう価かなくせに役立たずの実験機と、運うん命めいを共にして。


　いっそのこと上じよう手ずに攻こう撃げきを食らって、あのＡＳを大破させてしまえば良かった。二度と使用が不ふ可か能のうになるように。どうせ責せき任にんはクルーゾーのものになる。そうすれば、自分はふたたび──


　いや。馬ば鹿かげている。たとえ〈アーバレスト〉を破は壊かいしたところで、自分が東京の任にん務むに復ふつ帰きすることはないだろう。上層部が方ほう針しんを翻ひるがえすわけがない。しかし、すべての元げん凶きようはあのＡＳにこそあるのではないか……？


（千ち鳥どり……）


　すまない。だが、俺おれの力ではどうにもならない。君のことだけではない。俺は死者の名めい誉よも守れなかった。自分の誇ほこりも。なにもかも。


　かつてこれほど、自身の無む力りよくを感じたことがあっただろうか……？


「来るぜ」


　クルツのささやきで、宗介は我われに返った。ベルファンガン・クルーゾーが近づいてくる。


「ようやくお目め覚ざめか、軍曹」


　ねぎらいの情じようなど一いつ片ぺんも見せず、彼は言った。


「格かく納のう庫こへ行って、整せい備びチームの書類にサインをしておけ。先ほどの演ヽ習ヽの報ほう告こく書しよを作成し、二五〇〇時までに私とレミング少しよう尉い、カリーニン少佐とテスタロッサ大佐に提てい出しゆつしろ。不ふ正せい確かくな記き述じゆつや書式のミスが一つでもあったら、何度でも最初からやり直させる。明みよう朝ちようは〇六〇〇時から錬れん成せい訓練だ。第一格納庫前に集合しろ。ウェーバー、おまえもだ。部隊のＡＳ搭とう乗じよう資し格かく保ほ持じ者しやは、すべて私が鍛きたえ直す」


「…………」


「マッカランは甘あまかったようだが、私は違ちがう。のたれ死じにしたとき、後こう任にん者しやから無む能のうのそしりは受けたくないからな。覚かく悟ごしておけ」


　宗介たちはなにも言わなかった。現げんに勝負で負けたのだ。大尉を侮ぶ蔑べつされることにも、耐たえるよりほかない。


「質問がなければ、解かい散さんだ」


「質問があります」


　押おし殺した声で、宗介は言った。


「言ってみろ」


「……自分を倒たおしたあの攻こう撃げきは？　あの黒い機き体たいには、ラムダ・ドライバが？」


　するとクルーゾーは、鼻をふんと鳴ならした。


「そんな機能など使わずとも、おまえと〈アーバレスト〉を潰つぶすのは簡かん単たんだったよ。Ｍ９という第三世せ代だい型がたＡＳには、普ふ通つうに使ってもあれだけの潜在能力ポテンシヤルがある、ということだ」


「では、あのショックは……？」


「──あれは東洋でいうところの〝徹とおし〟と〝寸すん剄けい〟を複ふく合ごうした技わざだ。最初に猛もう烈れつなインパクトを敵てつ機きとその操縦兵オペレータに浸しん透とうさせ、続いてその身を吹ふき飛ばす。ラムダ・ドライバなど必要ない」


　宗介は、酒さか場ばでの喧けん嘩か騒さわぎを思い出した。あの技と同じだ。


　あのとき宗介のいた位置からは、クルツがあごを押おされたようにしか見えなかったが、それだけではなかったのだろう。


「あの芸げい当とうは、Ｍ９なら十二分に可能だ。敵と自分との呼こ吸きゆうを合わせ、力の流れを望む形へと導みちびいてやるんだよ。水のように。炎ほのおのように……な」


「だが、人間の身体からだとＡＳはちがう」


「その常じよう識しきはもう古い。Ｍ９系ＡＳの骨格パーツ数は、平均的な第二世代型ＡＳの二倍以上だ。その複ふく雑ざつさと柔じゆう軟なん性せいでは、神が創そう造ぞうしたもっとも精せい緻ちなメカニズム──すなわち人体にもひけを取らない」


「…………」


「私はさっき、君の戦いを〝醜みにくい〟と言った。〈アーバレスト〉に本来備そなわっているはずの力を信じようとせず、機体を車やヘリのようにしか扱あつかわないからだ」


「それのどこに問題が？」


　ＡＳは生物ではない。プログラムに従したがって、関かん節せつを駆く動どうさせるだけの機械だ。『第二の肉体』というのは、あくまで喩たとえにすぎない。アーム・スレイブは、たとえ人の形をしていても、チタン合金や高こう分ぶん子し素そ材ざいを寄せ集めただけの機械なのだ。


「はっきり言わんとわからんか」


　クルーゾーは腰こしに手をやり、あきれたようにため息をついた。それからまっすぐに宗介を見つめ、こう言った。


「おまえは、あの〈アーバレスト〉を嫌けん悪おしている」


「…………！」


「立ち合ってよくわかった。脚あしの運びや腕うでのさばき、拳こぶしの流れや太た刀ち筋すじの一つ一つ……そうしたすべてに、迷まよいがある。不ふ信しんが、焦あせりが、躊ちゆう躇ちよがある。一見合ごう理り的てきで、プロらしい動きではあるが──意い志しが伴ともなっていない。心、ここにあらずだ。ラムダ・ドライバなどどうでもいい。それ以前の問題だな」


　クルーゾーの一言一言が、宗介の胸に突つき刺ささった。





[image: ]


　その通り、自分はあの機き体たいを嫌きらっている。ラムダ・ドライバのこと以外では、故こ障しようらしい故障を見せたことはないが、それでもあの機体が信じられない。命を託たくして戦うことが、いやでいやで仕し方かたがない。


　その気持ちが、技わざの切れを鈍にぶらせている……？


　仮かりにも敵てきとして対たい峙じした相手に核かく心しんを突かれ、宗介は内心で動どう揺ようした。反はん発ぱつしたくても反発できない。この中尉の言っていることは、たぶん、正しいのだ。


「よく聞け、軍曹」


　クルーゾーが身を乗り出し、宗介の目を覗のぞき込んだ。鼻息のかかるほどの近さだ。彼は真しん剣けんな顔で宗介を見み据すえ、一言一句を強きよう調ちようするようにして言った。


「われわれが使うＡＳという兵へい器きは、ただの乗り物ヴイークルではない。戦士の肉体のさらなる延えん長ちようなのだ。操そう縦じゆう者しやの心は、そのまま機体に顕あらわれる。高度なレベルの戦いにおいては、そのわずかな差が勝しよう敗はいを決める。自身の肉体、自身の力を信じられない男に、これからの敵は決して倒たおせないと知れ。以上だ」


　こちらの反はん応のうを待ちもせず、クルーゾーはきびすを返し、医い療りようセンターを去っていった。


「やれやれ。いけすかねえ野郎が着ちやく任にんしたもんだぜ……」


　まだ聞こえているかもしれないのを承しよう知ちで、クルツがぼそりと言った。


「……だが、彼の言うことにも一いち理りある。確たしかにクルーゾーは強い」


　宗介は正直な感かん想そうを述のべた。


「まあ……格かく闘とうではな。ほかはどうだか知らねえけど」


「……他たの技ぎ能のうも一流だろう。ＳＡＳの出身らしい」


「へえ。じゃあカナディアンＳＡＳかな……」


　ＳＡＳといえば、広く知られているのは英陸軍の第二二ＳＡＳ連れん隊たいのことだ。しかし英連れん邦ぽうに属ぞくする国──カナダやニュージーランドやオーストラリアの軍には、同どう様ようの練れん度どを誇ほこるＳＡＳがそれぞれ存在する。人的交流が活かつ発ぱつな上、部ぶ隊たい章しようも各国ともにまったく同じなので、外部の人間の目からは、それらの区く別べつをつけづらい。


「そういえば、マッカランの親おや父じはオーストラリアンＳＡＳの出だったよな」


「ああ。たしか──」


　そこまで言って宗介は言葉を切った。


　クルーゾーが出ていったのとは対たい面めんにあたる医い療りようセンターの出入り口に、テッサが突つっ立っていたのだ。戸口の縁ふちに右手を添そえ、左手で自分の三つ編あみを握にぎって、なにか言いたげな目でこちらを見ている。気のせいか、足あし下もとが頼たよりない感じだった。


　ずっと彼女が黙だまっていたので、宗介たちが先に声をかけた。


「……大たい佐さ殿どの？」


「テッサ？」


「…………。あ、あの──」


　テッサがためらいがちに口を開いたところで、医療センターの奥おくから軍ぐん医いのゴールドベリ大尉が声を張はり上げた。


「あ、来てた来てた。テッサっ！」


「は、はい？」


「ディックリチヤードから伝言！　いますぐ司し令れいセンターに戻もどれって！」


「え……わかりました。すぐ戻ります」


　テッサはすこし躊ちゆう躇ちよしてから、けっきょく宗介にはなにも言わずに、そそくさと戸口から姿すがたを消した。


「…………？」


「なんだろ。心配して見に来たのかな」


「心配。なにをだ」


　本当に分からなかったのでそうたずねると、クルツはしかめっ面つらで宗介を見やり、大おお仰ぎように首を横に振ふった。


「ったく……。俺おれがもし恋れん愛あいドラマの脚きやく本ほん家かだったら、絶ぜつ対たいおまえみたいなタイプの男は主人公にしないだろうね。だって、話が進まねえんだから。視し聴ちよう率りつガタ落ちだよ」


「？」





　地下基地の地図をにらみつつ、ベルファンガン・クルーゾーは将しよう校こう用ようの居住区をさまよい歩き、ようやく自分に割わり当てられた個こ室しつを見つけた。扉とびらに鍵かぎはかかっておらず、中に入ると、兵に頼たのんで運んでおいてもらった私物の山が積つみ上げてあった。


　将校用の個室は、簡かん素そなホテルのダブル・ルームくらいの広さだった。飾かざり気けはほとんどなかったが、照しよう明めいは明るく温あたたかい。備そなえ付けの家か具ぐはわずかだった。


　私物には手を付けず、彼はからっぽのロッカーやキャビネットを探ってみた。二か月前までこの部屋を使っていた人物の遺のこしたものは、なにも見つからなかった。


　木のデスクに歩み寄り、引き出しの中を探った。紙と葉は巻まきの匂においがすこしする。一番下の段だんに、使い古しの聖せい書しよがあった。


　クルーゾーは革かわ張ばりの小さな聖書を手に取り、ぱらぱらとめくった。何か写真の類たぐいでも挟はさまっていないかと期き待たいしたが、そういう発見もなかった。


　伝でん道どう書しよの一いつ節せつを開いてみる。その頁ページの右肩の部分だけが、すこし手て垢あかで汚よごれていた。


《A living dog is better than a dead lion.》


　──生いける狗いぬは、死せる獅し子しに勝まされり。


　訓練中、たまに彼ヽから聞かされたフレーズだ。いくら自分がイスラームだと主しゆ張ちようしても、彼は一いつ向こうに構かまおうとしなかった。そしてたぶん──アラーよ、お許しください──自分もこの言葉が好きだった。


（先せん輩ぱい……）


　胸の内でつぶやき、彼は聖書を閉じた。


　私物を部屋の奥おくに運び込もうと、玄げん関かんの方に引き返す。開きっぱなしのドアのそばに、東洋系の女が立っていた。メリッサ・マオ曹そう長ちようだった。


「あなただったのね」


「そういうことだ」


「一年半ぶりかしら」


「正せい確かくには六日ぶりだ」


「そうね。……遺い品ひんあさりなら無む駄だよ。片づけはとうの昔に終わってるから」


「知っている」


　マオに背を向け、オリーブ色の大きなバッグを持ち上げる。部屋の奥おくへと私物を運びながら、クルーゾーは強しいてそっけなくたずねた。


「彼は……苦しんだか？」


「それは誰だれにもわからないわ。看み取とった者はいなかった」


「そうか」


　彼は数秒ほど歩を止めて、自分を納なつ得とくさせるようにうなずいた。


　何度も廊ろう下かを往おう復ふくし、玄げん関かんの荷に物もつを片づけていく。それを手伝おうともせず、マオがたずねた。


「……あのＭ９は、Ｄ系列の試し作さく機きね？　あたしが関かかわったＥ系列の機き体たいのほかに、机き上じようプランで似にた形のＡＳがあったのを思い出したわ」


「その通りだ。ジオトロン社のドルトムント工場で二機だけ試し作さくされた、〈鷹フアルケ〉というタイプだ。ペイロードに若じやつ干かんの余よ裕ゆうがあるほかは、通つう常じよう型がたのＥ系列と変わりはない」


「〈アーバレスト〉と同じ装そう置ちを積つんでるの？」


　それを聞きにきたわけか、とクルーゾーは納得した。


「気になるか？」


「あたしはその装置を持つ敵てきに、二回も殺されかけてるのよ」


「そうだったな。報ほう告こく書しよは読んだ。答えは……積んでいない。予定はあったが、その前に開発者が自殺してしまった」


「じゃあやっぱり、〈ミスリル〉には〈アーバレスト〉一機だけが？」


「そうだ。だからあの軍曹と君らを鍛きたえる。徹てつ底てい的てきにな」


　そして対たい抗こう策さくを考えて行かねばならない。〈アーバレスト〉が自由にラムダ・ドライバを使えるようになれば、通常型のＭ９でも太た刀ち打うちできる手しゆ段だんを研究できるはずだ。その成果を、ほかの戦隊にも伝えれば、当面はいまの装そう備びでしのいでいける。これはカリーニン少佐やテスタロッサ大佐の意い向こうでもあった。


「わかるけど、あなたらしくないわね。スパルタ式なんて」


「おれもそう思うよ」


　クルーゾーは無む表ひよう情じようのまま、肩かたをすくめた。


「……あのサガラという奴やつ」


「うん？」


「昔むかしのおれにそっくりだ。肩かた肘ひじばかり張っていて、周まわりが見えず、無む理りして自分を枠わくにはめようとしている。狭せまい椅い子すに、無む理りして座すわろうとしているみたいだ。その気になれば、枠を広げることだって出で来きるのにな」


「あの子、そうなれるかしら」


「知らない。だがあのままでは死ぬだろう」


「…………」


「もしくは──本当の負け犬になるか、だ」


「負け犬？」


「俺たちが日ひ頃ごろ相手をしている連中のことだよ。悪意はゆっくりと醸じよう成せいされる。まず自分をいつわり、次に周しゆう囲いを恨うらみ、最後は世界のすべてを冷笑するようになる。ゆっくりとな。時計の短たん針しんのような、遅ち々ちとした変化だ。だからこそ恐おそろしい」


「ソースケが？　まさか」


　マオの言葉に、クルーゾーは答えなかった。


「きょうは疲つかれた。すこし休みたい。君も帰れ」


　床ゆかに放ったバッグを開き、清せい潔けつなタオルと石せつ鹼けんを取り出す。クルーゾーはシャワールームへと向かいかけ──いったん足を止めた。


「メリッサ」


「なに？」


「おれと先せん輩ぱいのことは、口外しないでおいてくれ。連れん中ちゆうに遠えん慮りよされては困るからな」


　扉とびらを閉めようとしていたマオは、苦く笑しようを浮うかべた。


「おおせのままに。……じゃあ、おやすみなさい、ベン」


「おやすみ」





　テッサが司し令れいセンターに戻もどると、マデューカスが厳きびしい顔で彼女を迎むかえた。


「申もうし訳わけありません、艦かん長ちよう」


「緊きん急きゆうなの？」


「いえ。まだ当とう面めんは。作戦本部からＤ待たい機きの命令です。区く域いきＪ５─ＣＳで事じ態たいB12ａが発生。対たい応おう手て順じゆん3aまでを完かん了りよう、現げん在ざい、3bを進行中です」


　Ｄ待機とは、強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉の出しゆう航こう準じゆ備んびを命じるものだった。出しゆつ撃げきの命令が下され次し第だい、二時間以内に海へと出航できる態たい勢せいを維い持じするのだ。実じつ際さいに出撃命令が出るよりは、むしろ『もしかしたら、ＴＤＤ─１が必要になるかもしれない。備えておけ』というくらいのケースが多い。その待機状態の期き間かんは、数日から数週間にまで及およぶこともある。


　そして事じ態たいB12ａとは、『単たん独どく、あるいは複ふく数すうのＡＳによる破は壊かい行こう為い』を示しめす。六月の東京での一件も──あの例はいささか特とく殊しゆだが──これに当てはまる。


　ＡＳでのテロ。いやな予感がした。


「区域Ｊ５─ＣＳと言いましたね。場所はどこ？」


「香ホン港コンです」







同時刻 香港のどこか










　表通りを、パトカーのサイレンが通り過ぎていく。交こう差さ点てんのクラックション。アンディ・ホイのヒット曲が、通りに面した近所の商店から聞こえてくる。


　赤と緑の光がわずかに射さし込む室内に、その男はたたずんでいた。


「ただいま戻もどりました、先シン生サン」


　男が言った。


「仰おおせの通り、〈コダールｍ〉で南軍の歩ほ哨しようたちをかき回して参りました。東ドン京ケンの弟からも、報ほうが入っております。すでに仕し度たくは整ととのっていると。ご指し示じをくだされば、弟はいつでもその娘むすめを縊くびり殺すことでしょう」


　返事はなかった。誰だれかがいるはずの部屋の奥おくは、照しよう明めいの関係か、真まっ暗くらだ。光を吸すい込み、二度と逃にがさない暗くら闇やみ。とても──とても深い闇がそこにあった。


　その闇の中で、なにかが動いた。


「明みよう晩ばん、ですか」


　男が問うと、太くしゃがれた機き械かい的てきな声が、暗闇の中から響ひびいた。


「────」


「どのような死をお望のぞみでしょう？」


「────」


「……かしこまりました。では明晩、その千チン鳥ニウという娘むすめを殺すよう弟に伝えます。よろしいでしょうか？」


　男の問いを、暗くら闇やみの主あるじは沈ちん黙もくで肯こう定ていした。





　　４：彼女の問題










一〇月二〇日　二〇四五時（日本標ひよう準じゆん時じ）


調ちよう布ふ市










　すこし、考えすぎだ。


　けっきょく何なに事ごともなく帰き宅たくしたあと、かなめは自分に言い聞かせた。


　泉せん川がわ商しよう店てん街がいのビルの屋おく上じように、ちらりと、変な人が見えた──たったそれだけで、あそこまで取り乱すなんてどうかしている。


　虫の知らせ？　そんなもの、あてになるわけがない。


（そうよ……）


　宗介に電話がつながらない。だが、それがなんだというのだ。今までだって、似にたようなものだったではないか。ふらりと学校から姿すがたを消けして、一日か二日、帰ってこない。長いときは三日か四日くらい。そして必かならず、帰ってくる。連れん絡らくが取れないのもいつものことだ。


　しかし──


『おかけになった番号は、現げん在ざい、使われておりません』


　これは、今までなかった。こういう返へん事じが来るということは、宗介が電でん話わ会社に連れん絡らくして、自分の意い志しで契けい約やくを解かい除じよした、ということだ。利り用よう者しやが解除を告つげてから、電話会社が確かく認にんをとれば、一〇分とたたずにその回かい線せんは停てい止しされる。


　そもそも、このあいだのテストのときから、宗介とは海外にいても電話がつながるようになったはずではなかったのか？


（あのバカ……）


　心配ばかりあたしにかけて。今度会ったら、ビシッと言ってやろう。


　不安と苛いら立だちと、それをかき消す楽らつ観かんとがない交まぜになって、彼女の胸中は絶たえずもやもやとしていた。


　料理をする元気がなかったので、その晩ばんはレトルトのカレーを食べた。


　テレビをつけて、チャンネルを回す。民放のバラエティ番組が映うつった。最近人気のお笑い芸人のコンビが出ている。立場の弱い新人や素人しろうとを困らせ、こづき回して、それを指さして笑うだけの、クズみたいな内容だった。


　ゲーム機をつけて、やりかけのソフトをプレイする。多た国こく籍せき軍ぐんの最さい新しん鋭えいＡＳを操あやつり、テロリストの部隊を撃げき破はしていくアクションものだった。その手の男の子向けゲームなど、最近まではまったく関かん心しんがなかったが、宗介の普ふ段だんの仕事をすこしは知っておこう──そう思って買ったのだ。


　もっとも、買ってみてから、こんなゲームはなんの参さん考こうにもならないことを思い知った。当たり前のことだが、このゲームの制せい作さく者しやは実戦の緊きん迫ぱく、爆ばく音おんや熱ねつ風ぷうを知らない。あの、ぴんと張はりつめた空気も。恐きよう怖ふの先の、あの沸わき立つような熱ねつ狂きようも。不幸なことに、かなめはそれを知っている。


　つまらないので、そのゲームもすぐにやめた。


　気分が落ち着かなくて、なにをやっても集中できない。反面、なにもしないでいると、退たい屈くつで退屈でそわそわする。


　なぜ、自分はこんなに苛いらつくのだろう？


（キョーコに来てもらえば良かったな……）


　週に一度くらい、このマンションには恭きよう子こがお泊とまりにくる。たいていは恭子の方から『きょう、行っていい？』と言ってくるのが常つねだった。ひとり暮ぐらしは寂さびしいので、かなめはもちろん歓かん迎げいする。手て料りよう理りをふるまって、一いつ緒しよにテレビを見て、布ふ団とんを並ならべ、いろんなことを話す。音楽のこと、スポーツのこと、ドラマのこと、友達の噂うわさ話ばなし、学校の男子のこと、将しよう来らいのこと……。


　電話が鳴なった。


　時計を見ると、九時過すぎだった。ニューヨークなら、朝の七時だ。数日に一度は、通学前に国こく際さい電でん話わをかけてくる妹の顔を思い出して、かなめはやっと微ほほ笑えんだ。妹の声を聞けば、すこしは気分も落ち着くかもしれない。彼女は電話の子こ機きをとって、努つとめて明るい声で答えた。


「はい、千ち鳥どりでーす」


　応おう答とうを待ったが、返へん事じはなかった。静まりかえった受じゆ話わ器きの向こうで、小さなノイズが聞こえてくる。


「もしもし。……あやめ？」


『…………』


「あやめでしょ？」


『…………』


「…………だれ？」


　なにかがこすれる音がしたあと、電話が切れた。つー、つー、と空くう虚きよな電でん子し音おんが繰くり返される。拭ぬぐいようのない不ふ安あんに駆かられ、かなめはニューヨークに国際電話をかけた。


　通学前の妹が出て、『電話？　かけてないけど……』と怪け訝げんそうに答えた。


「そう……。なら、いいんだけど」


『どうかしたの？　お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？』


「ん？　別に。なんでもないから」


『お父さんと代かわろうか？』


「いい。やめて。……それじゃあね、行ってらっしゃい」


　努めて平へい静せいを装おそおって、かなめは電話を切った。


　変へんだ。


　落ち着かない。部屋の静けさが身にしみた。


　いたずら電話をされた経けい験けんは何度もある。赤の他人がＰＨＳにかけてきて、『いまなにしてるの？　これから遊ばない？』だのと、変なナンパをされたことも一度か二度。だが、それだけだ。よりによってこの晩ばん、このタイミングでいたずらの電話がかかってくることがあるだろうか？


　心細い。気き味みが悪い。だれかに見られているような気がする。


（ソースケ……）


　かなめはふたたび宗介のダイヤルをプッシュした。やはり応おう答とうなし。前と同じだ。


　電話では、だめだ。


　ほかの手しゆ段だんはないだろうか……そう考えてすぐ、宗介のマンションの通つう信しん機きの存そん在ざいに思い至いたった。


　そうだ。あの通信機だ。


　操そう作さ法ほうなど知らないが、いまの自分なら、どうにかなる。〈ミスリル〉が使っている衛星回線は、広く使われているスペクトラム拡かく散さん方ほう式しきの変へん調ちようプロセスに、独どく自じの量りよう子し暗あん号ごうを組み入れたものだ。〈トゥアハー・デ・ダナン〉での事件のときに、それらの詳くわしい方式や、使し用よう周しゆう波は帯たいはおおよそ把は握あくしている。実じつ際さいにいじってみれば、メリダ島を呼よび出すのはそう難むずかしくはないだろう。


　わけなくそう判はん断だんした自分の思し考こうの不ぶ気き味みさを、彼女は自じ覚かくしていなかった。


（よし……！）


　あの通信機を使おう。そうと決まれば話は早い。いますぐだ。


　かなめは着き古ふるしたブルゾンをひっかけて、キーホルダーをつかむと部屋を出た。一度も使ったことはないが、宗介の部屋の合あい鍵かぎは半年前から預あずかっている。『なにかあったときのため』と言われて、渡わたされたのだ。


　具体的なアクションを起こしたおかげか、いくらか気分も軽くなってきた。


　おばさんサンダルをペタペタいわせ、都と道どうを挟はさんだ反対側のマンションへ。五階の奥、五〇五号室。いつもと変わらない見知った風ふう景けい。


　扉とびらの前で、いちおうノックしてみた。予よ想そう通り、返事はない。


　ドアノブに合い鍵をさしこむ。


（まさかあのバカ、爆ばく弾だんとか仕し掛かけてないわよね？）


　まあ、いい。もし変な罠わなが仕し掛かけてあったら、あとで一〇倍返しだ。グーで殴なぐって、ケチョンケチョンにしてやるから。


　そんなことを考えながら、彼女は鍵を回し、ドアを開けた。


　罠はなかった。


　それだけではない。


　いつもは玄げん関かんに放ほう置ちしてある、何足かのコンバット・ブーツがなかった。靴くつ箱ばこの中に隠かくしてあるはずの、防ぼう弾だんベストとサブマシンガンもなかった。


　そばのスイッチを入れても、灯あかりがつかない。薄うす暗くらがりを手探りで進むようにして、リビング・ダイニングに入る。


　冷れい蔵ぞう庫こがなかった。テーブルがなかった。食器も、椅い子すも、テレビもなかった。弾だん薬やく箱ばこも、銃じゆう器き類るいも、さまざまな電でん子し機き器きも、ハンガーにかかった迷めい彩さい服ふくも、背はい囊のうやベルトや寝ね袋ぶくろも、壁かべにかかった昔むかしの戦友の写真も──


　なにもかも、なくなっていた。


　いや。板いた張ばりの床ゆかに、数枚のＣＤが置いてあった。つい先日、かなめが彼に貸かしたものだ。それだけが、彼女になにかを宣せん告こくするように、部屋の真ん中に積つんである。


　ブラインドを外され、がらんとしたガラス戸から、屋おく外がいの灯りが射さし込んでいる。青白くて、寒さむ々ざむとした光だった。


　からっぽの部屋にひとりぼっちで、彼女は何分も立ちつくしていた。







一〇月二〇日　二三三五時（西太平洋標ひよう準じゆん時じ）


メリダ島基き地ち　地下ドック










　Ｄ待たい機きに入ってからまもなく、〈トゥアハー・デ・ダナン〉に出しゆつ航こうの命めい令れいが下った。


　各かく種しゆ物ぶつ資しの積み込みや点てん検けんが急ピッチで行われ、修しゆう理りの終わっていない〈アーバレスト〉や黒いＭ９──通つう称しよう〈ファルケ〉までもが、格かく納のう庫こへと収しゆう納のうされた。宗介ら陸りく戦せん隊たいの戦せん闘とう員いんたちも、今回は最初から艦かんへの搭とう乗じようが命じられた。


　二か月前の事件からすっかり傷きずの癒いえた〈デ・ダナン〉の右う舷げん側がわに、二〇〇余よ名めいのクルーが整せい列れつする。


「みなさん」


　彼らの前に進み出て、テレサ・テスタロッサが言った。


「例によって任にん務むです。〈トゥアハー・デ・ダナン〉はこれより出しゆつ航こう。世界最高の速そく力りよくをもって、作戦海かい域いきへ直行します。目もく的てき地ちは出航後に知らせます。徹てつ夜や仕し事ごとになるでしょうけど、ミスをしないように気を付けてくださいね。では、お祈りを」


　勇いさましさのかけらもない訓くん辞じだったが、これがこの艦かんのスタイルなのだ。テッサは両手でマイクをおおい、穏おだやかな声で祈いのりの文もん句くを唱となえた。


「主しゆよ、われらが大いなる力よ。大海の底そこに届とどくその長き腕かいなをもちて、深き海をゆくわれらを支え守り給たまえ──」


　フルートの独どく奏そうを思わせる、可か憐れんで繊せん細さいな声だった。キリスト教徒は胸の前で手を組み、ほかの者たちも黙もく禱とうする。


「──夜も昼も、静けき深みにあるときも、波高き水上にあるときも、われらとともにおわし給え。主よ、われらが海の苦く難なんのただなかで、その御み名なを呼ぶときは、われらの声を聞きいれ給え……」


　余よ韻いんをもって祈りを終えると、彼女は告つげた。


「それでは、持ち場に付いてください」


「聞こえたな！　各かく先せん任にん、および水兵は持ち場に付け！」


　当とう直ちよく士し官かんが声を張はり上げると、クルーたちが一いつ斉せいに動き出し、小山のような〈トゥアハー・デ・ダナン〉へと乗り組んでいく。


　外部電でん源げんから供きよう給きゆうされた電力で、パラジウム・リアクターに火が入った。水面下の放ほう熱ねつ口こうが、かすかな吐と息いきをつく。繫けい留りゆう索さくと電力ケーブルが外される。艦を固こ定ていしていた油ゆ圧あつ式しきのロックボルトが、ゆっくりと回かい転てんしながら離はなれていく。あらゆるハッチがうなりをあげて閉じていき、広大な地下ドックに出航を知らせるサイレンが鳴り響ひびいた。


　地下ドックの正面を閉とざしていた、巨きよ大だいなゲートのシャッターが、轟ごう音おんをたてて開かい放ほうされていく。ビルが一つ、まるまる動いていくような光こう景けいだ。開放されたゲートの先に、無数の鉄てつ骨こつで補ほ強きようされた巨大な洞どう穴けつがあった。数百メートルほど先の海へと続く、〈デ・ダナン〉の地下の通り道だ。洞穴内に満ちた海水が、さざ波をたてて水すい銀ぎん灯とうの光を反はん射しやしていた。


　副ふく長ちようを従したがえ、きびきびとした足取りで、テッサが艦内の中央発はつ令れい所じよに入った。


「ごくろうさま。指し揮きは私に」


「アイ・マム。これより艦長が指揮をとる！」


　当直士官が宣せん言げんした。


　座ざ席せきには座すわらず、テッサは正面スクリーンの表示を見守った。インターコムで各部ぶ署しよが最終点てん検けんの結果を知らせてきた。すべて問題なし。画が面めんの表示も一いつ致ちしている。


　マデューカスが、小さくうなずいた。


「確かく認にんしました、艦かん長ちよう」


「では出しゆつ航こうします。通つう常じよう推すい進しん。前進三分の一」


「アイ・アイ・マム。通常推進、前進三分の一！」


　すべるような前進。数万トンの船体が秘ひめる莫ばく大だいな力を匂におわせもしない、静かで穏おだやかな出航だった。







一〇月二一日　一二四〇時（日本標ひよう準じゆん時じ）


東京都　調ちよう布ふ市　陣じん代だい高校










　女子トイレの鏡かがみに、すっかり憔しよう悴すいした女の顔が映うつっている。


　充じゆう血けつした目の下には隈くまができ、黒くろ髪かみはほつれたままで、肌はだにも張はりがない。顔色は青白く、唇くちびるはがさがさ。


　生活に疲つかれた三〇過すぎの女が、高校の制服を着ているみたいだった。


（ひどい顔……）


　きのうから、ろくに眠ねむっていない。夜は壁かべを背せにしてうずくまり、小さな物もの音おとがするだけで、びくりと肩かたを震ふるわせた。部屋の静けさに我が慢まんできず、テレビを付けっぱなしにしていた。深夜のニュースで香ホン港コン市民の避ひ難なんがどうのとか報ほうじられていたが、興きよう味みがないのでチャンネルを変えて、アメリカ製せい品ひんの通つう販はん番組を見ていた。


　きょうの商品は革かく命めい的てきなダイエット器き具ぐ、『フィットＸ』。一見ただの椅い子すみたいだけど、一日たった二〇分の使用で、美しく健けん康こうな体を維い持じできるのだ。『このフィットＸは最高さ！　なにしろこれ一つで、一二種類もの運動ができるんだからね。おかげで一年ぶりに会った友達のジョンから、〝ワオ！　君は本当にあのダニーかい？　信じられない。見み違ちがえたな！〟なんて言われちゃったよ。フィットＸに感かん謝しやしなきゃ』と、コンピュータ技ぎ師しのダニエルさんは語る。フィットＸ。フィットＸ。フィットＸをお求めの方は、いますぐこちらにお電話を！


　そうして、かなめはダニエルさんたちの笑顔と共に夜明けを迎むかえたのだった。


「ダイエットかぁ……」


　鏡をにらみ、ひとりごちる。そんな器具に頼たよらなくても、自分は遠からぬ将しよう来らいに激げきヤセするかもしれないな、と思った。





　クラスメートは、彼女の異い変へんに気付いているようだった。恭子などは本気の心配顔で、『病院に行った方がいい』と勧すすめてきた。仕し方かたがないので、かなめはみんなに『ただの風か邪ぜだ』と言っておいた。事じ情じようを説明して助けを求めようかとも思ったが、できなかった。


　まさか、うち明けられるわけもない。


　宗そう介すけはもう帰ってこないかもしれない。みんなが知っている戦争ボケのあいつが、実は現げん役えきバリバリのエリート戦士で、しかもこの学校に来た本当の目的は、この自分を護ご衛えいすることだった。そして修学旅行の大事件にみんなが巻き込まれたのは、ほかならぬ自分に原げん因いんがあったのだ──などと。


　言えるわけがない。とてもそんな勇気はなかった。


　校内放送のチャイムが鳴なった。担たん任にんの神楽かぐら坂ざか恵え里りの声が、自分の名前を呼んでいた。


『──鳥かなめさん。職しよく員いん室しつまで来てください。繰くり返します。二年四組の千ち鳥どりかなめさん、至し急きゆう職員室まで来てください』


　無む視ししようかとも思ったが、考え直した。ここで鏡かがみとにらめっこしていても、気分が悪くなるばかりだ。


　かなめはとぼとぼと、職員室へ向かった。





「……大だい丈じよう夫ぶ？」


　かなめの顔を見るなり、恵里はまずそう言った。


「ええ。寝ね不ぶ足そくなだけですから」


「そう。ダメよ？　いくらひとり暮ぐらしだからって、夜よ更ふかしばっかりしてちゃ」


「そうですね。ははは……」


「でね、用件なんだけど……」


　恵里は机つくえの引き出しから、開かい封ふう済ずみの封ふう筒とうを取り出した。宛あて名なは陣代高校。見み覚おぼえのある不ぶ器き用ような字だった。


「相良さがらくんから、事じ務む室しつの方へ送られてきたらしいの。その……驚おどろかないで聞いてね」


　声を潜ひそめて、彼女は言った。


「中に、退たい学がく届とどけが入ってたのよ」


「…………」


「最近、休みが多かったのは確たしかだけど……いきなり、相そう談だんもなく退学だなんて。電話もつながらないし……。わたし、どうしたらいいのか困ってしまって……。こないだの車のこととか無む断だん欠けつ席せきのこととかで、厳きびしく説せつ教きようしたばかりなものだから……ひょっとしたら……いえ、もっと複ふく雑ざつな事じ情じようがあるのかもしれないけど──」


　当とう惑わくもあらわな恵里の言葉を、かなめはほとんど聞いていなかった。


　驚おどろきはなかった。『ああ、やっぱりな……』とだけ思った。


　涙なみだも出てこない。見み捨すてられたことへの悲ひ嘆たんや、あっけない終わりへの怒いかりや、思い出がもたらす感かん興きようも湧わいてこない。なにも感じることなく、彼女はただその場に棒ぼう立だちして、呆ほうけたように、机上のくたびれた封ふう筒とうを眺ながめていた。


「──それで……千鳥さん。千鳥さん？」


「はい」


「なにか心当たりはない？」


　マンガとかだったら、ここいらで『わけは話せないけど、あたしは信じてます。ソースケはきっと帰ってくる！』とでも叫さけぶ場面なんだろうな、と他ひ人と事ごとのように思った。だが哀かなしいかな、彼女は複雑な生なま身みの存そん在ざいであり──なんの逡しゆん巡じゆんもなく、そうした盲もう信しんができるほど単たん純じゆんな人間ではなかった。


「心当たりはありません」


「でも──」


「知らないんです」


　抑よく揚ようのない声で答えたかなめを、恵里は不ふ審しんの目で見上げた。


「また喧けん嘩かでもしてるの？」


「いいえ」


「…………。明日までに連れん絡らくがとれないと、この退たい学がく届とどけ、校長先生に受じゆ理りしてもらわなきゃならないのよ……？」


「じゃあ、退学ってことですか」


　恵里はなにもいわなかった。


　その沈ちん黙もくを、かなめは肯こう定ていと受け取った。


「そうですか。それじゃ……」


　かなめは生せい気きのない動どう作さで回れ右して、職員室を出ていった。


　あきらめよう。彼はただのまぼろしだったのだ。『君を守る』だなんて、噓うそだった。現げん実じつなんて、そんなものだ。


　彼は消えてしまった。彼の存在に付ふ随ずいする、さまざまな人々も。


　もうだれも頼たよれない。このまま、見えない影かげにおびえて毎日を過すごさなければならないのだろうか？　自分を狙ねらっている連中は、容よう赦しやしてくれないだろう。スパイだとか、テロリストだとか、秘ひ密みつ結けつ社しやだとか。そういうやつらだ。


　いや。


　対たい策さくを考えなければならない。自分ひとりで。恭子は絶ぜつ対たいに巻き込めない。


　思い出せ。


　あたしは──塔とうのてっぺんに閉じこめられて、毎日ため息をつくだけのヒロインだったか？　白馬の王子さまや、勇いさましい騎き士し団だんがいなくなってしまったからといって、めそめそ泣くだけのお姫ひめ様さまだったか？


　断だんじてちがう。


　行こう動どうするのだ。だからあたしは、千鳥かなめなのだ。


　細さい胞ぼうの中のなにか──〈ウィスパード〉がどうとかいったものよりも、もっと原げん始し的てきで強いなにかが、彼女を強く衝つき動かそうとしていた。


　まずは情じよう報ほうだ。自分の周しゆう囲いで、なにが起きているのか把は握あくしなければ。







一〇月二一日　一九四六時（西太平洋標ひよう準じゆん時じ）


西太平洋　フィリピン近きん海かい　〈トゥアハー・デ・ダナン〉










〈トゥアハー・デ・ダナン〉への乗じよう艦かんを命じられたため、宗介たちのトレーニングとミーティングは艦かん内ないで行われた。


　ＳＲＴの隊員を集めたミーティングは、高度で専門的な内容だった。Ｍ９のデータリンク機き能のうを応用した小隊戦せん術じゆつや、限げん界かい性せい能のうでの三次元機き動どう、複ふく雑ざつで有ゆう機き的てきな連れん携けいプレー。どれもが、あの『ヴェノム』を意い識しきした内容だった。


　さらに技ぎ術じゆつ士し官かんのレミング少しよう尉いが、いまのところ唯ゆい一いつ考えられているヴェノムの弱点を、難なん解かいな用語とたくさんの図ず表ひようを使って、えんえんと説明した。


「──Ｌラムダ・Ｄドライバの問題には……そうした工学的な要よう素そのほかに、生せい理り学がく的てきな根こん拠きよもあります。ＬＤの機能は、搭乗者の精せい神しん状じよう態たいに大きく左右されるのです。この装そう置ちの駆く動どう時、搭乗者からは非ひ常じように珍めずらしい脳のう波はが検けん出しゆつされていまして──これです。この三〇～五〇Hzの速そく波はをガンマ波と呼びます。この脳波の強度がある一定のレベルを越こえた時のみ、ＬＤはあの斥せき力りよく場ばを展開させることができるようで──このデータをご覧ください。これまでの研究では、強度のガンマ波を本人が意い図と的てきに、しかも継続して発生させることは困こん難なんと言われています。最近まで、その存そん在ざいすら疑うたがわれていたくらいでして……。ごく限かぎられた化学プラントでのみ合ごう成せい可か能のうな『Ｔｉ９７０系』という薬物を投とう与よすることによって、人工的に似にた反はん応のうを引き出す手法がありますが──これは被ひ験けん者しやの情動や人じん格かくに様々な悪あく影えい響きようを与えることで知られています。記き憶おく障しよう害がい、分ぶん裂れつ症しよう気質、幻げん視し、幻げん聴ちよう、被ひ害がい妄もう想そう、はげしい躁そう鬱うつ……そうしたあれこれです。短期的には偏へん頭ず痛つうや視し力りよくの低下、平へい衡こう感覚の喪そう失しつなどが挙あげられており──」


　クルツを筆ひつ頭とうに、うんざりした何人かのＳＲＴ要員が、異い口く同どう音おんにこうたずねた。


『つまり？』


「ＬＤを長時間に渡って使用することは、たぶん無む理りだろう、ということです。あの〈ベヘモス〉のような例外を除のぞけば」


『だったら最初にそう言えってば……』


　その後、クルーゾーがミーティングの終わりを告げ、装備のチェックをしてから休養をとるよう、一同に命じた。





　クルツたちと銃じゆう器き類るいの点てん検けんをしてから、宗介は一人で艦内の格かく納のう庫こに向かった。


　格納庫の一角、ＡＳ用の駐ちゆう機きスペースに、修しゆう理りを終えたばかりの〈アーバレスト〉がひざまずいていた。いまは騒そう音おん規き制せい中で、整せい備び作業は行われていない。


〈アーバレスト〉の周囲には、ポールとロープが四角く巡めぐらしてあり、『立入禁止』の札ふだがぶら下がっていた。


　以い前ぜん、順スン安アン事件で使用される前までは、この機体は格納庫の一角にコンテナ入りで搬はん入にゆうされていた。宗介もそのコンテナの中身は知らされておらず、中にＡＳが入っていることさえ想そう像ぞうしていなかった。


　立入禁止のロープをまたいで、〈アーバレスト〉に近づく。


　つや消し白の、なめらかな装そう甲こう。触さわるとすこしざらざらしている。こうして撫なでてみたところで、なんの愛あい着ちやくも感じなかった。


「…………」


　装甲に足をかけ、ひょいひょいと胴どう体たいをよじ登る。ハッチを開け、コックピットにすべりこむ。


　宗介は予よ備び電でん源げんで機体の制せい御ぎよシステムを起き動どうさせた。ディスプレイに灯あかりがともる。スティックを握にぎり、親指のポインティング・ディバイスを操そう作さして、各種モードを選せん択たくしていく。


　操そう縦じゆうモード──テスト用。全ヴェトロニクス──休きゆう眠みん。各種センサ──休眠。


　機体設せつ定てい画が面めん。メイン・メニュー。『人工知ち能のう』を選せん択たく。人工知能設定画面。『教育』を選せん択たく。教育設定画面。『その他』を選択。その他の設定画面。『会話／自由』に変へん更こう。実行。


　左スティックの音声入力スイッチを押おし込む。


「アル」


　すこしのタイムラグのあと、低い男の声が答えた。


《チェック。ＳＧＴサージエントサガラと確かく認にん。……はい、軍ぐん曹そう殿どの》


　沈ちん黙もく。


　ＡＩの〝アル〟は、必要なこと以外はなにも言わない。こういう状じよう態たいでは、こちらが黙だまっていればいつまでもこのままだ。宗介にも、これといって話すことがあるわけではなかった。ただ、こうしてみただけだ。


　機体のＡＩと話してみたところで、自分の中のわだかまりが解かい消しようするとは思えない。だが待たい機き室しつでじっとしているのは、気が進まなかったのだ。かなめに手紙でも書こうかとも思ったが、なにを書いたらいいのかわからなかった。クルツたちと話すのも億おつ劫くうだった。


　どこに行っても居い心ごこ地ちが悪い。


　だから、あえてここに来てみた。いちばん居心地の悪い、このコックピットに。


「……調ちよう子しはどうだ」


　とりあえず、そう言ってみた。


《本日一七三〇時に行われたチェックでは良好でした。チェック実行者はサックス中尉、整せい備び記録番号は９８１０２１─０１Ｂ─Ｆ─００１です。この記録を閲えつ覧らんしますか？　あるいは再チェックを行いますか？》


　戦せん闘とう中ちゆうではないので、いろいろと詳くわしいことまで言ってくる。黙だまっていると、アルはさらに続けた。


《──機き体たいの再チェックを行う場合は、現げん在ざいの設定を変更する必要があります。教育モードを終しゆう了りようし、外がい部ぶ電でん源げんを接せつ続ぞく後ご、任にん意いのチェック・リストを実行してください。追つい加か事じ項こう。本機は一七三〇時のトータル・チェックより、一切のミッションに従じゆう事じしておらず、また一切のメンテナンスも受けていません》


「おまえを起こしたのは、ただの俺おれの気まぐれだ」


《教育メッセージ。『気まぐれ』という言葉の意味を説明してください》


「自分で推すい測そくしてみろ」


《了りよう解かい。終了。推測結果をお知らせしますか？》


「言って見ろ」


《『気まぐれ』の意味。最有力候こう補ほ──『慎しん重ちよう』あるいは『疑ぎ義ぎ』に類るいする概がい念ねん。第二候補──『熱ねつ意い』あるいは『勤きん勉べん』に類する概念。第三候補──『無む秩ちつ序じよ』あるいは『不ふ規き則そく』に類する概念》


　ディスプレイに、第四候補以降の推測がずらりと表示される。『怠たい惰だ』『危き機き』『野や心しん』『遊び』……。


「『遊び』がわかるのか？」


《肯こう定てい。それが『気まぐれ』の概がい念ねんでしょうか？》


「『遊び』と『不規則』が近い」


《了りよう解かい。ご協力に感かん謝しやします》


「『遊び』の意味を言ってみろ」


　ただの興味から、宗介はたずねてみた。


《『遊び』は戦せん術じゆつ的てきに無む意い味みな行動ですが、戦せん略りやく的には有ゆう益えきな行動とされています。食事や睡すい眠みんのように不ふ可か欠けつなものではありませんが、それに次つぐ重要な要よう素そです。この行動を通じて、人間は人間特とく有ゆうの柔じゆう軟なん性せいや発はつ想そう力りよく、生命的活力などを維い持じするのです。これらは個々人の任にん務む処しよ理り能力に深く関かかわります。遊びの例としては、歌やダンス、ポーカーや囲い碁ごなどが挙あげられます。また『遊び』に似にた言葉としては、『ホビー』『ジョーク』『恋れん愛あい』などが挙げられます》


　こんな返事をするＡＩははじめてだった。以前に宗介が乗っていたＭ９のＡＩは、決してこんな回答はしない。当たり前だ。ただの兵器の制せい御ぎよシステムが、遊びのことなど知っていても意味がない。記き憶おく素そ子しの無む駄だ遣づかいだ。


「だれがそんなことを教えた？」


《バニ・モラウタ主しゆ任にんです、軍ぐん曹そう殿どの》


　その名前には覚えがあった。〈アーバレスト〉が完成する前に死んだ人物だ。


「おまえを作った技ぎ術じゆつ者しやだな？」


《肯こう定てい。私ヽを含ふくめたＡＲＸシステムの開発責任者でした》


　アルが『私』という言葉を使うのは、便べん宜ぎ上じようのことだ。ＡＩに自じ我がはない。


「そのバニ・モラウタについて、知っていることを言え」


《バニ・モラウタ。男性。〈ミスリル〉研究部所しよ属ぞく。認にん識しき番号Ｆ─６６０１。階かい級きゆうは大たい尉い待たい遇ぐう。給きゆう与よグレードはＭＪ─３。システムＡＲＸ─７の開発責任者。年ねん齢れい、推すい定てい一六歳。身長、推定一六六センチ。追つい加か情報。カリフォルニア大学、ジオトロン・エレクトロニクス社に在ざい籍せき経けい験けんあり。コペンハーゲンに滞たい在ざい経験あり。趣しゆ味みは囲碁とピアノ。好きな歌手はジョン・レノン。好きなものは平和とアルとテレサ・テスタロッサ。本年二月一六日付けで登とう録ろくを抹まつ消しよう》


　テッサの名前が出てきたことにすこし驚おどろきながらも、宗介はさらにたずねた。


「彼の死し因いんは？」


《不ふ明めい。そうした情報は入力さ──》


　雑ざつ音おん。アルの声が途と切ぎれ、画面がブラックアウトする。


　スティックを操そう作さしても反はん応のうがなかった。予よ備び電でん源げんが切れたのかと思ったが、スクリーンの下のランプは緑のままだ。


「アル？」


　沈ちん黙もく。一秒。二秒。三秒。なんの前まえ触ぶれもなく、画面が回復した。


《チェック。ＳＧＴサガラと確認。──教育メッセージ。彼は死亡したのですか？》


　妙みような反はん応のうだった。ほかの設定は教育モードの自由会話のままなのに、なぜこちらの声せい紋もんチェックだけを再さい試し行こうするのか……？


「そう聞いている。……『教育メッセージ』といちいち断ことわるのはやめろ」


《了りよう解かい。彼が死亡したという情じよう報ほう源げんを教えてください》


「レミング少尉から聞いた」


《彼の死因を教えてください》


　やはり妙だった。


「…………。俺おれが知っていると思うか？」


《失礼しました。あなたはその情報を持っていないと推測します》


「気になるのか？」


《それは『彼の死に関かん心しんがあるのか？』という質問でしょうか？》


「そうだ」


《肯こう定ていです。戦せん術じゆつ状じよう況きようから計画状況まで、すべての面において総そう合ごう的てきな関心があります。バニ・モラウタなくして、ＡＲＸシステムの完成は困こん難なんです》


「自分が未完成だと認みとめるわけだな」


《肯定です。そしてそれは、あなたにも原因があります》


　機械相手に腹は立たなかったが、この答えには驚おどろいた。


「……なんだと？」


《ＡＲＸ─７は、あなたを含ふくめて一個のシステムです。あなたの協力なくして、ＡＲＸシステムは完成しません。あなたの問題を教えてください。回答いただければ、私からなんらかの助じよ言げんを行えるかもしれませんが》


　とても機械の言うことには思えなかった。だれかがアルを遠えん隔かく操そう作さして、わざとこんなことを言わせているのではないかと、宗介は本気で疑うたがった。


「俺は問題など抱かかえていない」


《そうは思えません》


「なぜだ」


《私の〝直ちよつ感かん〟です》


　その言葉を聞いて、急にばかばかしい気分になった。だれの悪戯いたずらだか知らないが、機械に『直感』などと言わせるとは。クルーゾーか、レミングか。それはわからなかったが、こちらのことをよほどの間ま抜ぬけだと思っているようだ。


「ではその直ヽ感ヽに言ってやれ。小こ細ざい工くはいい加か減げんにしてくれ、とな」


《あなたの命令はナンセンスです。〝直感〟は制せい御ぎよや説せつ得とくの対たい象しようではありません。精せい神しんの深しん奥おうからあふれ出すものです》


「おまえの物もの言いいこそナンセンスだ」


　そう告げて、教育画面を終しゆう了りようさせようとした。自由会話モードにカーソルを合わせて、オフにしようとするが──できなかった。反はん応のうしない。


「…………？」


《申もうし訳わけありませんが軍曹殿、その項こう目もくは今後変へん更こうできません》


「なにを言っている」


　すこしの間まをおいてから、アルは言った。


《バニの伝でん言ごんをお伝えします。ご傾けい注ちゆうを。……〝フラグが立った。これは僕個人にとっては最悪のケースだ。なにしろこの場合、僕は死んでいるか、廃はい人じんになっているかだろうから。僕はその時のために、この仕し掛かけを残しておくことにする。まだ見ぬアルの主人マスターよ。彼はもはや普ふ通つうのＡＩではない。ラムダ・ドライバと共きよう生せいする一個の存在だ。まだよちよち歩きの子供だが、喜びや悲しみを学ぶことさえできる。パートナーとして信しん頼らいしてやってくれ〟》


「な……」


《〝おそらく、状じよう況きようは君の意い志しとは無関係に動こうとするだろう。君もそのことに苛いら立だっているはずだ。だが君は無力ではない。〈アーバレスト〉は一つの可か能のう性せいだ。もちろんなにもできないまま、この最強の機き体たいがただの屑くず鉄てつになって終わりということも大いにありうる。それは君次し第だいだ。心のままに自分を表現したまえ。願わくば君に、守るべき大切な人々があらんことを〟……以上です》


　フラグが立った？　仕掛け？　アルが普通のＡＩではない？


　そして──この欠けつ陥かん機きが『最強』だと？　いつもいつも、一機を相手に散さん々ざん苦く戦せんして、辛からくも勝ちを拾ひろっているこの機体が？


「馬ば鹿かな……」


《それは私のことでしょうか。それともあなたでしょうか》


「からかっているのなら、やめろ。俺はこれ以上──」


「ソースケ!?　いる！」


　コックピットの外から、マオの声がした。


　宗介はアルとの会話を打ち切り、ハッチから身を乗り出した。〈アーバレスト〉の足下から、マオがこちらを見上げていた。


「なんだ」


「少しよう佐さがお呼びよ。任にん務むだって」







一〇月二一日　一八二〇時（日本標ひよう準じゆん時じ）


東京










　夕方のうちに帰き宅たくすると、かなめは私服や洗面セットなどをボストンバッグに詰つめ込み、制せい服ふく姿すがたのまま外出した。自分のこのマンションで、一人で夜を明かすのはもう耐たえられそうになかった。


　駅への道を歩いていると、だれかに監かん視しされているような気もしたが、同時に考えすぎの気もした。


　いや、考えすぎのはずはない。


　絶ぜつ対たいに、自分は見み張はられているはずなのだ。以前にテッサの言っていた『影かげの護ご衛えい』か、もしくはあのガウルンみたいな悪あく党とうか──どちらでもいい。いずれにせよ、自分はどちらも信用してない。とにかく、その存そん在ざいこそがかなめにとっては重じゆう要ようだった。自分に張はり付いてる何者かこそが、唯ゆい一いつの情じよう報ほう源げんでもあることに変わりはないのだ。


　歩いて、いきなり振ふり返ってみる。そういう動どう作さを何度か試ためしたが、まったく無む意い味みだった。まさか、電でん柱ちゆうの陰かげにトレンチ・コートを着た不ふ審しん人物がたたずんでいるわけもない。相手はドラマのヘボ探たん偵ていではなく、プロなのだ。


　どこに行こうか、じっくり考えた。


　人ひと里ざと離はなれた山の中などはどうだろうか？　奥おく多た摩まのあたりなら電車で二時間だ。いや、山奥はだめだ。相手を見つけることはできるかもしれないが、同時に尾び行こうをまいたり裏をかくことも難むずかしくなる。


　それにもし、自分をつけ回している奴やつが本当の悪者だとしたら……？


　やっぱり山奥はまずい。いざというとき助けも呼べないし、目もく撃げき者しやもいない。いくらなんでも、危き険けんすぎる。


　にぎやかな場所がいい。ついでに自宅や学校近辺から離はなれた場所。普ふ段だんはあまり行かない場所。襲おそったり拉ら致ちったりもやりにくいはずだし、自分の後を尾つけるのには苦労することだろう。


　とりあえず、かなめは渋しぶ谷やに向かうことにした。


　京けい王おう線せんの明めい大だい前まえ駅えきで、渋谷行きの井いのか頭しら線に乗り換かえるときは、ドアが閉しまる直前に電車から飛び降おりた。以前に、宗介を相手に使った手だ。しかし、あわてて降りたような不審者は見えなかった。たくさんの乗客たちが、井の頭線のホームへとぞろぞろ歩いているだけだ。


　まったく気け配はいなし。ついつい、自分のやっていることが馬ば鹿かげていると思ってしまう。まるでスパイごっこをやっている子供みたいだ。


（馬ば鹿かげてない。馬鹿げてない……）


　井の頭線に乗って渋谷に行った。すでに日は沈しずんでいたが、街まちは人波であふれていた。


　マクドナルドで腹ごしらえをした。アクセサリー屋とブティックを冷やかした。ＣＤ屋と本屋をうろつき、東とう急きゆうハンズをぶらつき、ゲームセンターに行った。どこに行くにしても、必ず周しゆう囲いにあやしい人物がいないか注意を払はらったが、成せい果かはなかった。


　店の外で張はり込んでるのかもしれない。


　そう考えて、かなめはゲームセンターの店員に『ヘンなオヤジに付きまとわれてる』と説明して、店の裏口を使わせてもらった。薄うす暗ぐらい路ろ地じに出て、ぐるりと遠回り。すこし離はなれたブティックの横に出る。そそくさとブティックの二階店てん舗ぽにあがり、見晴らしのいい窓から、さっきのゲームセンターの付近を観かん察さつした。


　それらしい人物は見当たらない。それに、人通りが多すぎる。五分以上、注意深く見張っていても、まったく無む駄だだった。


（だめか……）


　こういうとき、宗介だったらどうするだろう？


　見当も付かなかった。ときおり彼は、素人しろうとの目からは魔ま法ほうのようにしか見えない技ぎ術じゆつで、敵てきや追つい跡せき者しや、さまざまな危き険けんを見み抜ぬく。もちろん、はずれも多い。いつものドタバタの火ひ種だねだ。とはいえ、同時に彼が、本物の危険を見み逃のがしたことは一度もなかった。


　嗅きゆう覚かく、というべきか。


　そういうセンスが、自分には決けつ定てい的てきに欠けていることを彼女は痛つう感かんした。


　わからないのだ。実感が伴ともなわない。ここまで用よう心じん深く行こう動どうしてみたのに、なんの形けい跡せきも感じ取れない。常じよう識しき的に考えれば、ここらで『やはり、自分を監かん視ししている人間などいない』と判はん断だんする潮しお時どきかもしれない。


　だが、自分という存在にはなんらかの利用価か値ちがある。それは間ま違ちがいないのだ。


　この現実だけは、どうあっても翻ひるがえしようがなかった。


　見られているはずなのだ。尾つけられているはずなのだ。だというのに……。


　店内にもの悲しいメロディが流れた。ドボルザークの『新世界』の一いつ節せつ。遠き山に日は落ちて、というあの曲だ。どうやら閉店らしい。時計を見ると、もう九時だった。


　ブティックを出る。これといった決けつ定てい打だもつかめないまま、彼女は街まちの中をさまよい歩いた。酔よっぱらいの集団が目に付く。シャッターを閉める店が増ふえてきた。


　街が静まりかえるのは、まだずっと先だろう。だが彼女はどこに行ったらいいのかわからずに、途と方ほうにくれた。


　人がまばらになりはじめたハチ公前で、バッグを抱かかえてしゃがみ込む。


　ため息が出た。昼間、どうにかしようと決心したばかりだったが、さっそく行き詰づまってしまった。


　考えてみれば、素人しろうとの自分がプロの追つい跡せき者しやの裏をかけるわけがない。ゲームセンターの裏口から出たときも、実のところ相手にはお見通しだったのかもしれない。


（いや……でも、おかしいわよね？）


　いくらなんでも、そこまで確かく実じつにこちらの動きを見み抜ぬけるものだろうか？　超ちよう能のう力りよく者しやじゃあるまいし。なにか種たねか仕し掛かけがあるのでは……？


（……発はつ信しん器きとか？）


　以前に宗介たちから渡わたされた、発信器付きのネックレスはもう持っていない。部屋に置き去りにしてある。だが、それ以外のなにかが、自分の身に仕掛けてあるとしたら……？　こちらが気付かないほど超ちよう小こ型がたの装そう置ちを、巧こう妙みような手しゆ段だんで取り付けられていたら……？


　ありうる話だ。もしそうだとしたら、どうあがいても相手の裏をかくことはできないだろう。せいぜい数百メートルの送信範はん囲いでいいのなら、さらに小さく、さらに発見が難むずかしい発信器が作れるはずだ。


　鞄かばんだろうか？　小こ物もの入いれか？　アクセサリーか？


　衣い類るいか？　財さい布ふか？　腕うで時計か？


　そもそも、簡かん単たんに発見できるようなものなのだろうか？


　仮かりにそうした発信器が仕込まれているとして、それをうまく逆さか手てにとってやる手しゆ段だんはあるだろうか……？


（考えろ……考えろ……）


　思考。いまの自分にとっては、これだけが役に立つ武ぶ器きだ。


　ハチ公前に冷たい風が吹ふき、彼女の髪かみを揺ゆらした。もうすぐ一一月だ。天気予報では、今夜は一二月上じよう旬じゆん並なみに冷え込む上に、雨が降ると言っていた。制せい服ふく姿すがたのままだと、さすがに肌はだ寒ざむい。


　そのとき、彼女に声をかける者がいた。


「ねえ、君、ひとり？」


　見上げると、サラリーマン風ふうの男が立っていた。歳としは三〇代くらい。ネクタイをゆるめて、すこし赤らんだ顔に愛あい想そ笑わらいを浮うかべている。


「だれか待ってるの？」


「いえ……」


　思し案あんに暮くれていたせいで、つい正直に答えてしまうと、男はたちまち猫ねこなで声で近寄ってきた。


「へー、そうなんだ。だったらさ、これからおいしいものでも食べにいかない？　おじさんがごちそうしてあげるからさ」


「お腹なか、すいてないから」


「そう言わずにさ。じゃあお酒とかは？　雰ふん囲い気きいいお店知ってるよ」


「お酒、飲まないし……」


「そうかー。でもなんか君、すごく寂さびしそうにみえてさ。放っておけなくて。お茶でもいいから、悩なやみ事とかあったら話してみない？　きっと気分が楽になると思うよ。大だい丈じよう夫ぶ、変なとこ連れてったりしないから」


　ウソつけ。どうせうまいこと言って酔よい潰つぶして、ろくでもないところ連れてって、なんかやらしいことしようと企たくらんでるのだ。そういう手合いから、これまで何度もナンパされた。こと断ことわり方にかけては、自分はベテランなのである。


　かなめは息を吸すい込んで、声を張はり上げた。


「あのねぇ……！　あたしいま、取り込み中──」


　そこまで言って、口をつぐむ。


　頭の中で電球が一つ、ぱっと灯ともったのだ。それは突とつ拍ぴよう子しもない考えで──だがそれだけに、相手も決して想そう像ぞうしないだろうことだった。


「ん、なに？」


　かなめは相手の男の顔をしげしげと見てから、こう言った。


「…………。おじさん。あたしとホテルいく？」







一〇月二一日　二一一四時（西太平洋標ひよう準じゆん時じ）


フィリピン近きん海かい　水すい面めん下か　〈トゥアハー・デ・ダナン〉










　がらんとした状況説明室に入ると、カリーニンとクルーゾーのほかに、ＰＲＴ（初しよ期き対たい応おう班はん）の兵士が一名いた。ウーという中国系の一いつ等とう兵へいだ。ＡＳの操そう縦じゆう資し格かくを持ち、Ｍ９の操縦訓くん練れんも一応は受けている。


　カリーニンたちは壁へき面めんのスクリーンの一部に表示された、ニュース番組を眺ながめていた。英国のＢＢＣだ。おそらく、数時間以内に傍ぼう受じゆしたものだろう。場所は香ホン港コン。港こう湾わん部ぶに面した公園のそばだ。オレンジ色の街がい灯とうの下で、白人のレポーターが早口で喋しやべっている。


『──依い然ぜんとして、所しよ属ぞく不ふ明めい機きの行方ゆくえに関する発表は、どちらの駐ちゆう留りゆう軍ぐんからも行われていません。この影えい響きようで市街地の商店や露ろ店てんは、軒のき並なみ商売を見合わせており、旺角ウオンゴ界かい隈わいは異い様ようなまでにひっそりと──』


　レポーターの背はい後ごには、暗い緑色の装そう甲こう車しやが停てい止ししており、さらにその向こう側にRk─92系けい列れつのＡＳが、股またから下だけ映っている。剣けん呑のんなその映像は、街まちの緊きん迫ぱくした空気をよく伝えていた。


「ヤンはどうした」


「すぐ来ます」


　マオが答えたところで、タンクトップ姿すがたにタオルをひっかけたヤンが、息を弾はずませ駆かけ込んできた。


「遅おそくなりました……！」


「そろったな。では始めるぞ」


　クルーゾーが一同に告つげた。どうやら、この場に集められた、たった四人の兵士にだけ用があるらしい。気付いてみると、マオもヤンもウーも、そして宗介も東洋系だった。


「……すでに知っていると思うが、香港に所しよ属ぞく不ふ明めいのＡＳが出しゆつ現げんした。この機き体たいは単たん独どくで破は壊かい活動を繰くり返し、現げん在ざいもなお、市し街がいのどこかに潜せん伏ぷくしていると思われる。北中国軍と南中国軍の双そう方ほうに被ひ害がいが出ており、分ぶん割かつ香港は一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう状態だ」


　分割香港。いまの香港は、しばしばそう呼ばれる。数年前に起きた中国の政せい変へんと、それに続く内戦の影えい響きようで、この都市は現在ふたつの勢せい力りよくの支し配はいを受けているのだ。


　大陸と地続きの九クー竜ロン半はん島とう側がわは、中ちゆう華か民みん主しゆ連れん合ごう──通つう称しよう『南中国』に。


　南の香港島は、人じん民みん解かい放ほう委い員いん会かい──通称『北中国』に。


　この両者は、現在もなお湖北省などで小こ競ぜり合いを続けているのだが、この香港に限っては、一いつ切さいの戦せん闘とう行こう為いを自じ粛しゆくする協きよう定ていが結ばれていた。東西ドイツ時代のベルリンによく似にた状じよう態たいだ。両軍はこの都市に多数の戦せん闘とう部ぶ隊たいを駐ちゆう留りゆうさせており、ライフルの弾たまが届とどくような近きん距きよ離りでにらみ合いを続けている。


「そのＡＳは、本当にたった一機だけなんですか？」


　濡ぬれた頭とう髪はつをタオルでごしごし拭ふきながら、ヤンが言った。


「判はん明めいしている限かぎりでは、一機だけだ。情報が錯さく綜そうしているので、断だん言げんはできないが」


「機き種しゆは？」


　マオがたずねると、クルーゾーがスクリーンの画面を切り替かえた。


　比ひ較かく的てき鮮せん明めいなその写真──たぶん民間人の撮さつ影えいだろう──を見て、マオが小さなうなり声をあげた。宗介も思わずうつむき、ため息をもらす。


「おいでなすったわけね……」


　その写真に写っていた機き体たいは、あの『ヴェノム』と同型のＡＳだった。マッシブな上半身に、とがった頭部。赤い一つ目と、ポニーテールを思わせる放ほう熱ねつ索さく。塗と装そうは灰はい色いろと暗い青で、直ちよく線せん的てきだが変にいびつな迷めい彩さいだった。


　場所は典てん型けい的な香港の商業地区。白い煙けむりがうっすらと立ちこめている。問題のＡＳは乱らん雑ざつに突つき出した無数の看かん板ばんの一つを左手でねじ曲げ、ブルパップ方式のアサルト・ライフルを画面の右に向かって構かまえていた。かなり近く、ほとんど足あし下もとから撮とったショットのようで、この直後の撮さつ影えい者しやの身が案じられるような構こう図ずだ。


「そのテロ屋の狙ねらいは？」


「不ふ明めいだ。犯はん行こう声せい明めいもない。強しいて挙あげれば、中国内戦の再さい燃ねんか、香港経済の破は壊かいだろう。あるいは──」


「あるいは？」


「われわれへの挑ちよう戦せん状じようかもしれん」


「…………」


　考えたくないことだが、十分ありうる話だった。これまでの事件を踏ふまえれば、この機き体たいを保ほ有ゆうする敵てき勢せい力りよくが、〈ミスリル〉と〈トゥアハー・デ・ダナン〉の存在を強く意い識しきしていることは明らかなのだ。


「この写真は九竜半島側の市し街がい地ち、油ヤウ麻マア地テイ付近で撮さつ影えいされたものだ。敵てつ機きは南中国軍の装そう甲こう車しや一輛を破壊したあと、発はつ煙えん弾だんを使用して姿すがたをくらました。二六時間前のことだ」


　続いて香港の拡かく大だいマップが投とう影えいされる。


「その後も『ヴェノム・タイプ』は八～一二時間おきに香港・九龍の各地に出しゆつ没ぼつし、無む差さ別べつな破壊工作を働いている。一〇機近くのＡＳが撃げき破はされ、死し傷しよう者しやも多数出ている模も様ようだ。両軍はこの機体を撃破することもできず、消しよう息そくや動向も把は握あくできないでいる。過か去この例からみれば、この機体も透とう明めい化か機き能のうを備そなえているだろうからな」


「中国軍の装そう備びじゃ発見できないのね……」


「彼らは先進型ＥＣＳについての情報を持ち合わせていない。敵が透明化して潜ひそんでいることなど、想像もしていないだろう」


「そのことを警けい告こくしたんですか？」


「していない。上じよう層そう部ぶの意向だ」


「なぜです」


「仮かりに助じよ言げんや技ぎ術じゆつ支し援えんの結果、どちらかの軍がこの敵機を発見できたとしても──どのみち彼らの装そう備びではヴェノム・タイプに対たい抗こうできないからだ。死人が増ふえるだけだろう。害がい虫ちゆう駆く除じよはわれわれが行う」


　カリーニンの挙あげた理由はもっともだったが、それとは別に、ひどく冷れい酷こくな論ろん理りが働いていることを、宗介は直ちよつ感かんした。南北中国軍に最さい新しん鋭えいＥＣＳの情報を教えれば、同じ装備を使っている〈ミスリル〉の手の内も明かすことになる。〈ミスリル〉の隠おん密みつ性せいは、透とう明めい化かが可能な最新鋭ＥＣＳに大きく依い存ぞんしているのだ。


「それで……？」


「たとえヴェノムでも、単独で二四時間以上フル稼か働どうはできない。戦せん闘とうの後には弾だん薬やくの補ほ給きゆうと簡かん単たんな整せい備びが必要になるはずだ。操そう縦じゆう者しやにも、ある程てい度どの休息は必要だろう。まずそのための潜せん伏ぷく先さきを割り出し、Ｍ９一個小隊でひそかに包ほう囲い、奇き襲しゆうし、制せい圧あつする。対たい抗こう策さくもないまま、真まっ向こうから立ち向かう義ぎ理りなどないからな。そのため諸しよ君くんに偵てい察さつを行ってもらう」


「偵察？」


「情報部の香港支局との共同作戦だ。必要なノウハウを提てい供きようし、敵てきのアジトを突つき止めろ。夜間の内に浮ふ上じようし、ヘリを出す。一足先に香港へ飛べ」


「ソースケもですか？」


　マオがたずねた。この場合なら、宗介はとりあえず艦かんに残って、〈アーバレスト〉と一いつ緒しよに待たい機きするのが普ふ通つうだと思ったのだろう。その質しつ問もんに対してクルーゾーがなにかを言おうとすると、その前にカリーニンが口を開いた。


「そうだ」


「…………」


「今回の件では〈アーバレスト〉は使わない方ほう針しんだ。そのためには──わかるな？　サガラ軍曹」


「了りよう解かいです」


　覇は気きに欠ける声で、宗介は答えた。







同どう時じ刻こく


東京　渋しぶ谷や円まる山やま町ちよう










「ここはどう？」


　道どう玄げん坂ざかのラブホテル街がいまで来ると、中年男が言った。さした指の先には、シックな色の外がい壁へきと、『空室』の電でん光こう板ばん。看かん板ばんには『ホテル・ディヴェルシオン』とあった。ご休きゆう憩けいが五五〇〇円～（二時間）。ご宿しゆく泊はくが九〇〇〇円～（平日）。


　先ほどからちらついてた雨が、次し第だいにぱたぱたと大おお粒つぶになってきている。もうすぐ本ほん格かく的てきに降ふってきそうだ。


　繁はん華か街がいから数百メートルも離はなれていないが、この付ふ近きんはひっそりと静まりかえっていた。すれ違ちがう通つう行こう人にんは、どれもカップルばかりだ（なぜかみんな、歩ほ幅はばが小さいか、もしくはやたらと早足で歩くかのどちらかだった）。一人歩きの人物はほとんどいない。相あい手てが単たん独どくか、もしくは男だけならば、これは相そう当とう目立つだろう。


「おおっ……。こりゃあ、いいわ」


　思わず拳こぶしがグーになる。


　その様よう子すを見た相手の中年男──カモイと名乗っていた──は、すこし怪け訝げんそうな顔をしながらも、気を取り直してかなめの肩かたに手をのばした。


「いい？　そうか、いいんだ。じゃあ入ろう。いいよね？　ね？」


「ちょっと待って」


　その手をするりとくぐりぬけ、ラブホテルの前をとことこ歩いて、外がい装そうをざっと観かん察さつする。周しゆう囲いを見回し、ほかの建たて物ものとの位い置ち関係もチェック。


「いいよ。入ろ」


「よーし。ミズキちゃん。おじさん、ハッスルしちゃうからな。ははは……」


　ミズキというのは、とっさに名乗った偽ぎ名めいである。すまぬ、瑞みず樹きよ……と、かなめは心の中でその友人に謝あやまった。


　一人ではしゃぐ男を捨て置いて、かなめは大おお股またでホテルの入り口をくぐった。安っぽい自動ドアがガタガタと動く。薄うす暗ぐらい照しよう明めい。普ふ通つうのホテルみたいな大きなロビーではなかった。天てん井じようは低く、通つう路ろは狭せまい。


　受付とおぼしき小さなコーナーの横に、変な電光板があった。学校の黒こく板ばんの半分くらいの大きさで、四〇ばかりの客室の写真が並ならんでいる。それぞれの写真の下には部屋番号と赤いランプとボタンがついていて、半分くらいが明るく点てん灯とうしていた。


（……なんだ、これ？）


　きょとんとして、その使い道に考えを巡めぐらせていると、カモイが追いついてきて言った。


「どの部屋にする？」


　ああ。つまり、このボタンで部屋を選えらぶわけか。写真の明かりが消えている部屋は、たぶん、「使用中」ということなのだろう。


（使用中……）


　ふと我われに返った。


　あたしは正しよう気きか？　なんて場所に来とるのだ。ちょっとまともじゃないぞ、これは。まだ遅おそくない、考え直せ。こんなラブホなんか出ていくんだ。いやいや。それでは進しん展てんがない。問題は道どう徳とくとか貞てい操そうとか、そういうのとは別べつ次じ元げんのことだ。あいつのよく使ってたあの言葉──そう、『安あん全ぜん保ほ障しよう問題』だ。そのために、これが突とつ破ぱ口こうになるかもしれないんだ。ビビるな。頭を使え。工く夫ふうしろ。


　短い葛かつ藤とう。かなめは自分の気持ちをなだめすかして、空き室の番号をチェックした。それからそばにあった防ぼう災さい用ようの館内見取り図で、じっくりとそのラブホテルの構こう造ぞうを吟ぎん味みした。部屋の位置。窓まどの位置。北はこっちだから……よし。


「二〇二号室」


「え？　もっといい部屋あるよ。そこ、狭せまいみたいだし──」


「じゃあ、帰る」


「あー、うそうそ。ごめんごめん。そこでいいから。ね？　ね？」


　なだめすかすようにカモイが言った。威い厳げんもなにもあったものではない。


　ボタンを押して、カードキーを取り、二階へ向かう。


　二〇二号室はエレベーターのすぐそばにあった。『その制服、どこの学校なの？』だの『リラックスしていいからね』だのと、どうでもいいことを話しかけてくる相手に生なま返へん事じをしながら、かなめは客室に入った。


（意い外がい。けっこうまともなんだ……）


　部屋に入って感じたのは、まずそれだった。


　照しよう明めいは明るく、調ちよう度ど類るいは新しく、隅すみ々ずみが清せい潔けつだ。大型の液えき晶しようテレビや、オーディオセットまである。ラブホテルというのは、もっとうらぶれた、いかがわしい感じの場所だと思っていたのだが。


　とはいえ、やはり一番目をひくのは、部屋の一角をでんと占しめる大きなダブルベッドだった。枕まくら元もとにはティッシュの箱はこと──ああ、やだやだ。


　まあいい。とにかくこのおじさんに、事じ情じようを説せつ明めいするとしよう。


「さて。それじゃあちょっと、お話が──」


　話を切り出そうと振ふり返ると、カモイが鼻息を荒あらくして迫せまってくるところだった。上うわ着ぎを脱ぬぎながらネクタイをはずし、のしのしと近寄ってくる。目つきが妙みように座すわっている。さっきとは、まったくの別べつ人じんだった。


「風ふ呂ろはあとでいい」


「あの？」


「かわいいよ、ミズキちゃん」


「それより話を──」


「怖こわがらなくていいからね」


「いや、ですから──」


「ああっ、女子高生の制服だぁ」


「ちょっとね、まず話を──」


「ミズキちゃんっ!!」


　ほとんどぶつかるような勢いきおいで、カモイががばっと抱だきついてきた。酒さけ臭くさい息で胸がつまりそうだった。津つ波なみのような力に、かなめはほとんど抵てい抗こうすることもできずに組み敷しかれる。普ふ通つうの娘むすめなら泣きわめいているところだろう。だがあいにく、かなめはちがった。彼女は銃じゆう弾だんや砲ほう弾だんが飛とび交かう中を、宗介とくぐり抜ぬけたことがある。冷れい酷こくなテロリストに銃口を突つきつけられたこともある。あの屈くつ強きようなジョン・ダニガン軍ぐん曹そうと、一対一で文字通りの死し闘とうを演えんじたこともある。


　それに比くらべて、この男のちっぽけさときたら。


「まったく……！」


　慌あわてず騒さわがず、あらかじめバッグからすぐ取り出せる位い置ちにしまっておいた、二ヽ〇ヽ万ヽボヽルヽトヽのスタンガンを右手でつかむ。安全スイッチを冷静に外して、端たん子しをカモイの脇わき腹ばらに的てき確かくに押おし当てると、これ以上はないほどの冷れい酷こく非ひ情じような意い志しをもって、撃げき発はつトリガーをぐいっと引いた。


「───っ!!」


　男はわずかの間痙けい攣れんしてから、ぐったりと動かなくなった。ひどく重たい身体が、ベッドに仰あお向むけにされたかなめの上にのしかかる。


　苦労して相手を押しのけ、肩かたで大きく息をしながら、彼女はつぶやいた。


「この場合、被ひ害がい者しやはどっちなのかしらね……？」





　数分ほどして呼こ吸きゆうが落ち着くと、かなめは行こう動どうを開始した。


　ボストンバッグを『ばっ』と開き、中をまさぐる。取り出したるは、アルミ合ごう金きん製せいの手て錠じようが二つ。催さい涙るいガスのスプレーと、超ちよう強きよう力りよくなフラッシュ・ライト。使い捨ての電でん気き銃じゆうも一いつ挺ちよう。女子高校生という基き準じゆんに照てらせば、古こ今こん異い例れいの重じゆう武ぶ装そうであった。


　これらは以い前ぜん、宗介に押しつけられたものの、これまでろくに顧かえりみもしなかった武器の数々だった。手錠は宗介からの押おう収しゆう品ひん。どれもきょうのきょうまで、引き出しの奥おくで埃ほこりをかぶっていた品だ。


　手錠をくわえて、失しつ神しんしたままのカモイの両足をつかみ、バスルームへと引きずっていく。成人男性のとんでもない重さに、さすがの彼女も何度かよろめいた。


　バスルームはびっくりするほど広くて立りつ派ぱだった。ジャグジー付きのバスタブは、大人二人がゆったりと入れるほどのサイズだ。


（あ……実じつ際さい、二人で入ったりするのか……）


　変に納なつ得とくしながら、バスタブのそばの金具に目を付ける。タオルかけのようにも見えたが、それにしては取り付け位い置ちが不ふ自し然ぜんだった。なにか、自分にはとうてい計はかり知れない使し用よう法ほうがあるのかもしれない。


　まあいい。頑がん丈じようそうだし。


　その金具と、カモイの足とを手て錠じようでつなぎ、何度か強きよう度どを確たしかめた。これでよし。バスルームの外には決して出られない。仮かりにカモイが大声で助けを求めたとしても、なにしろここはそういうホテルだ。防ぼう音おん性せいはバッチリだろう。


　よし、次。


　バスルームの戸を乱らん暴ぼうに閉め、洗面台の周まわりを探る。備そなえ付けのバスローブをひっつかんで、ベッドの方に戻もどった。


「さて……」


　腰に手をやり、かなめは自分の着きている衣服を見回した。いつも通りの、着き慣なれた冬服。だが先ほどの推すい測そく──発信器の可か能のう性せいが否ひ定ていできないのなら、自分の私物すべてから、いったん手を放すしかない。


　彼女はその場で、そそくさと衣服を脱ぬぎ始めた。白の上うわ着きと青のスカート。ブラウスとリボンタイ。靴くつや腕うで時計。すべて外した。


　下した着ぎ姿すがたになって、もう一度思し案あんする。ショーツのゴムを引っ張ってみて、さすがにこれには仕し掛かけはないだろうと思いとどまった。ブラはどうだろう？　カップの部分に収まるような発信器は、現げん代だいの技ぎ術じゆつで作れるだろうか？


　答え。残念ながら、作れる。


　ため息をついてから、ブラも外してベッドに放った。発信器の有う無むを確かめるために、ブラを解かい体たいするのはさすがに気が引けた。白のショーツ一枚になって、鏡かがみの前でくるりと回る。自分の裸ら身しんにほれぼれとするゆとりはない。なにか余よ計けいなものが付いていないかチェックしてから、バスローブに袖そでを通した。きっちりと胸むな元もとを合わせてから、帯おびをぎゅっと結ぶ。


　武器を選ぶ。電でん気き銃じゆうにした。使い捨ての護ご身しん具ぐで、二回だけ撃うてるタイプだ。五メートルまでの距きよ離りにいる相手を、高こう圧あつ電でん流りゆうで気き絶ぜつさせる効こう果かがある。もう一つ、手錠も忘れてはいけない。これらの品に発信器が付いていない保ほ証しようはなかったが、きょうまで机つくえの中に放ほう置ちしてあったことを考えれば、その可か能のう性せいは低いだろう。


「うおっし……」


　両手で頰ほおを叩たたいて気き合あいを入れた。


　部屋の明かりを消してから、北側の壁かべについた長方形の戸を開く。思った通り、その向こうは窓だった。手探りでその窓を開けると、手が届とどきそうなほどの近さに、となりのホテルの壁かべがある。彼女が顔を出した窓は、表の通りから奥おくまった路ろ地じに面しているので、人の気け配はいはまったくなかった。


　雨が強くなっていた。薄うす闇やみの中、狭せまい路地裏に冷たい水すい滴てきが吹ふき下ろしてくる。


　見下ろすと、二つのホテルを隔へだてる金かな網あみのフェンスがあった。ここは二階なので、どうにかそのフェンスの上に足が届とどきそうだ。


（さて……）


　窓まど枠わくに足をかけ、身を乗り出した。電でん気き銃じゆうのストラップを口にくわえる。窓枠に両手でしがみつくようにして、じたばたとフェンスの上に片足を移うつそうとした。バスローブの胸むな元もとがさっそくはだけてきた。だれも見ていないことは分かっていたが、さすがに焦あせった。


　つま先がフェンスに届いた。あとすこし──


「……！」


　どうにか飛び移れるかと思ったところで、足がすべった。フェンスが雨で濡ぬれていたのだ。両手が離はなれる。反対側の金かな網あみにしがみつこうとしたが、無む理りだった。バランスを崩くずして、フェンスに右腕うでをこすりながら、コンクリートの地面に落ちる。衝しよう撃げきと苦く痛つうで右半身がしびれ、おもわず喉のどから声がもれた。


　あまりの痛さに呼こ吸きゆうができず、彼女はしばらくの間、濡れたコンクリートの上で、雨に打たれてうずくまっていた。すぐそばに電気銃が転がっている。その向こうの水たまりには、あっさりとはずれたバスローブの帯おび。


　こんなラブホテル街がいの路地裏で。ひとりで。裸同然で。ずぶ濡れになって。


　絵にならない。かっこわるい。なんてみじめなんだろう。


　急に自分のやっていることが無む意い味みに思え、痛さと情けなさで涙なみだがにじんできた。


（いけない）


　また弱気の虫だ。馬ば鹿かげてるなんて考えるな。自分を信じろ。さあ、続けて。


「うっ……」


　歯を食いしばって、彼女は身を起こした。柔やわ肌はだのあちこちをすりむいていた。さいわい骨は折おれていない。打ち身くらいで済みそうだった。


　どろ水に濡れたバスローブの帯をたぐり寄せ、あらためてしっかり結び、電気銃を拾ひろう。故こ障しようしていないか確たしかめたいところだったが、二回しか撃うてないのでやめておいた。


　よろめきながら立ち上がり、裸足はだしのままで歩き出す。


　ホテルの外がい壁へきをぐるりと回った。裏口の戸のそばを通ると、受付の方からテレビの音が聞こえてくる。かなめは植え込みを乗り越こえ、ブロック塀べいを乗り越え、だれの目にもつかないホテル街の裏うら手てを移動していった。


　三軒げんほど離はなれたホテルの裏まで来ると、その建物の非ひ常じよう階かい段だんがあった。


（これだ……）


　バスローブの合わせ目をきゅっと握にぎって、かなめはその階段を仰あおぎ見た。錆さびの浮ういた粗そ末まつな鉄てつ骨こつから、雨の滴しずくがぽたぽたと落ちている。事じ前ぜんに目を付けておいたこのホテルは、この付近では一番背の高い建物だった。


　まず、このビルの屋上をチェックする。ここの屋上からならば、付ふ近きん一帯と表通りが一いち望ぼうの下もとに見み渡わたせるはずだ。それだけに──自分をつけまわす何者かが潜ひそんでいる可か能のう性せいもいちばん高い。素人しろうと考かんがえかもしれないが、そう的まとはずれではないはずだ。


　呼こ吸きゆうが乱みだれていた。つま先や指先がひどく冷たいのに、身体の芯しんは逆に熱い。


　入り口についた鉄てつ格ごう子しを乗り越え、非常階段を慎しん重ちような足取りで上っていく。


　六階分ほど上がる。屋上はすぐそこだ。


　階段のぎりぎりのところから頭半分を突つき出して、その屋上の様よう子すをうかがった。そこには給きゆう水すい設せつ備びや空くう調ちよう装そう置ちがごちゃごちゃと、迷めい路ろのようにレイアウトされていた。見えるところに、人の気け配はいはない。


　かなめは用心深く、こっそりと屋上に移動していった。低いうなり声をたてるコンプレッサーのそばを、ほとんど這はうくらいに腰こしを落として進む。


　物もの陰かげから、表通りに面したあたりをのぞき見た。


　通りの灯あかりが、屋上の縁ふちのシルエットをほのかに浮うかび上がらせている。暗やみの中の光の河みたいだった。その河のほとりに──


（……いた？）


　一人の男がしゃがんでいる姿すがたが見えた。





　男は屋上の縁に膝ひざをつき、こちらに背を向け、表通りを見下ろしていた。


　あまり大おお柄がらではない。かなめと同じか、すこし背が高いくらいだ。小こ太ぶとり気ぎ味みの体型で薄うす手でのコートを着ており、足下に大きめのアタッシュケースを置いていた。


　手には小さな電でん子し機き器き。この雨の中で、傘かさもさしていない。


　間ま違ちがいない。


　かじかんだ手で、電でん気き銃じゆうを握にぎり直した。安あん全ぜん装そう置ちを外して──よし。一度大きく息を吸すい込んでから、かなめはその男に忍しのび寄った。雨の音と裸足はだしのおかげで、足音はまったくしなかった。


　男は依い然ぜん、表通りを見下ろしている。こちらに気付いた様子はない。


　あと五メートルくらい。


　胸の鼓こ動どうが高たか鳴なり、喉のどのあたりにまでどくん、どくんと血けつ液えきの流れる感覚が伝わってきた。


　あと三メートル。もう充じゆう分ぶんだ。


「動かないで」


　かなめが叫さけんだとたん、男は肩かたをびくりと震ふるわせ、その姿し勢せいのまま凍こおり付いた。


「武器で狙ねらってるわよ。……両手をあげてこっちを向きなさい。ゆっくりと」


昔むかし見た映画の通りに、型どおりの文句を告つげてやると、相手はそれに従したがった。顔が見える。四〇歳くらいの中年男だった。眼め鏡がねをかけ、あごまわりにたっぷりと肉のついたサラリーマン風ふうだ。


　バスローブ姿すがたでずぶ濡ぬれの黒くろ髪かみを振ふり乱し、ぴたりと電気銃を構えた彼女の姿を見て、男は小さなうめき声をあげた。


「なんと……」


　すこし高めで、しゃがれた感じの声だった。


「あたしに用があるんでしょ？　だからこうして来てやったわ」


「……発信器に気付いたのか」


　男が言った。表情が乏とぼしかったが、強しいて冷静を装よそおおうとしている様よう子すにも見えた。


「それで見ず知らずの男とあんなホテルへ……いささか侮あなどっていたようだな」


「そういうことよ。どうせ銃を持ってるんでしょ？　ゆっくり抜ぬいて、足あし下もとに放りなさい」


「私は〈ミスリル〉の人間だ。おまえを襲おそったりはしない」


「はっ、どうだか。信用できないわ」


　白い息を吐はき出して、かなめは言った。寒さと怖こわさで肩かたが勝かつ手てに震ふるえていた。それを見み透すかしたのか、男はあざけるような笑い声をもらした。


「調ちよう子しに乗るな。そんな電気銃で優ゆう位いに立ったつもりか。おまえを殺すことはできないが、生なま意い気きな口が利きけないようにするくらいのことはできるのだぞ？　それよりもまずい。ここ数日、私のほかに追つい跡せき者しやの気け配はいが──」


「あたしは銃を捨てろって言ったのよ、クソ野や郎ろう！」


　そう叫さけんだとき、男の胸の中心に、銃じゆう弾だんが命中していた。雨に濡ぬれていたワイシャツから、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきでぱっと細かな水みず飛しぶ沫きが散ちった。


「……え」


　一発だけではなかった。立てつづけに、何度も何度も。小太りの身体からだが、小こ刻きざみに震ふるえる。頭にも一発。頭皮の一部が削けずり取られて飛び散った。気味が悪いほどの無表情のまま、〈ミスリル〉を名乗る男はよろめき、水たまりの中に倒たおれこむ。


　振ふり返ると、一〇歩ほど離はなれた空くう調ちよう装そう置ちの横に、別の男が立っていた。


　地じ味みなブルゾンにジーパン姿すがた。細ほそ身みの体つきで、髪かみを短く刈かり込んでいる。見たことがない。いや、あれは──先日、泉せん川がわ商しよう店てん街がいで見かけたあの男か……？


「見つけた」


　黒い自じ動どう拳けん銃じゆうを右手で構え、男が言った。


「[image: ]ネイ好ハオ、お嬢じようさん。そしてさようなら」


「ちょ──」


　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、男はかなめに銃を向け、発はつ砲ぽうした。


　それはまったくの幸運だった。突とつ然ぜんのことに気が動どう転てんしたせいか、寒さで身体がかじかんでいたせいか──片かた膝ひざががくりと折れたのだ。軽くよろめいた彼女の頰ほおを、銃弾がきわどいところでかすめていった。


「…………あ」


　かなめはもちろん、その男自身も意外そうな顔をしていた。


　男の持つ自動拳銃のスライド部分が、後ろに下がったまま止まっている。かなめの記き憶おくでは、これは弾たま切ぎれを意味しているはずだった。宗介が銃を扱あつかっているのを何度も見ているうちに覚えたのだ。


　暗あん殺さつ者しやは落ち着いて、ゆっくりと弾だん倉そう交こう換かんをはじめた。決して慌あわてたりはしない。その理由は明らかだった。


「逃にげ場はない」


　そうだった。彼女が立っているのは、屋上の端はしっこだ。空調装置や給きゆう水すい塔とうなどの障しよう害がい物ぶつ、そして唯ゆい一いつの逃げ道である非ひ常じよう階かい段だんは、男の後ろにあった。逃げ場がない。まったくない。突とつ然ぜん襲おそってきたこの不ふ条じよう理り。揺ゆるぎようのない絶ぜつ望ぼうが、彼女の心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにした。


　いったい何が起きているのか？　わからない。


　あの男は何者なのか？　わからない。


　なぜ自分は殺されなければならないのか？　わからない。


　これが自分の運命なのだろうか……？


　運命。


　この言葉が脳のう裏りをよぎった瞬しゆん間かん、いい知れない怒いかりが体内にみなぎった。


　恐きよう怖ふで凍こおり付いていた脚あしが、鞭むちでひっぱたかれたように反はん応のうする。ほとんど考えもなしに、彼女は右へと猛もうダッシュしていた。


　抵てい抗こうしてやる。なにがなんでも。そんなものに、この自分を弄もてあそばせはしない。最後まで悪あがきしてやる。絶対に、この身を捧ささげたりはしない。


　こういう自分を、彼は誉ほめてくれるだろうか──


「無む駄だだ」


　銃じゆうを構え直して、男が発はつ砲ぽうした。銃じゆう弾だんがかなめの黒くろ髪かみをかすめた。屋上の端はしがみるみる近づいてくる。彼女は止まろうとしなかった。そのまま加か速そくした。コンクリートを蹴ける。一段高くなった縁ふちを踏ふみ台にして──かなめは虚こ空くうへと跳ちよう躍やくした。


「─────っ!!」


　足下には広めの路ろ地じ。深い深い谷間を飛び越こえ、二階分ほど背の低い、となりのビルへと落下していった。


　ビルの屋上にトタンの安っぽい物もの置おきがあった。かなめの身体はその物置に落ちて、トタンの屋根をぶち破やぶり、中に積み上げてあったがらくたを押おしつぶした。すさまじい騒そう音おん。プラスチックや木の破は片へんが、彼女の周しゆう囲いで踊おどりまわる。目の前が真まっ暗くらになるような衝しよう撃げき。肺はいから空気が勝かつ手てに押し出され、声にならない声が漏もれた。擦すり傷きず、切り傷、打ち身に捻ねん挫ざ──身体のあちこちに襲おそいかかってきた痛みに、かなめは顔をゆがめた。


「うっ……」


　生きてる。しかも動ける。なんてこった、試し合あい続ぞつ行こうだ。


　立ち上がろうとして──転んだ。もう一度。なんとか立った。バスローブは、かろうじて肩かたに引っかかっているような状じよう態たいだ。帯おびはどこかにいってしまった。だというのに、電でん気き銃じゆうだけはしっかりと右手に握にぎっていた。


　戸と板いたを蹴けり飛ばす。思ったよりもあっさり開いた。物置の外にまろび出て、ついさっき自分が飛び降りた屋上をふりあおぐ。男のシルエットが見えた。こちらに銃を向けている。


「っ！」


　とっさに走った。頭上からくぐもった銃声。足下で弾だん丸がんがはじけ、派は手でな水みず飛沫しぶきがあがる。


（階かい段だん……！）


　かなめは階段の入り口へと急いだ。このビルは外付けの非ひ常じよう階段はなく、屋上の一角を占しめる低い塔とうの扉とびらから、建物の中へと入るようになっていた。逃にげ道はそこしかない。もうどこにも、飛び降りたり飛び移ったりできるような場所は見当たらなかった。


　息を切らしながら、鉄てつ扉ぴに駆かけ寄り、頑がん丈じようなノブをつかむ。力ちから任まかせにその扉を開けようとして──開かなかった。


　鍵かぎがかかっている！


　押おしても引いても駄だ目め。『がつんっ！』と鉄扉は震ふるえるだけで、それ以上はびくともしなかった。殴なぐっても蹴けっても、泣いても喚わめいても、扉は閉ざされたまま──


「そんな──」


　唯ゆい一いつの逃げ道が開かない。


　扉にすがりつくようにして、もう一度さっきの屋上をふりあおぐ。ぼんやりとしたネオンの光の中、暗あん殺さつ者しやが軽い身のこなしで、ふわりとこちら側がわのビルに飛び降りる姿すがたが見えた。





　暗殺者の磨みがき抜ぬかれた体たい術じゆつをもってすれば、この程てい度どの落らく差さを飛び降りることなど、造ぞう作さもなかった。ましてや、ただの小こ娘むすめが落ちて無ぶ事じでいられる高さなど──なにをかいわんや、だ。


　水面に舞まい降りる鴻おおとりのように、彼は着地した。『飛フエイ鴻ホン』の名で呼ばれる者にふさわしい静けさだった。


　すっと立ち上がり、歩き出す。


　娘の姿はここからは見えなかった。だがあの娘には、隠かくれる場所はあっても、逃げる場所はない。慌あわてる必要はなかった。いつものように、確かく実じつに仕事をこなせばいい。鶏にわとりを追いつめ、首をちょん切るのと同じことだ。


　この拳けん銃じゆうで射しや殺さつしてから、死体を辱はずかしめ、写真を撮とって香港へと転てん送そうする。それがあのお方の意い志しだった。疑ぎ問もんはない。


　それにしても、あの娘の悪あがきにはあきれた。命いのち乞ごいも観かん念ねんもせず、無む駄だだというのに、こうしていまも逃げ続けている。彼の目には、それがとても見苦しいことに思えた。


　階かい段だんの入り口のそばまで来た。


　そのビルの屋上には、壊こわれた物もの置おきのほかに給きゆう水すい塔とうと空くう調ちよう装そう置ち、小さな植木や園えん芸げい用品の倉そう庫こなどがあった。すこしごみごみしており、視し界かいは開けていない。夜の雨で、暗いこともある。


　もちろん油ゆ断だんはしていなかった。命乞いを聞きいれる気もない。次こそは、速すみやかな死をあの娘に与あたえよう。それが自分に与えられた命令なのだから。


「…………」


　娘むすめの隠かくれている場所はすぐに分かった。空くう調ちよう装そう置ちの向こう側に、大きめの植うえ木き鉢ばちが野ざらしで積み上げてある。その奥おく──注意深く見なければ気付かないくらいの隙すき間まに、誰だれかがうずくまっているのが見えた。泥どろにまみれたバスローブ姿すがた。追いつめられた野の兎うさぎのように縮ちぢこまっている。


　あれでやり過ごせると思っているらしい。


　彼はその場へと近づき、標ひよう的てきめがけて容よう赦しやなく発はつ砲ぽうした。


　四五口こう径けい弾だんを食らった植木鉢が音を立てて粉こな々ごなになり、崩くずれ落ちる。暗がりの中で、バスローブにぶすぶすと銃じゆう弾だんが食い込む。娘は悲ひ鳴めいひとつあげず、痙けい攣れんしながらこちら側に倒たおれ込んできた。


　いや──


「…………？」


　娘ではない。薄うす明あかりの中に倒れ込んできたのは、バヽスヽロヽーヽブヽにヽくヽるヽまヽれヽたヽ植ヽ木ヽ鉢ヽのヽ破ヽ片ヽだった。


　では、あの娘はどこに──





　すぐそばの貯ちよ水すいタンクの上から、かなめは男の後こう頭とう部ぶを見下ろしていた。


　ショーツ一枚の冷え切った肢し体たいに、濡ぬれそぼった髪かみがまとわりつく。死人のように青ざめた顔。両りよう膝ひざをつき、この状じよう況きようでも胸だけはしっかり左腕うでで隠かくして、空あいた右腕で電でん気き銃じゆうをまっすぐに構かまえた。
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　ほんの二メートル。それくらいの距きよ離りだ。


　引き金を引くのがこわかった。緊きん張ちようと恐きよう怖ふで気が狂くるいそうだった。次の瞬しゆん間かんには、相手がこちらに気付くかもしれないのに、無む数すうの疑問が彼女の指先を鈍にぶらせた。


　ちゃんと当てられるだろうか。こんな武器──こんな護ご身しん具ぐが通用するのだろうか。相あい手てはこちらの罠わなに、本当に気付いていないのだろうか。ただ単に引っかかったふりをしているだけなのでは？　そもそも自分みたいな素人しろうとが、あんな男を倒せるのだろうか？　そんなうまい話があるのだろうか？　命いのち乞ごいをした方が利り口こうじゃないのか？　こちらから声をかけて、「手を挙あげろ」とでも宣せん言げんした方がいいんじゃないのか？


　その瞬しゆん間かん、かつて聞いたある言葉が、彼女の脳のう裏りに浮うかんだ。


（獲え物ものを前に舌したなめずりは──）


　いまこの場に、その台詞せりふを使った彼はいない。だがその記き憶おく、その言葉が、彼女に最後の力を与あたえてくれた。


　引き金を引く。


　ぱんっ、と乾かわいた音が響ひびいた。火薬カートリッジの爆ばく発はつ力りよくで、スパイク型の端たん子しが弾はじき飛ばされ、男の肩かたに突つき刺ささる。ワイヤーを通じて、瞬しゆん時じに数万ボルトの高こう圧あつ電でん流りゆうが吐はき出され、男の身体からだをはげしく痙けい攣れんさせた。端たん子しの食い込んだ肩かた口ぐちから、白い煙けむりと電光がほとばしった。


「……！」


　数秒間の放ほう電でんのあと、男はがっくりと膝ひざを落とし──倒たおれなかった。耐たえきったのだ。


　もう一発。


　端子が男の背中に刺ささった。だめ押おしの電でん撃げき。男はうめき声をあげ、拳けん銃じゆうを放り出してその場に倒れ伏ふした。


　それきり、動く気け配はいはなかった。


　やったのか。そう思ったとたん、たちまち息が荒あらくなり、全身からぶわっと汗あせが噴ふき出した。


「はあっ……はあっ……」


　弾たま切ぎれの電でん気き銃じゆうを放り出し、彼女は貯ちよ水すいタンクから飛び降りた。おそるおそる男に歩み寄り、そばに落ちていた拳銃とバスローブを拾ひろう。命を救ったバスローブは、穴あなだらけのひどい有あり様さまだったが、それでも袖そでを通すとほっとした。


　男は完かん全ぜんに気を失っているように見えた。


　冷れい静せいに考えてみれば当とう然ぜんのことだった。なにしろ電気銃を二発も食らったのだ。たとえプロの暗あん殺さつ者しやだろうと、相あい手てが生身の人間であることに変わりはない。


　倒したのだ。自分一人の力で。


　高こう揚よう感かんはない。彼女は半はん信しん半はん疑ぎのまま、雨に打たれてその場にたたずんでいた。


　そのとき、新たな声がした。


「どうやら──君の勝ちみたいだね」





　かなめがあたりを見回すと、空くう調ちよう装そう置ちの向こう、ぼんやりとネオンの光に照てらされたあたりに、三つの人ひと影かげが立っていた。


「…………」


　中央の一人は、傘かさをさした小こ柄がらな若者だった。


　いや──よく見れば小柄というわけでもない。その両りよう脇わきに控ひかえる男二人が、異い様ように大柄なのでそう見えたのだ。二人の大男は、濃のう緑りよく色しよくのコートを着き込こんでいた。フードを目ま深ぶかにかぶっているので、顔はまったく見えない。右側の大男は、ついさっき撃うち殺された〈ミスリル〉の男の遺い体たいを、肩かたに軽々と担かついでいた。


「僕はね──」


　優ゆう雅がな声で若者が言った。


「──世の中には、二種類の女性がいると思う。雨の似に合あう女ひとと、そうでない女ひとだ。君は間ま違ちがいなく前者だね。いまの君を見れば、だれだってそう思う」


「…………。それ、なんかの皮ひ肉にく？」


　拳けん銃じゆうを握にぎった右手をぶらりと垂らして、かなめは気けだるげに言った。冷たい風に吹ふかれて、ぼろぼろのバスローブと、濡ぬれた黒くろ髪かみが揺ゆれていた。


「心しん外がいだな。最上級の賛さん辞じのつもりだよ」


「そう。それで、あなた誰……？」


　かなめが問うと、若者は数歩前に進み出た。


　思っていたより長身だった。宗介と同じくらいだろうか。どことなく、空気のような軽さを感じさせる物もの腰ごしだった。黒のロングコートに、黒いパンツ。黒のベストと白いシャツ。落ち着いた光こう沢たくで高こう級きゆう品ひんに見えた。


「ご同どう類るいだよ」


　そう言って傘かさを閉じる。若者の容よう貌ぼうがあらわになった。


　日本人ではなかった。なめらかな白い肌はだ。青みがかった灰はい色いろの瞳ひとみ。そして──波打つような銀色の髪。いまのかなめでなかったら、その貴き公こう子し然ぜんとした風ふう貌ぼうに、すこしは心を奪うばわれていたかもしれない。


　とらえどころのない柔にゆう和わな顔立ち。敵てきなのか味み方かたなのか、危険なのかそうでないのか、まったく想そう像ぞうのできない雰ふん囲い気きの持ち主だった。


「君を助けにきた……と言いたいところだけど、実はそうでもない。座ざ視ししてもよかったし、手を貸かしてもよかった。いずれにしても、結果は変わらなかったのかもしれないけどね。本来の用件はまだだけど、君に関する動どう機きについて言えば、一つの命めい題だいを見きわめにきた──そんなところかな」


「命題？」


「運命や業ごうに関係するパラドックスだよ。ジレンマといってもいい」


「イラつくしゃべり方ね。はっきりものを言えないの？」


「はっきりものを言いすぎるのもどうかと思うよ。言葉はかりそめの乗り物だから。でもたぶん、それが君の魅み力りよくなんだろうね」


　古い名曲を楽たのしむような目をして、若者は微ほほ笑えんだ。


「…………」


　かなめはこの若者と、以前に出会っているような錯さつ覚かくを感じた。ＮＹニユーヨーク時代だろうか？　いや、それはない。ＮＹにいたころの友達には、こんなアッシュ・ブロンドの持ち主などいなかった。こんな、映画やグラビアでさえ見たことのない、独どく特とくの光こう沢たくを放つアッシュ・ブロンドの──


　たちまち思い当たった。


「まさか、テッサの……？」


　それには答えず、若者はかなめのそばを通り過ぎ、いまだに水たまりの中に横たわっている暗あん殺さつ者しやを見下ろした。


「起きなよ、飛フエイ鴻ホン。もう気付いてるんだろう？」


　男が身じろぎしてから顔を上げ、つぶやいた。


「……ミスタ・Agシルバー。見ていたのか」


「一いち部ぶ始し終じゆう、とはいかなかったけどね。彼女は君のかなう相手ではないよ。あきらめることだ」


「断ことわる」


「組そ織しきの意い向こうを無む視ししたことについては、僕が弁べん護ごしてやろう。香港で暴あばれているお兄さんを、君が説せつ得とくして欲しい」


「俺おれが従したがうと思うか？　ましてや、兄が俺の言葉を聞きいれるとでも？」


「復ふく讐しゆうなんて虚むなしいことだよ」


「復讐ではない。あのお方が望のぞんだことだ。我われら兄きよう弟だいを拾ひろってくださった、あのお方が。生ある限り、俺はその娘むすめを殺そうとするだろう」


「そうか……」


　若者はどこか空々しい声で言った。


「ではお別れだね、飛フエイ鴻ホン」


「死ぬのはおまえだ、レナード・テスタロッサ！」


　次の瞬しゆん間かん、暗殺者の身体からだが宙ちゆうに跳はね上がった。


　両りよう腕うでを一いつ閃せん。銀色の光が虚こ空くうを貫つらぬき、若者へと殺さつ到とうする。同時にかなめのすぐ目の前で、彼のコートがふわりと翻ひるがえった。若者自身は、ほとんど動きもしていない。だが彼めがけて飛んできた光こう芒ぼう──大小四本の投げナイフは、生き物のように動いたコートに切っ先を阻はばまれ、あるいははじき返された。


　ただの防ぼう弾だん衣いではない。黒い翼つばさが、独ひとりでに動いて若者を守ったとしか思えない光こう景けいだった。


「…………っ！」


　地表すれすれを滑かつ空くうするようにして、暗あん殺さつ者しやが突とつ進しんする。もう一ひと振ふりのナイフを抜ぬいて、逆さか手てに構かまえ、まっしぐらに。


「無む駄だだよ」


　若者の前に、緑色の大男が割わって入った。ついさっきまで、無む言ごんでたたずんでいるだけだったが、いまこの瞬しゆん間かん、男の動きは疾しつ風ぷうさながらだった。暗殺者の突とつ進しんを、真っ正面から身体からだで受け止めると、ナイフが胴どうの中心に突つき立った。だが大男は、そんなことなど意に介かいさず、丸太のように太い腕うでで、暗殺者の喉のど頸くびを鷲わしづかみにした。


「……っが！」


　大男は片腕だけで、もがく暗殺者を宙へと持ち上げた。すさまじい怪かい力りきだ。


《ご指し示じを》


　無む機き的てきな声で大男が言った。


「対応Ａ１。確かく実じつに、ね……」


《了解ラジヤー》


　ごきん、といやな音がした。首が折おれたのだ。


　大男はさらに、空あいた左腕をぐったりとした暗殺者の胸に押おしつけた。


　どるん、と重たい銃じゆう声せいが響ひびく。暗殺者の背せ中なかから大量の血しぶきが飛び散って、胸きよう郭かくにぽっかりと大おお穴あながうがたれた。脊せき髄ずいと肩けん胛こう骨こつが粉こな々ごなになったためか、両腕が妙みような角度で垂たれ下がった。


《対応Ａ１完かん了りよう。指定の脅きよう威いは完かん全ぜん沈ちん黙もく》


　無む惨ざんな亡なき骸がらを放り出し、大男が報ほう告こくした。


「ごくろう。待たい機きして」


《了解ラジヤー》


　大男がコートをはためかせて、かなめのそばを通り過ぎていく。手足が動くたびに、関かん節せつが低くきしむ音がした。


　目ま深ぶかにかぶったフードの奥おくが垣かい間ま見みえる。


　艶つやのない、黒い仮か面めん。目の部分には、エスキモーのサングラスを思わせる細長いスリットがあるだけだった。


（人間じゃ……ない？）


　なにもできないまま、陰いん惨さんな殺さつ戮りく劇げきに目を奪うばわれていたかなめは、麻ま痺ひしかかった頭の片かた隅すみで、そう認にん識しきした。


「設計案プラン１２１１〈アラストル〉。世界最小のＡアーム・Ｓスレイブといったところかな。ここまで来ると、ロボットと呼んだ方が適てき切せつだろうけどね。……いまの君なら分かると思うけど、ＡＳの自じ律りつ行こう動どうはなかなか難むずかしい。動どう力りよく源げんや制せい御ぎよシステムの小こ型がた化かにもずいぶん苦労したよ」


　若者──レナードがわけもなく説せつ明めいした。だがかなめの知る限り、それは『苦労』などといった言葉では片づけられないほどの技ぎ術じゆつ的てき困こん難なんを伴ともなうはずだった。


「……で、いまのが本当の僕の用件というわけだ。いやなものを見せてしまったね。すまない」


「じ……事じ情じようは分からないわ。でも──」


「でも？」


「なにも……殺さなくたって……」


　震ふるえる声でそう言うと、レナードは心しん底そこ不ふ思し議ぎそうな顔をした。


「だって彼は、君や僕を殺そうとしたんだよ？」


「そうだけど……」


「それに僕は、君のボーイフレンドほど人を殺していないけど」


「！」


　それだけで、宗介のことだと分かった。『なぜ彼のことを？』とたずねるより前に、かなめは抗こう弁べんしていた。ほとんど反射的に。


「あいつは……！　か、彼は……小さいころから、ずっと戦争だったから。仕し方かた……なかったのよ。敵てきは悪い奴やつばっかりだったし……無む関かん係けいな人とか、自分より弱い相手は助けるし。それに絶対、そういうことを楽しんだりしてない。ううん、本当はきっとすごい気にしてる。だから……とにかく、あいつは……その……こういうのとは違ちがう。彼は……こんな風ふうにはしないもの……」


　歯切れの悪いかなめの言葉を、レナードは興きよう味み深げに聞き入っていた。それからすこし悪戯いたずらっぽい微び笑しようを浮うかべて、彼女の瞳ひとみをのぞき込んだ。


「そんな理り屈くつ、まさか本気で信じてないよね？」


「だって……」


　彼女は思わず視し線せんを逸そらした。


「行こう為いの本ほん質しつはどちらも同じだよ。なのに君は、僕だけを非ひ難なんするんだ。ずいぶんと彼の肩かたを持つんだね」


「そんな……」


「好きなんだ」


「ちがう」


「本当に？」


「本当よ」


「こっちを見てごらん」


「え──」


　それはまったくの不ふ意い打うちだった。肩かたを優やさしく抱だき寄せられ、かなめがふっと顔を向けたその瞬しゆん間かん──彼女の唇くちびるに、彼の唇が重なっていた。


　冷たく、柔やわらかく、しっとりと濡ぬれた感かん触しよく。


　あまりにも突とつ然ぜんのことで、頭の中が真っ白になった。ここがどこなのか、相手がだれなのか、そして自分がだれなのか──その一いつ切さいがわからなくなった。嫌けん悪おさえ感じない。いやそれどころか──甘かん美びな味わいがほんの刹せつ那な、彼女の心を征せい服ふくしようとさえした。


　時間が動き出す。





[image: ]


　かなめの平ひら手て打うちを、レナードは無む抵てい抗こうに受け入れた。力ちから一いつ杯ぱい、横よこっ面つらをひっぱたいてやったつもりだったが、彼は軽くよろめいただけだった。それを攻こう撃げき行動だと判はん断だんしたのだろう。そばに控ひかえていた二人の大男──いや、ロヽボヽッヽトヽたちが、すぐさま腰こしを落として身み構がまえた。


「いいんだよ、待たい機きだ」


　二機の〈アラストル〉が構えをとく。


　かなめは唇を押おさえて給水タンクに背中を押しつけ、レナードをにらみつけた。泣き出したかったが、こいつの前で泣くのだけは絶ぜつ対たいにいやだった。


「なんのつもり……？」


「お目め覚ざめのキスかな。君を好きになったから」


　レナードは自分の頰ほおを撫なでながら、無む邪じや気きに笑った。


「あたしは嫌きらいよ。反へ吐どが出るわ」


「そういうところが好きなんだ。儚はかないようで猛たけ々だけしく、粗そ野やなようで高こう貴き……とらえどころのない、水のような君がね」


「だまれっ!!」


　かなめが叫さけぶと、彼は『おお、こわい』とでも言うように肩をすくめ、ロボットになにかを命じた。一機が屋上の出入り口へと歩いていき、鍵かぎのかかった鉄てつ扉ぴを、力任まかせにこじ開ける。


「君が僕を殺そうとしないうちに、そろそろ退たい散さんするよ」


〈ミスリル〉の男を担かついでいたもう一機のロボットが、その遺い体たいをコンクリートの上に横たえた。いや──遺体ではない。男は小さく身じろぎして、言葉にならないうめき声を漏もらした。


「そう、生きてるよ」


　レナードが言った。


「この人も、僕としては『敵』に当たる関係なんだけど──どうしたものかな。排はい除じよしても構かまわないかい？」


　ロボットが左腕うでの奥に光る、黒い銃じゆう口こうを男に向けた。じゃきん、と鈍にぶい音が響ひびく。ついさっき、暗あん殺さつ者しやにとどめを刺さした大だい口こう径けいの機き関かん銃じゆうだ。


「ま……待ちなさいよ!?」


「どうして？」


「あたしは……もともと、その人に用があったの。殺さないで！」


「ふむ……。でもこの人は、さっき君に対してずいぶんと無ぶ礼れいな口を利きいていたよね。死をもって償つぐなうのが当とう然ぜんなほどの、ひどい物もの言いいだったと思うけど」


「そういうことは、あたしが決めるわ」


　押し殺した声でかなめは言った。


「あなたが……あたしにしたことは、許してあげる。だから殺すのはやめなさい」


「驚おどろいたな。こんな奴のために？　君はそんな安い女性じゃないと思うよ」


「何度も言わせないで。そヽうヽいヽうヽこヽとヽはヽ、あヽたヽしヽがヽ決ヽめヽるヽわヽ！」


　ぴしゃりと言ってやると、レナードはすこしの間、ぽかんとした。


「また驚いた」


　くすりと笑う。


「わかったよ。じゃあ、この人はここに置いていくからね」


　ロボットが腕の銃口を引っ込めた。


　一機が暗あん殺さつ者しやの遺い体たいを軽々と担かつぎ上げる。仕事を済すませた二機を従したがえ、レナードは出入り口とは逆ぎやく方ほう向こうの、屋上の縁ふちへと歩いていった。一歩踏ふみ出せば、四階下の路ろ地じ裏うらにまっさかさま……というところまで来て立ち止まり、彼は一度ふりかえる。


「さよならの前に、いくつか。……君を好きになったのは本心だからね。別にからかったわけじゃない。それは信じて欲しいな」


「…………」


「千ち鳥どりかなめさん。君はまだ、まどろみの中にいる。やがて新しい世界が見えるだろう。そして君のような子なら、あのささやきを恐おそれる必要はないかもしれない」


「？　どういう──」


「また会おう」


　レナードと二機が同時に飛び降り、視し界かいから消えた。


　アスファルトの割れる音。かなめは駆かけ寄って、彼らが飛び降りた路地を見下ろした。ほの暗い路上に灰はい色いろの霧きりがたちこめているだけで、もう人ひと影かげはなかった。





　水たまりの中に横たわる、〈ミスリル〉の男のそばまで歩いていく。男がかなめをぼんやりと見上げた。あご肉のたっぷりついた顔の右半分が、ごっそりと崩くずれていた。アニメの『あんぱんマン』みたいに頭の形が変わっていたが、一いつ滴てきの血も流れていない。


　崩れていたのは、血肉ではなくウレタンフォームだった。中年男の顔は、精せい巧こうなマスクだったのだ。そのウレタンの裂さけ目から、本来の顔がのぞいていた。


　マスクをぐいっと引っ張る。


　切れ長の目をした、若い男の顔が現れた。いや……女だろうか？　わからない。どちらともいえない細ほそ面おもての容よう貌ぼうだった。まだ二〇過すぎくらいかもしれない。憔しよう悴すいしきった様よう子すで、顔色がひどく青白かった。家の近所で、何度か見かけた顔のような気もしたが──記き憶おくが曖あい昧まいで、自信はなかった。


「変へん装そう……ってわけ」


「そういう……ことだ」


　本来の声で相手が言った。冷たい印いん象しようの声だった。


　中年太りを装よそおった胸や腹に食い込んだ銃じゆう弾だんの痕あとからも、血は流れていない。中に防ぼう弾だんベストでもつけているようだったが、肩かたや大だい腿たい部ぶからは、少量の血が雨の中に流れ出していた。


「動けないの？　怪け我がは？」


「わからない。……さっきの男に……なにか……注ちゆう射しやされた……」


「助けて欲しい？」


「けっこうだ……」


　相手は苦しげに言った。


「私にだって……プライドはある。この失しつ態たい……この体ていたらく……。このまま死んだ方が……ましだ……」


「そう」


〈ミスリル〉の工作員に背中を向け、かなめは深しん呼こ吸きゆうした。


　わずか一〇分足らずの間に、あまりにもたくさんのことが起きた。ありとあらゆる感情が入り乱れて、頭がパンクしそうだった。


　驚おどろき、安あん堵ど、疑ぎ問もん、屈くつ辱じよく、怒いかり、不安。


　そしてなにより、いくら拭ぬぐっても消えない唇くちびるの感かん触しよくがうとましかった。ほんの一いつ瞬しゆんでも、抵てい抗こうすることを忘れて、身を任まかせてしまった自分が情けなかった。


　ファースト・キスだったのだ。厳げん密みつにいえば、幼よう稚ち園えんのころに同じぶどう組の女の子とふざけてキスしたことはあったが、それは除じよ外がいしておくとして、はじめてのキスだ。いまどきくだらないと笑われるかもしれないが、最初の相手は大好きなだれかとじゃなければ、絶対にいやだと心に決めていた。たとえば──いや、とにかく、好きな人じゃなきゃダメなのだ。そういうのは、とても大切なことなんだ。


　それが、あんな──


「…………っ!!」


　給きゆう水すいタンクをグーで殴なぐる。ごん、と鈍にぶい音がした。涙なみだが出てくるのは、拳こぶしの痛みやあちこちの擦すり傷きずのせいなんだと、自分に必ひつ死しで言い聞かせた。


「うっ……っく……」


　職員室でのあの一ひと幕まくから、ずっと縛しばり付けていた感情が、あらゆる鎖くさりを断たち切って、彼女の胸をはげしく揺ゆさぶった。殺し屋に襲おそわれた時でさえ揺るがなかった彼女の強さが、ただの口づけひとつで、もろくも打ち砕くだかれてしまった。


　彼がいなくなって、本当に自分はなにも感じていなかったか？　氷のように冷ややかなままだったか？


　そんなわけが──ないじゃないか。


「ソースケ……」


　どうしてここにいないの？　あんたが悪いのよ？　あんたがいないから、あたしは、あんな風ふうに。どうしてくれるのよ？　あんただって、こんなのイヤでしょう？　あたしだってイヤだよ。なんとかしてよ。そばにいてよ。『問題ない』って言ってよ。


　声にならない声。答えが返ってくるわけもない。こんな場所で、一人で泣きじゃくっていたところで、なにも変わらない。


　リセットができたら。せめてあの散さん髪ぱつのときまで、時間を巻き戻もどせたら。


　本当は知っていたのだ。あのかわいい寝ね顔がおを前にして、自分が感じたほの甘あまい感情、当たり前の衝しよう動どう。それを偽いつわったのがこの報むくいだ。あれが最後のチャンスだったのに。やさしく声をかけて、『ね、キスしよ』って言うだけでよかったのに。なのに自分は逃げてしまった。水なんか引っかけて、逃げてしまったのだ……！


　そうして、小さなこだわりに過すぎないけど、それでも大切だったなにかが一つ、永遠になくなってしまった。彼の去った、そのあとに。


（あたしって、いつもそうだ……）


　これまで気になる相手ができても、自分はそれを絶ぜつ対たいに認みとめようとしなかった。


　どうせ裏切られる。あてにならない。きっと傷きずつくだけ。


　母さんみたいに。


　だから頼たよらない。だから近づかない。だから──自分の気持ちを認みとめない。


　そしてすべてが手て遅おくれになったとき、はじめて気付くのだ。自分にどうにかできたことを。ただ、勇気がなかっただけだということを。


「ソースケ……」


　今度も同じなのか。自分からはなにも行動できないまま、終わってしまったのだろうか。


　もう一度自問する。


　本当に、もうおしまいなのだろうか。


　雨に打たれて、肩かたを震ふるわせ、嗚お咽えつを漏もらしていたのはどれくらいの間だったか。


　彼女は泣くのをやめて、顔を上げた。


　振ふりかえって、ふたたび横たわったままの〈ミスリル〉の工作員に歩み寄ると、かなめは告げた。


「あんたさっき、『死んだ方がマシだ』って言ったわよね」


「…………」


「もう少し悪あがきしたらどう？　あたしはするわよ。これからも。ずっと」





　　５：彼の問題










一〇月二二日　一一三八時（中国東部標ひよう準じゆん時じ）


香ホン港コン　香港島特別区（〝人民委員会〟側）半山區ミツド・レベル










　だだっ広い応おう接せつ間まに通されて、一〇分が経けい過かしていた。


　この部屋の主──香港在ざい駐ちゆうの〈ミスリル〉情じよう報ほう部ぶ員いんはまだ来ない。


　高い天てん井じよう。大きな窓まど。自し然ぜん光こうをふんだんに取り入れた明るい部屋。ここは海を望のぞむヴィクトリア山の急きゆう斜しや面めんに建たてられた、高こう層そうマンションの地上三〇階だった。


　急な斜面に乱らん立りつする、無む数すうの建けん造ぞう物ぶつ──その中でも、ひときわ高い高こう層そう住宅であるここからは、香港市し街がいの全ぜん景けいを一いち望ぼうの下に見み渡わたせた。


　大小、新しん旧きゆうの建けん築ちく物ぶつがぎっしりとひしめき合っている。話には聞いていたが、それら高層住宅の密みつ度どは尋じん常じようではなかった。


　混こん沌とん、雑ざつ然ぜん、無む秩ちつ序じよ。そうした形けい容ようしか思いつかない風ふう景けいだった。


「こうして見ると、前とそう変わらないんだけどねぇ……」


　宗そう介すけのそばに立ち、マオがつぶやいた。


「来たことがあるのか？」


「返へん還かん前まえに何度か、ね。ここのすぐ近所に母方の親しん戚せきが住んでたのよ。ＮＹに移い住じゆうして、もういないけど。〈ミスリル〉に来る前、二か月くらい居い候そうろうしてたわ。ダラダラと」


「だらだら、か」


「海かい兵へい隊たいをクビになった後でね。働く気力もなかったし、ＮＹの実じつ家かには帰りたくなかったし。親おや父じがうるさくてさ。あの空くう軍ぐん野や郎ろう……」


　そう言って舌した打うちする。宗介はマオの身の上話をほとんど聞いたことがなかったので、こうして彼女が昔むかしのことを口にしたのに、すこし驚おどろいた。


「父親は軍ぐん人じんだったのか」


「そーよ。うすのろな爆ばく撃げき機きのパイロット。いまは退たい役えきして、会社やってるけどね。昔から、ケチで小しよう心しん者もののくせに気取ってて。ついでに陰いん謀ぼう屋やよ」


「陰謀……？」


「そう。あたしが高校を出て真ま面じ目めに働こうとしてたら、あれこれ手を回して、ハーバード出のボンボンのところに嫁とつがせようとしたのよ。さすがにムカついてね。だから嫌いやがらせに、結けつ婚こん式しきの当日に海兵隊に入ってやったの」


　そのときのことがよほど痛つう快かいだったのだろう。彼女はうつむいてにやにやした。


「教会を一人で抜ぬけ出して、四ブロック離はなれた徴ちよう募ぼ事じ務む所しよに行ったわ。ウェディング・ドレスのまんまで。係かかりの伍ご長ちようがこーんな丸い目ェしてさ。『本気なのか？』『モチよ』ってね。事務所の全員があたしを説せつ得とくにかかったわ。『花はな嫁よめさん。すこし考え直した方がいい。きっと親おや御ごさんは悲しむぞ』。──で、あたしは言ったわけ。『親おや父じは空軍なの』。そしたら連中は異い口く同どう音おんに、『なら話は早い。まずはこの書類にサインを』」


　すこし離はなれたところで話を漏もれ聞いていたヤンが、こらえきれなくなった様よう子すでぷっと吹ふき出した。


「どうよ？　こういう女」


「さ、最高……ククっ。いや、カッコいいよ」


　ヤンは肩かたを震ふるわせて、目め尻じりに涙なみださえ浮うかべ、親指を立てる。


　妙みような雰ふん囲い気きだった。作戦前の緊きん張ちようと、待ち時間の笑い話。部屋の静けさと、ヤンの押おし殺した笑い声。窓からの光が、マオやヤンの姿すがたにくっきりとした陰いん影えいを作る。その情じよう景けいには、むしろ、不ふ思し議ぎなもの悲しさが漂ただよっていた。


　彼女は遠くの空を懐なつかしそうに眺ながめた。


「最高か……。確たしかにあのときは最高だったわね。決けつ断だんしたとたん、世界が無む限げんに広がった気がしたもの。あたしはなんでもできる。どこへでも行けるんだ、って」


「どこへでも……？」


　はじめて聞いた言葉のように宗介が言うと、彼女は肩をすくめた。


「そうよ。その後、やっぱりいろいろあって、ひどい挫ざ折せつや失しつ望ぼうも味わったけど。でもあの時ああして、本当によかったと思ってる。あたしは自分のことが、前よりもずっと好きになった。これはそういう話」


　マオの言う意い味みが、彼にはよくわからなかった。なぜいきなり、こんな時にこんな話をするのかも、理り解かいできなかった。


「ま、この街まちに来て思い出しただけよ。あんまり深く考えないでね」


「ん……ああ」


　すこしまごつきながら宗介が答えると、応おう接せつ室しつの戸が開き、ふくよかな中年の白人男が入ってきた。


「いやはや、お待たせしました」


　ハンカチでこめかみの汗あせをせわしげに拭ふいて、彼らのそばへと近づいてくる。人なつっこい目つき。ポマードでなでつけた黒くろ髪かみで、口ひげをたくわえている。歳としは五〇前後のようにも見えたが、もっと若いかもしれなかった。


（この男が……？）


　宗介とマオは顔を見合わせた。





〈ミスリル〉の情じよう報ほう部ぶ員いん、ギャビン・ハンター。


　その名前から、ストイックな古ふる強つわ者ものを想そう像ぞうしていたら、出てきたのはこの汗あせっかきの太ふとっちょである。これにはいささか当とう惑わくした。


　ハンターの表向きの身み分ぶんは、羽は振ぶりのいい貿ぼう易えき業ぎよう者しやだった。広カン東トン語ご、北ぺ京キン語の双そう方ほうに堪たん能のう。南北両軍にも顔が利きき、幹かん部ぶたちと毎まい晩ばんのように食しよく卓たくを共ともにしている。


　いわゆる『スパイ』にはほど遠いイメージだが、なにも情報を集めるためにジェームズ・ボンドのような大だい冒ぼう険けんをする必ひつ要ようはない。軍幹部のなにげない一言や、新聞の経けい済ざい欄らんの小さな記事、見み慣なれない艦かん船せんの入にゆう港こう──そういったことだけで、多くのことが推すい測そくできる。そして、それこそが情報部の本ほん来らいの仕し事ごとなのだ。


「当たり前の話ですが、南北両軍は相そう当とうに神しん経けい質しつになっとりましてね」


　ハンターは説明した。


「ざっとみた限りでも、深しん刻こくな事じ態たいですよ。両軍あわせて、味み方かたへの誤ご射しやが三件、民みん間かん人じんへの発はつ砲ぽうが四件。南北両軍の間で、戦せん端たんが開かれていないのが不思議なくらいです。ですが、これも時間の問題でしょう」


「もしそうなったら？」


「ヴィクトリア湾わんを挟はさんで、すさまじい撃うち合いになるでしょうな。なにせ拳けん銃じゆう以い外がいの火か器きはなんでも届とどきます。小銃、機き関かん銃、迫はく撃げき砲ほう、ロケット、ＡＴＭ……おそろしいことになるでしょう。たちまち火の海です。ごらんの通りの街まち並なみですからな」


　分ぶん割かつ以い来らい、北中国軍と南中国軍はヴィクトリア湾を挟はさんでにらみ合っている。それが戦せん闘とうへと発展しないのは、香港を火の海にしたくない両軍の意い向こうが働いていたからだ。しかしこのＡＳでのテロで、そのたががゆるみはじめている。


「市民は？」


「ずいぶん前から、避ひ難なんをはじめとりますわ。南む中こ国う側がわの住民は内ない陸りくの新サン界ガイの方へ。北こ中ち国ら側の住民は香港島の南部と大ラン嶼タオへ。……ま、女子供が中心ですけどな。私も家内を大ラン嶼タオの別べつ荘そうに送りましたよ。南北の行き来は、両軍の厳げん戒かい態たい勢せいでほとんど途と絶だえとります。港は入港禁きん止し、啓カイ徳ダク、赤[image: ]角チエクラツプコツクの両空港の便びんもほとんどキャンセル。株かぶ価かと為替かわせは目を覆おおわんばかり。まったく……分割後もどうにかやってきたのに。このままでは本当にベルリン化ですわ」


「でも、どうにかなってたのね」


　マオが意外そうにつぶやくと、ハンターは優ゆう越えつ感かんもあらわに片かた眉まゆをつり上げた。


「それが中国人ってもんです。老ろう獪かいにして活力にあふれ、あきれるほどに商しよう魂こん旺おう盛せい。本ほん音ねと建たて前まえ、陰いんと陽ようとを自じ在ざいに操あやつる」


「はあ」


「中ちゆう華か料理を食べてごらんなさい。この民族とこの文明の巨きよ大だいさがよくわかります。西洋人ごときがほんの一〇〇年ででっちあげたイデオロギーなんぞ、実のところは取るに足らないわけでして。あの分ぶん割かつ劇げきはね、私ら商あき人んどにとっては危き機きと好こう機きの両方だったんですわ。没ぼつ落らくした者もいれば、財ざいを築きずいた者もいる。いつものことです。たとえ政せい治じ的てきに分割され、両軍が駐ちゆう留りゆうしても、ついおとといまで南北の行き来は比ひ較かく的に簡かん単たんでした。要するに──魚うお心ごころあれば水心、ですよ」


　まるで自分のことも生きつ粋すいの香港人だと思っているような、誇ほこらしげな口くち振ぶりだった。この場にいる白人はハンターだけなのに。


「それで、問題のＡＳは？」


「依い然ぜんとして、まったく所しよ在ざいがつかめない状じよう態たいですわ。前に現われたのは三時間前、香港島側の[image: ]サウ箕ゲイ湾ワンです。被ひ害がいはＡＳ二機と装そう甲こう車しや一輛りようが大たい破は。北中国軍の兵士が四名死し傷しよう、民間人には八名の重じゆう軽けい傷しよう者しや……ひどいもんです」


「都市に潜ひそんでいるのは間ま違ちがいないのね？」


「断だん言げんはできませんがね。香港支局うちの分析官アナリストとＡＩは、そう考えとります。私の長年の直ちよつ感かんも。とはいえ、その都市部こそが厄やつ介かいでしてね……」


　ハンターは地図を広げて、専門的な説明をはじめた。ありとあらゆる情報を徹てつ底てい的てきに検けん討とうし尽つくした、委い細さいのないプロの意見だった。そしてその一言一言から、ハンターがこの香港を深く愛していることがマオたちにもよくわかった。


　不ふ可か視し型がたＥＣＳの運用方法を熟じゆく知ちするマオと宗介が助じよ言げんをして、ハンターたちの分ぶん析せきをさらに絞しぼり込む。実りのある議ぎ論ろんだった。マオたちもハンターたちも現げん場ばの人間だ。上じよう層そう部ぶでの情報部と作戦部の不ふ協きよう和わ音おんなど、彼らには関係なかった。


「ほかには？　除じよ外がいできる地ち域いきや条じよう件けんは」


　ＡＩの端たん末まつのキーボードを叩たたきながら、ハンターが言った。


「ハトやカラスが多い地ち域いきは除じよ外がいして」


「ふむ。なぜ鳥が？」


「どうも鳥にはＡＳが見えるみたいなのよ。ＥＣＳは紫し外がい線せんまで隠いん蔽ぺいできないから、たぶんそのせいね。特にカラスはギャアギャア騒さわいで上空を飛び回るんで、いろいろと面めん倒どうだわ。犬もね。ＥＣＳのオゾン臭しゆうに敏びん感かんなの」


「ははあ……さようで。ほかには？」


　マオは宗介の横顔を見た。


「こんなところかしらね。……ソースケ？」


「ん？」


　我われに返った様よう子すで、宗介が言った。


「ほかにない？」


「あ……ああ。特にない」


　マオの目には、宗介がいつになく集中力に欠けているように見えた。〈トゥアハー・デ・ダナン〉を出たころから、ずっとだ。


　端たん末まつの画面をにらんでいたハンターが、感かん嘆たんの声をあげた。


「たいしたもんです。香港島側で四九か所、九クー龍ロン側で七八か所。これなら、情報部うちの者と手分けして半日で回れますよ」


「条件が合ってれば……だけどね。見つけたら、隙すきを狙ねらって一いち撃げきでしとめましょう」





　さっそくハンターの部下とマオたちとで、敵てきＡＳの潜せん伏ぷく先さきの候こう補ほを偵てい察さつすることになった。時間の猶ゆう予よはあまりない。


　マオたち作戦部側も、三チームに分かれて偵察を手伝うことになった。


　宗介とマオは、ヴィクトリア湾を渡わたって九龍半島に行く。


　ヤンとウーは、現在の香港島の中を探す。


　三つ目のチームは、彼らを乗せてきた輸ゆ送そうヘリだ。ＥＣＳで透とう明めい化かし、上空から香港全ぜん域いきをＥＣＣＳ（対ＥＣＳセンサー）で捜そう索さくする。市し街がい地ちではＥＣＣＳの効果が期き待たい薄うすだったので、主に郊こう外がいや大小の島々を担たん当とうする。


　ハンターから借りた二台のライトバンには、青い字ででかでかと『狩人清潔有限公司』とペイントしてあった。ハンター清せい掃そう会社。ただそれだけの意味なのだが、中国語になじみのない宗介にとっては、ずいぶんと妙みような表記に見えた。


「あのオッサン、ずいぶん手広く商売してるみたいね……」


　ビルの地下の駐ちゆう車しや場じようで、マオが腕うで組ぐみして言った。すでに四人は清掃会社の作さ業ぎよう服ふくに着き替がえていたが、宗介が一番似に合あっていなかった。


「免めん許きよ証しようは持った？　営えい業ぎよう許きよ可か証と通行証も確かく認にんして。偽ぎ造ぞうパスポートとクレジット・カードは別のポケットにしまっておくこと。銃じゆう器きは各自一いつ挺ちようのみ。発はつ砲ぽうは原則禁止。連れん絡らくは随ずい時じ。戒かい厳げん令れいが出てるんだから、気を付けるのよ」


「検けん問もんで軍や警察に拘こう束そくされそうになったら？　ハンターの息がかかってない部隊も多いんだろ？」


　ヤンが言った。


「そうね。だから気を付けなさい。逃にげられるなら、逃げてもいい。でも発はつ砲ぽうはダメ。何の罪つみもない軍の連中を撃うつなんてもってのほか。あとはよきに計はからうように。捕つかまったら、ハンターが手を回すまでは厳しい尋じん問もんを受けるでしょうね。たとえ拷ごう問もんをくらっても、口を割わらないこと。以上」


「キツいなぁ……」


「それよりも、敵てきを発見したときのことを心配しなさい。連れん絡らくも許可もなく殺されたら承しよう知ちしないからね。いい？」


「了りよう解かい」


「じゃあ行くわよ」


　四人は清せい掃そう会社のライトバンに分乗し、駐ちゆう車しや場じようを出た。


　二手に分かれ、街まち中なかへ。ヤンたちの車はヴィクトリア・ピークの方に向かう。


　宗介の運転する車は、並なみ木きに囲まれた急な坂道を数分走り、中ヅオン環ワンの中心部に出た。徳デ・輔ボー・道ロードの両側には天を突つくような超ちよう高こう層そうビルが建たち並ならび、まるで人工の谷たに間まをゆくようだった。田舎いなか育そだちの宗介は、その偉い容ようにいささか圧あつ倒とうされた。


　曇くもり空ぞらが、ひどく狭せまい。


　中ヅオン環ワンは、東京でいったら新宿か丸の内にあたるビジネス街がいのはずだが、人の姿すがたはまばらだった。車の交通もだ。道路の中央を走る二階建ての路面電車トラムは、運転手のほかはほとんど無人だった。レールをこする金きん属ぞくの音が、あたりにむなしく響ひびいている。


「驚おどろいたわね……。こんな中環セントラル、見たことないわ」


　閑かん散さんとした市し街がいを見み渡わたして、助じよ手しゆ席せきのマオが言った。


　広い五ご差さ路ろまで来ると、警けい戒かい中ちゆうの北中国軍の装そう甲こう車しやとＡＳが見えた。オリーブ色のRk─92〈サベージ〉だ。北きた朝ちよう鮮せんに供きよう与よされているのと同タイプの、輸ゆ出しゆつ向むけ仕し様ようだった。


　道なりに東へ向かい、灣ワン仔チヤイを抜けて銅タン鑼ロー湾ワンへ。


　ビルの谷間はどこまでも続く。香港名物の『招ジウ牌パイ』が多くなってきた。緑や赤の派は手でな看かん板ばんがビルから突つき出し、道路の上空を覆おおい尽つくしている。


『雅胎美容護膚中心』


『展藝設計装飾公司』


『福村東苑菜館』


『華爾登影音器材有限公司』


『新華中西薬行』


『富瑶海鮮酒家』


『佛如來素會』


『釣藝琴行文化藝術中心』


　漢字が苦にが手てな宗介には、日本語での読み方さえわからないものばかりだった。電でん飾しよく式しきの看かん板ばんはもちろん、最新のホログラム看板も数多く目に付く。初歩的なＥＣＳの技ぎ術じゆつが、民みん生せい品ひんに転用されたものだ。


　海底トンネルの入り口まで来た。このトンネルを抜ぬけて、南中国軍の支し配はいする九クー龍ロン半島側がわへ移い動どうするのだ。


　トンネルの入り口は、厳げん重じゆうな警けい戒かい態たい勢せいがしかれていた。〈サベージ〉四機と装そう甲こう車しや二に輛りよう、重じゆう武ぶ装そうの歩兵が六〇名以上。土ど囊のうがあちこちに積つみ上げられ、有ゆう刺し鉄てつ線せんのフェンスと機き関かん銃じゆう座ざが設もうけられている。


　トンネル内の少し先に、通つう関かんゲートがあった。何台かの民間人の車が列を作り、兵士とあれこれ言い合っている。その民間人たちはけっきょく通行を認みとめられず、その場でＵターンして追い返されていた。


　手はずでは、ここの守しゆ備び隊たいの責せき任にん者しやに、ハンターが電話で一声かけているはずだった。


「さて、すんなり通してもらえるかしら……」


「ハンターのコネが確たしかならな」


　ＡＫＭライフルを肩かたにかけた兵士が、ゲートの前で両手を広げ、広東語で『止まれ』と告つげた。運転席の方に回ってきて、窓まど越ごしになにかをまくし立てる。


　ここに来るヘリの中で暗あん記きしてきたのは、日にち常じよう会話のさわりの部分だけだったので、宗介には相手の言葉がさっぱりわからなかった。


「マオ、たのむ」


「明メン白バツ[image: ]ラ。開ホイ窗チヨン」


「？」


「『わかった。窓を開けて』、よ」


「…………」


　宗介は従したがい、車のパワー・ウィンドウを開けた。あとはマオがぺらぺらと、広東語で話すのを横から見ているだけだった。営業許可証と通行証を見せて、彼女がなにかを説明すると、宗介に向かって兵士が告げた。


「可ホー以イー」


「……？」


　マオが宗介の肩かたをつつき、車の正面を指さした。


「[image: ]ネイ睇タイ。我[image: ]可以走[image: ]ゴーデエイホーイーツアウラツ」


　目の前のゲートががらがらと開いていく。『行け』という意味だと解かい釈しやくして、宗介は車を発進させた。これで第一関かん門もんは、問題なくクリアしたことになる。


　宗介たちのライトバンは、ヴィクトリア湾わんの下を抜ぬけるトンネルを走っていった。他の車はまったくない。三車線のだだっ広い道路に、彼らのバンが一台だけだ。


「たまげたわ。このトンネル、いつもは大だい渋じゆう滞たいだったのよ」


「驚おどろいてばかりだな」


「そりゃあね。以い前ぜんの香港を知ってたら、だれだってショックよ」


「そういうものか」


「だって想そう像ぞうしてみてよ。もし東京が、こんな状じよう態たいになったらどう思う？」


　意外なことを言われて、宗介は内心でぎくりとした。


「シンジュクとギンザが真まっ二ぷたつに分かれて、戦争の一歩手前でにらみ合ってるようなもんよ。おしゃれした子が買い物したり、アイスクリーム舐なめたりしてるはずの街まちが──いまじゃ装そう甲こう車しやとＡＳだらけ。散さん歩ぽにちょうどいいベイサイドには、巨きよ大だいなトーチカと掩いん蔽ぺい壕ごうが幅はばを利きかせてる。この香港が！　こいつは異い常じようよ。この世界は狂くるってるわ」


「…………」


　宗介はそのときはじめて、自分が半年を過すごしたあの町が、『平和』だったのだと理り解かいした気がした。戦車もない。ＡＳもない。賄わい賂ろを要よう求きゆうする警けい官かんや兵士もいない。道路には車と人があふれ、にぎやかな音楽と笑い声がある。


　平和な東京。平和な学校。平和な教室。そして──


「ソースケ？」


「ん？」


「どうかしたの？」


「……いや、なんでもない」


　脳のう裏りに浮うかびかけた面おも影かげを、宗介は振ふり払はらった。


「気を付けて。南軍側の通つう関かんゲートよ」


「ああ。わかってる」


　トンネルの出口はまだだったが、金かな網あみでふさがれたゲートが見えた。南中国軍側の支配する、九龍半島の入り口だ。こちらの指し揮き官かんにもハンターが頼たのみを入れているはずだった。二、三のやりとりのあと、兵士はあっさり彼らを通してくれた。


「こんなものか」


「意外ね……」


　あっさりと両りよう陣じん営えいの検けん問もんを通つう過かできたことに、二人は拍ひよう子し抜ぬけしていた。なにしろこの厳げん戒かい態たい勢せいである。すこしはヒヤリとする一ひと幕まくがあるだろうと、覚かく悟ごしていたのだ。


「どうやらハンターは大物のようだ」


「そうね。ここまで両軍に顔が利きくんだから。まあ、まっとうな商売だけをしているとは思えないけど」


「だろうな」


　一番ありそうなのは、両軍の軍ぐん需じゆ物ぶつ資しの横流し品を買い取る商売だろう。赴ふ任にん中ちゆうの蓄ちく財ざいに精せいを出す軍ぐん幹かん部ぶに恩おんを売って、同時に弱みを握にぎる。情報部員にとっては一石二鳥だ。宗介はそういうタイプの男を、たくさんの紛ふん争そう地ち帯たいで見ていた。


「そろそろ、この辺あたりだ」


　宗介たちの車は、近代的なホテルの立ち並ならぶ道路に入った。この近くに、リストアップされた候こう補ほの一つがある。ＡＳが潜ひそむのにちょうどいい、建設中の貿ぼう易えきセンターだ。香港ではあまり実じつ績せきのないマレーシア系の業者がその工事を受じゆ注ちゆうしており、書類上にもいろいろと不ふ明めいな点が多い。


「いきなりドンピシャだったら、どうしよっか」


「どうもしない。常つねにそのつもりでいるべきだ」


　三方をホテルやショッピングセンターに囲まれた、広い公園の前を通る。


　公園の入り口に、南中国軍のＡＳが警けい戒かいに立っていた。Ｍ６〈ブッシュネル〉の初しよ期き型がたで、ＥＣＳを搭とう載さいしていない輸ゆ出しゆつ向むけモデルだ。そのすぐそばに、イギリス製せいの電でん源げん車しやが止まっている。長い時間の待たい機きなので、経けい済ざい的てきな動力源に接せつ続ぞくしているのだろう。


（あの電源車は……）


　ふと思い出した。あの電源車は、順スン安アンで彼女を助け出した直後に、敵てきから奪うばったのと同じモデルだ。あのときは彼女がひどく騒さわぎ立てて、説明が大変だった。こちらの言うことを信じようとせず、敵てき弾だんが飛んでくるただ中で、『相良さがらくん、落ち着いて。あなたは錯さく乱らんして、妄もう想そうに取り付かれてるの！』だのと、諭さとして聞かされたのだ。


『相良くん』……？


　そうだった。まだあのころの彼女は、俺おれのことをそう呼んでいたんだ。それが『ソースケ』になったのは、いつだったろうか？　あれは確たしか──





「ソースケっ!?」





　マオの悲ひ鳴めい。はっとする。


　自ヽ分ヽのヽ運ヽ転ヽすヽるヽ車ヽがヽ、赤ヽ信ヽ号ヽのヽ交ヽ差ヽ点ヽにヽ突ヽっヽ込ヽんヽでヽいヽたヽ。


　けたたましいクラックション。タクシーが一台、左から迫せまる。ブレーキの悲鳴。車体がつんのめる。アスファルトをこすらんばかりに沈しずみ込むバンパー。甲かん高だかい音と、火花と、衝しよう撃げき。バンパーをタクシーがむしり取っていった。


　車体が蹴け飛とばされたように右へと跳はね、破は片へんを散らして横よこ滑すべりした。





　宗介たちの車は、交差点の真ん中で止まっていた。


　急きゆう停てい止ししたタクシーの運転手が、車外に飛び出してなにかを怒ど鳴なっていた。つい今しがた通り過ぎた公園の方から、兵士が四人、こちらに駆かけてくる。Ｍ６はその場から動くことはなかったが、頭部がしっかりとこちらを注ちゆう視ししていた。


　助手席のマオが、青ざめた顔で彼を見ていた。あまりのことに、悪あく態たいさえ出てこない様よう子すだった。


「っ……。とにかくあたしに任まかせて。あんたは黙だまってなさい」


「俺おれは──」


「いいから、なにもするな！」


　ぴしゃりと言って、彼女は車外に出た。


　マオが駆かけつけた兵士に向かって、困り果てたような声でなにかを呼びかける。


「麻マー煩フアン哂サー[image: ]イレイ……」


『すみません、不注意で』くらいの言葉だろう。しかし兵士たちは彼女のあっけらかんとした物言いには反はん応のうせず、いきなりライフルを突きつけた。


　だまれ、とでも叫さけんだのだろう。


　悪いことに、兵士たちの物もの腰ごしは殺さつ気きだっていた。ここ数日の厳げん戒かい態たい勢せいで、神しん経けんがすり減へっているのだ。


　マオの肩かたをつかんで強ごう引いんに地面にねじ伏ふせると、兵士たちは次に運転席の宗介を車から引っ張り出した。見ればタクシーの運転手も、同じように取り押おさえられている。運転手は哀あわれっぽい声をあげて兵士にすがり、非ひ難なんするように宗介たちを指さしていた。


　後ろ手に引っ立てられたマオが、必死になにかを弁べん明めいしている。巧こう妙みように同情を誘さそうような声だったが、効こう果かのほどは疑うたがわしかった。


　最悪だった。


　戦せん闘とう中ちゆうの判はん断だんミスならまだしも、これはまったくの不注意からくる交こう通つう事じ故こだ。こんな愚おろかな失しつ敗ぱいをしたことはかつてない。宗介自身にとっても、信じられないような大だい失しつ態たいだった。このまま拘こう束そくされては、偵てい察さつどころの騒さわぎではない。なんとか手だてを考えなければ──そう思った、その瞬しゆん間かん。


　三〇メートル向こうに立っていたＭ６が、轟ごう音おんをたてて膝ひざを落とした。


「……!?」


　細長い頭部が、なにかの力で無む理り矢や理りにねじ切られた。首から火花をほとばしらせ、ケーブルやパイプ類るいを引きずりながら、まるで妖よう怪かいのろくろ首のように、頭部が虚こ空くうに引っ張り出されていく。かすれた金きん属ぞくの断だん末まつ魔ま。ずんぐりとした体型のＭ６が、もがき、手足をばたつかせ、見えないなにかにつかみかかろうとしていた。


「嘩ワ……」


　Ｍ６の巨体が、轟ごう音おんをたててはじき飛ばされた。


　道路を横切り、公園の向かいのホテルにぶつかると、コンクリートとガラスの破は片へんが舞まい散る。ぱっと白い埃ほこりが噴ふきあがり、あたりにもうもうと立ちこめたかと思うと、そのただ中に巨きよ大だいな電光が瞬またたいた。


　ＥＣＳの不ふ可か視しモードだ。


　青い光の残ざん滓しをまとって、一機のＡＳが姿すがたを見せる。


　逆三角形の上半身に、菱ひし形がたの頭部。灰はい色いろと暗い青の迷めい彩さい色しよく。そして、一度見たら忘れない、あの赤い一つ目。


　ヴェノムだ。


　兵士たちは息を飲み、どこか禍まが々まがしいその機き体たいの姿に視し線せんを釘くぎ付づけにしていた。


　ヴェノムはちぎり取ったばかりのＭ６の頭を、無む造ぞう作さに路ろ上じようへ放り投げた。ひしゃげたセンサーと機き関かん銃じゆうの塊かたまりが、近くに止めてあったベンツの上に落ちて、屋根とフロントグラスをぐしゃりと潰つぶした。背中からアサルト・ライフルを抜ぬき、なおも動こうとするＭ６めがけて、至し近きん距きよ離りからフルオートで発はつ砲ぽうする。Ｍ６はなすすべもなく、腕うでや足をばらばらに吹き飛ばされて、爆ばく発はつした。


　すさまじい爆音、熱ねつ風ぷうと衝しよう撃げき波はが宗介たちのいる交差点にまで及んできた。マオが運転手に飛びついて、彼を強ごう引いんに伏ふせさせた。彼女はその直後に、宗介が呆ぼう然ぜんと突つっ立ったままでいることに気付いて、驚おどろきに目を見開いていた。


　騒さわぎを聞きつけ、近くで警けい戒かいをしていた別のＭ６が駆かけつけてきた。ヴェノムの向こう、ホテルの角から半身をさらして、ライフルを向ける。マオが身を起こし、今度は宗介に飛びついた。


　発はつ砲ぽう。


　ヴェノムが左腕を振ふり上げた。機き体たいの手前で、無む数すうの砲ほう弾だんがはじけ飛ぶ。例の見えない壁かべだ。弾だん道どうのそれた弾丸が、周しゆう囲いのビルや看かん板ばんに命中し、破は壊かいの嵐あらしが吹ふき荒あれた。


「救ガウ命メン呀ア……！」


　身動きさえままならない。轟ごう音おんの中で、兵士たちが悲鳴をあげる。マオと宗介の周囲にも破片が降ふり注そそいだ。


　新あら手てのＭ６をライフルであっさりと撃げき破はすると、ヴェノムはこちらに向かって疾しつ走そうしてきた。だれかが絶ぜつ望ぼう的てきな声をあげる。灰はい色いろの機き体たいが間ま近ぢかに迫せまり、彼らの手前で大地を蹴けった。爆ばく発はつのような衝しよう撃げきでアスファルトが粉々に砕くだかれ、ヴェノムの姿すがたがかき消える。


「…………っ」


　たちこめた埃ほこりをはらって頭上を見上げる。ヴェノムはビルの屋上に着地していた。地上二〇階の高さだ。ワイヤーガンを併へい用ようして、瞬またたく間まにあの高さまで移い動どうしたのだろう。Ｍ９にひけをとらない跳ちよう躍やく力りよくだ。


　機体の赤い一つ目は、宗介たちにはまったく注意を払はらっていなかった。もっと遠くを見ている。南中国軍の動きを確かく認にんしているのだろう。


　付近一いつ帯たいを睥へい睨げいしてから、ヴェノムはその身をひるがえし、ＥＣＳを作さ動どうさせた。灰色の機体が透とう明めい化かしながら、屋上の向こうに消えていく。


　戦せん闘とうはそれきりだった。


　煙けむりのたちこめる交差点。飛んできた破片で腕うでを怪け我がした兵士が、大げさに騒さわぎ立てていた。もう一人が怪我の様子をみて、ああでもないこうでもないと早口で喋しやべる。四人の中ではいちばん経験の豊かそうな一人が無む線せん機きに向かってなにかをがなり立て、残る一人は呆ぼう然ぜんと、交差点の真ん中に突つっ立っていた。


　南中国軍の兵士たちは、すっかりマオたちに関心をなくした様子だった。


　マオが一人に話しかけると、その相手はぺらぺらと受け答えしてから、あわてて燃え上がるＭ６の方へと走り出した。彼女はタクシーの運転手になにかを告つげ、ハンターの会社名が書かれたライトバンを親指で差す。運転手はすこし不ふ服ふくそうな顔をしたが、さらにマオがなにかを言うと、納なつ得とくした様子で自分の車へと歩き出した。


「いくわよ」


　宗介に寄ってきて、マオが小声で耳打ちした。


「いいのか……？」


「〝おまえらの事じ故こがなかったら、俺たちはたぶんＭ６のそばで踏ふみ潰つぶされて死んでいた。だから大目に見といてやる〟だってさ」


　そう言って、彼女はバンパーのなくなったライトバンに、さっさと乗り込んだ。当とう然ぜん、運転席の方だった。


　不服など唱となえられるわけもなく、宗介は黙だまって助じよ手しゆ席せきに座すわった。


　交こう通つう事じ故ことヴェノムの目もく撃げき。まったく予想しなかった出で来き事ごとが、畳たたみかけるように起きたことで、宗介は少なからず動どう揺ようしていた。かなめの護ご衛えいを解とかれたことや、クルーゾーとの勝負に完かん敗ぱいしたこと──それらに並ならぶショックだった。


　俺はいったい、なにをやっている？


　あのタイミングでヴェノムが現あらわれなかったら、自分たちはあのまま南軍の兵士に拘こう束そくされて、さらに面めん倒どうなことになっていただろう。


　この皮ひ肉にくはなんだ？


　この皮肉。まったく制せい御ぎよができない、この現実。


　四し肢しが萎なえるような無む力りよく感かんが、彼の心身をむしばんでいく。いまや宗介には、なにもかもが分からなくなっていた。


　エンジンをかけ直し、マオが言った。


「信号無む視し。末まつ期き的てきね」


「すまない」


「彼女のことでも考えてたの？」


「…………」


　黙だまっていると、マオがいきなり胸ぐらをぐいっとつかみ寄せた。


「いまは忘れなさい。それができないなら、すぐに車を降りなさい。事じ情じようはわかる。でもね──あたしはそこまで優やさしいお姉さんじゃないわよ？　とばっちりで死ぬのはごめんだわ……！　これじゃ、あたし一人の方がよっぽど安全ね」


　彼女がそう言うのは当然のことだった。対たい等とうな関係だと認めているからこそ、こうして厳きびしい態たい度どをとるのだ。ここで同情を示すのは、同どう僚りようとしても友人としてもまちがっている。


　だが、そんなマオの正しさが、いまの宗介にはどうしようもなく疎うとましかった。


「……そうだな」


　宗介は通つう信しん機きや各かく種しゆ装そう備びの詰つまったバッグをつかむと、助手席のドアを開けた。


「ソースケ？」


「すまない。俺には……もう無む理りだ」


「ちょ……」


「任にん務むを続けてくれ」


　車から降りて、建けん材ざいや瓦が礫れきの散らばる路ろ上じようを、一人で歩き出す。無む論ろん、行くあてなどない。マオが背はい後ごでなにかを叫さけんでいたが、彼の耳には届とどかなかった。


　どうでもよかった。なにもかも。〈ミスリル〉の任務も、ヴェノムのことも、〈アーバレスト〉やアルのことも、この街まちの命めい運うんも。







一〇月二二日　一五五三時（中国東部標ひよう準じゆん時じ）


香ホン港コン島特別区上シヤン環ワン










　マオや宗そう介すけたちと別れてから、すでに三時間。


　その間にヤン伍ご長ちようとウー上じよう等とう兵へいのコンビは、一一件の潜せん伏ぷく先さき候こう補ほをチェックし終えていた。どれもまったく成せい果かなし。


　上シヤン環ワンの一角、高こう層そう住宅が建たち並ならぶ地ち域いきを、ヤンの運転するライトバンがのろのろと走る。ヴィクトリア山の斜しや面めんに建けん設せつされたこの街には、急な坂道ときついカーブがたくさんあった。


「……飛ばしてみたい」


　こういう道に来ると、故こ郷きようの大邱テーグの郊こう外がいで、毎晩のように峠とうげを攻せめまくっていたあの頃ころの血が騒さわぐ。そして『なんで自分はこんな場所で、こんな傭よう兵へいなんかやってるんだろう？』と、いつも疑ぎ問もんに思うのだった。


　答えは、金がなかったからだ。ちっぽけな自動車修しゆう理り工こう場じようの三さん男なん坊ぼうに生まれた彼には、レーサーを目指すような経けい済ざい的てきゆとりはまったくなかった。さらに皮ひ肉にくなことに、彼は車の才能よりも、兵隊の才能の方に恵めぐまれていた。徴ちよう兵へいでいやいや陸軍に入り、いやいや訓くん練れんをこなしているうちに、基き地ちの将校が彼に目を付け、空くう挺てい部ぶ隊たいへの推すい薦せん状じようを押おしつけた。それからなにかの間ま違ちがいで、いまなお本国でも極ごく秘ひ扱あつかいの『実じつ戦せん』に巻き込まれ──あとは野となれ山となれ、だ。


　そして自分は、まだここにいる。こんなライトバンの、こんな運転席に。


「だめですよ、伍長」


　ウーが横から釘くぎをさした。


「自じ重ちようしてください。俺らがなにかしくじったら、敵てきじゃなくて曹そう長ちように殺されます」


「……わかってるよ。ほら着いた。ここだ」


　彼らが止まったのは、建けん設せつ中ちゆうの高こう層そうマンションの前だった。ここにはＡＳが隠かくれるのにはおあつらえ向きの地ち下か駐ちゆう車しや場じようがあり、しかもあまり実じつ績せきのない外がい資し系けいの業者が工事を受じゆ注ちゆうしている。


「ウルズ９より各位。これよりポイント28を洗う。一五分たって連れん絡らくがなかったら輪わを縮ちぢめてくれ」


『ウルズ２了りよう解かい』


　無む線せん機きの向こうから、そっけないマオの声。なぜか一度も宗介の声では応おう答とうがない。九クー龍ロン半島の方でヴェノムがまた出しゆつ現げんしたことは聞いていたが、なにかトラブルでもあったのだろうか？


『ワンフーＨＱ了解。お気をつけて』


　これはハンターの声。


「行くぞ。気を抜ぬくなよ、ウー」


「へいへい……」


　二人は車を降りて、建設中のマンションに近付いていった。


　ハンターの情報では、このマンションは三日前から工事が止まっているそうだった。『労ろう働どう争そう議ぎ』というのがその理由らしかったが、裏はとれていない。


　竹の足場とネットをくぐり、薄うす暗ぐらい屋おく内ないへ。


　サイレンサー付きの自じ動どう拳けん銃じゆうを抜く。いまのところ、人の気け配はいはなかった。音を立てないように、注意深く階段を下りていく。駐ちゆう車しや場じようへの入り口は、まだまだ扉とびらがついていなかった。からっぽの戸口の前で聞き耳をたて、目め線せんと手信号でウーに合あい図ず。地ち下か駐車場へと音もなく踏ふみ込む。


　がらんとしたコンクリートの空間。車はなく、工事用の資し材ざいが積つんであるだけだった。


「はずれです。これで八件──」


「しっ……！」


　駐車場の片かた隅すみ、無む造ぞう作さに放ほう置ちされたセメント袋ぶくろの山の陰かげに、足が見えた。だれかがセメント袋の向こうに横たわっているのだ。ウーも気付いて、口をつぐんだ。


　二人で全方位を警けい戒かいしながら、その場へと近付く。


　横たわっていたのは、男の射しや殺さつ体たいだった。


　四〇代。薄うす汚よごれた作さ業ぎよう着ぎ。頭部を撃うち抜ぬかれている。


「っぷ。……ここの作業員ですかね？」


　遺い体たいから顔をそむけて、ウーが言った。


「ああ。たまたま忘れ物をとりにきたら、ばったり出会っただれかに撃うたれた……って感じかな……。気きの毒どくに。だいたい……死し後ご二日くらいか」


　冷れい静せいに死体を探り回して、ヤンは言った。小さな蛆うじ虫むしのわいた口を素す手でで開き、口こう腔こうをチェックする。爆ばく発はつ物ぶつなどは仕し掛かけられていないようだった。


「よく時間がわかりますね」


「死し後ご硬こう直ちよくの弛し緩かんが進み、腐ふ敗はいがはじまっている。ほかの判はん断だん材料は、粘ねん膜まくの乾かん燥そうや眼がん窩こうの状じよう態たい、死し斑はんの色……そんなところかな。正確な時間は、検けん屍し解かい剖ぼうでもしないとわからないけど」


「ははあ……。ここがアジトだったんですかね」


「わからない。ただ、ここを隠かくれ家がの一つとして利用していたとしても、敵てきは二度と近付かないだろうしね。それよりも犯はん人にんの『置おき土産みやげ』に気を付けてくれよ」


「置き土産？」


「トラップだよ。爆ばく弾だんが警けい報ほう代わりになる」


　にわかに落ち着かない様よう子すになって、ウーがあたりをきょろきょろした。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。ただしぼくが触さわったもの以外には触らないこと。いいね？」


「了りよう解かいです。しかし……その、伍長もやっぱりＳＲＴなんですね」


「？」


「いえ、なんでもないっす。……それより、そのおっさんの胸……」


「ああ」


　それにはヤンも気付いていた。遺い体たいの作業着の下にのぞくＴシャツに、なにか不ふ自し然ぜんな染しみが見えるのだ。最初は付ふ着ちやくした血が変色したものかと思ったが、どうもそうではないらしい。罠わなに気を付けながら、注意深くファスナーをおろす。


　染みではなかった。黒いマジックで、英字が書き込んであった。


《バダフシャンの虎とらの子へ。ツィムシャツォイのハミドラーに会え》


　それだけだった。


「……意味、わかります？」


「まさか。さっぱりだよ」


　肩かたをすくめて、ヤンは無線機のスイッチを入れた。







一〇月二二日　一六一四時（中国東部標ひよう準じゆん時じ）


南シナ海　〈トゥアハー・デ・ダナン〉










　頭上は大だい渋じゆう滞たいだった。


　入港を禁きんじられたせいで、香ホン港コンの手前で立たち往おう生じようしている船せん舶ぱくがたくさん待たい機きしているのだ。普ふ通つうでは考えられないような船舶の量りようなので、ソナー室と目標運動解析ＴＭＡシステムの忙いそがしさといったら、この艦かんはじまって以い来らいのものだった。


　テッサは自艦を、海底すれすれの深さで這はうようにして進ませた。下手へたに潜せん望ぼう鏡きよう深しん度どに上がろうとしたら、商船に衝しよう突とつする危険さえある。高こう周しゆう波はソナーで海底の地形を注意深く探りながら、鯨くじらがダンスを踊おどるように、ゆっくりと。時間がかかる上に、えらく神しん経けいのすり減へる操そう艦かんだったが、哨しよう戒かい中ちゆうの南中国軍に発見されるよりはましだった。


《艦長。情報部からのインテリジェンス・メッセージです》


　艦のＡＩ〈ダーナ〉が告つげた。水面に浮ふ上じようさせておいた〈タートル〉のアンテナが、通信を拾ひろったのだ。テッサは操艦をマデューカスに任せて、艦内電話でカリーニン少しよう佐さを呼び出してから、その情報にさっと目を通した。


状じよう況きようはかなり悪くなっていた。


　北中国軍はヴェノムの破は壊かい工こう作さくを、ほとんど南軍の仕し業わざだと信じはじめている。南軍側の地区でも被ひ害がいは出ているのに、それを『自じ作さく自じ演えん』と疑うたがっているのだ。北ペ京キン政せい府ふ（人じん民みん解かい放ほう委い員いん会かい）の楊よう小しよう昆こん委員長は、『これ以上、広こう州しゆう傀かい儡らい勢せい力りよくの冒ぼう険けん的てき挑ちよう発はつが続くならば、中ちゆう華か人じん民みんの権けん益えきを守るため、然しかるべき軍ぐん事じ行動を起こす用意がある』と声せい明めいを発表。〈ミスリル〉の偵てい察さつ衛えい星せいが捉とらえた北中国軍の様よう子すも、それが脅おどしだけではないことをはっきりと示している。


　広州政府（中華民主連合）の張ちよう高こう楼ろう事じ務む総そう長ちようも、西側のマスコミの前に現あらわれ、北軍側の対たい応おうを非ひ難なんしていた。いわく、『北京はこの事件を利用し、三峡ダムの支し配はい権けんを手中に収おさめようと画かく策さくしている。われわれ民主政府は、北軍のいかなる軍事的恫どう喝かつにも屈くつすることはないだろう』。南軍の部隊も中国全土で、即そく応おう体制に入りつつあった。


　北軍はタイムリミットを指し定ていしていた。本日の二二〇〇時。それまでに香港の事じ態たいが収しゆう束そくするか、南軍側が何らかの誠せい意いを見せなければ、それ以後はなにが起きても責せき任にんは持てないという。


　つまり、内戦の再さい燃ねんだ。たくさんの人が戦せん火かに巻かれて死んでいくということだ。


　テッサは時計を見た。いまは一六三一時。あと五時間半しかない。


「早すぎるわ。なんてこと……」


　そう。早すぎるのだ。あと八時間待ってくれれば、どうにかヴェノムを仕し留とめてみせるのに。マオたちと情報部の偵てい察さつ作戦は、それくらいの時間的余よ裕ゆうを見み越こして立りつ案あんされたものなのだ。


〈ミスリル〉の上層部は、なにをしているのだろうか？　持てる限りの情じよう報ほう網もうを使って、南北両軍を説得してもらわなければ、自分の部隊だけではどうにもならない。一六歳さいの指し揮き官かんと、たった二百人の戦隊にすべてを託たくすつもりなのだろうか。


「作戦本部に繫つないで。回かい線せんＧ３」


《回線Ｇ３は、ごくわずかですが傍ぼう受じゆのおそれがあります》


「かまいません。急ぎなさい」


《アイ・マム。……それから回線Ｇ１に入電。ウルズ２です》


　今度は香港から直ちよく接せつの連れん絡らくだった。忙いそがしいことこの上ない。


「出して」


《イエス・マム》


　香港のマオから報ほう告こくがあった。


　ヤン伍ご長ちようが妙みようなメッセージと死体を見つけたらしい。情報部の偵てい察さつチームも、二件、それぞれ違ちがう場所で同じメッセージを発見していた。そちらには死体はなく、壁かべや床ゆかに殴なぐり書がきしてあったという。さらに地元の新聞にも三件、三行広告で同じ内容のものが掲けい載さいされているらしかった。


「『バダフシャンの虎とらの子へ』……？」


　メッセージを聞いたテッサは、眉まゆをひそめた。


「どういう意味ですかな。攪かく乱らんや陽よう動どう……とも思えませんが」


　マデューカスが言った


　バダフシャンという地名を、テッサは聞いたことがあった。もう四か月も前になることだが、その地名に深く関かかわる人物が、自分の周まわりには二人いる。


　艦かんのＡＩ〈ダーナ〉がメッセージを解かい析せきをしていたが、いかなる既き知ちの暗あん号ごう解かい読どくシステムを使っても、その内容を推すい測そくすることはできなかった。


『バダフシャン』はアフガニスタン東北部の地名。『尖ツイム沙シヤ咀ツオイ』は九クー龍ロン半はん島とうの中心街がいのことだ。そして『ハミドラー』はごくありふれたアラブ名。香港在住の『ハミドラー』という人物を検けん索さくしてみると、四名ほど該がい当とうがあった。情報部の方に頼たのんで、それら四名をあたってもらうよう指し示じを出す。


　そのおり、格かく納のう庫こからカリーニンが上がってきた。


「参まいりました」


「ちょうど良かった、少しよう佐さ。これを見てください」


　スクリーンにメッセージを表示させると、彼の眉み間けんのしわがより一いつ層そう深くなった。


「カリーニンさん。なにかわかりますか？」


「……一部は。『バダフシャンの虎』というのは、アフガン・ゲリラの伝でん説せつ的てきな司し令れい官かんの異い名みようです」


「アフガンの……？」


「はい。私も何度か手合わせしたことがあります。この『バダフシャンの虎』を排はい除じよするために、当時のソ連は何度か暗あん殺さつ者しやを彼かの地に送り込みました。その中には、八歳にも満たない子供の暗殺者もいたのです。しかし、暗殺の企くわだてはことごとく失しつ敗ぱいしました。慈じ悲ひ深い彼は、捕とらえた幼おさない暗殺者を我わが子として迎むかえ入れ、新たな名を与えたのです。その名前が──」


　カリーニンは一度口をつぐんでから、こう言った。


「『カシム』です」


「……カシム」


　二か月前のシージャック事件で、〈アーバレスト〉のミッション・レコーダーから、彼女はその名を聞き知っていた。


「大たい佐さ殿どの。サガラ軍ぐん曹そうを出していただけますか」


「ええ。……ＴＤＤＨＱよりウルズ２へ。ウルズ７に替かわってください」


『こちらウルズ２。ええと……』


　ノイズの向こうで、なにかを躊ちゆう躇ちよしたマオの声。


「どうしたの？」


『すみません。ウルズ７は……ここにはいません』







一〇月二二日　一七〇八時（中国東部標ひよう準じゆん時じ）


九クー龍ロン半島特別区（〝民主連合〟側）佐ジヨー敦ダン










　弱々しい風に吹ふかれて、紙くずが路ろ上じようを転がっていく。


　奇き妙みような風ふう景けいだな、と宗そう介すけは思った。


　無む数すうの看かん板ばん。無数の商店。この地区もおそらく、日ひ頃ごろは買い物客や自動車でごった返しているのだろう。


　いまはそれが、まるで廃はい墟きよのようだった。


　これから自分がどこへ行くつもりなのか、宗介にはわからなかった。


　なにもする気が起きない。もし自分の身体からだがＡＳだったとしたら、だれかにこの機き体たいの操そう縦じゆうを明け渡わたしてしまいたかった。あの白いＡＳと同じくらい、いまは自分の存そん在ざいが疎うとましかった。


　任にん務むを放ほう棄きした自分を、〈ミスリル〉は二度と信用しないだろう。仲間たちの失しつ望ぼうした顔と、軽けい蔑べつのまなざしを思い浮うかべると、腹の底がずんと重たくなるような気分がした。〈アーバレスト〉のことがあったとしても、彼らはもはや自分をあてにしようとは思わないはずだ。


　東京に帰ることもすこしは考えた。


　だが、自分はもうあの学校の生徒ではない。住む家もない。千ち鳥どりかなめを守る任にん務むもない。それに──あの街まちでは食っていけない。戦争がないのだから。自分の取とり柄えは戦うことだけだ。ほかのことは何も知らない。


　この街を北上して、中国大陸に行くのもいいかもしれない。金のある限かぎり北か西へ向かえば、どこかの紛ふん争そう地ち帯たいに行き当たる。傭よう兵へいの口くらい、いくらでもあることだろう。主しゆ義ぎも主しゆ張ちようもなく、その日その日を戦って生きていく。〈ミスリル〉に入る前と同じ生活だ。そうして、いつかはのたれ死にする。


　なかなか魅み力りよく的てきなプランに思えた。


　こういう精せい神しん状じよう態たいのとき、ほかの連れん中ちゆうならどうするだろうか？　〈ミスリル〉に入る前に知り合った傭兵たちは、よく酒を飲んでいた。酒を浴あびるように飲んで、騒さわいで、喧けん嘩かをして、しこたま反へ吐どをはく。とても楽しそうには見えなかったが、それでもなにかの気が紛まぎれるらしい。酒というのは、そういうものに思えた。


（酒……か）


　飲んでみようか、と思った。老ろう戦せん士しヤコブの教えでは、酒を飲むのは愚おろかな行こう為いだった。だが、それもこの際さい、どうでもいい。なにしろヤコブは死んだのだから。


　セブンイレブンが営業中だった。すこし感心しながら、店内に入る。食料品の棚たなは、ほとんどからっぽだった。この騒さわぎで、近きん隣りんの住民が買い占しめていったのだろう。


　ジャック・ダニエル一本と、英字新聞を手にとってレジに出した。持っていた五〇〇ドル札さつを払はらったら、店員の中年女は露ろ骨こつにいやそうな顔をしてから、細かい釣つりをどっさりと渡わたしてきた。


　一ブロック離はなれた小さな公園まで歩き、ウィスキーの栓せんを開けた。


　ためらいもせずに一口、ぐいっと飲む。たちまち妙みような苦みと、喉のどが焼けるような熱さが襲おそいかかってきた。思わずむせかえり、はげしく咳せきこむ。


　ひどい味だった。なんでこんなものを、みんな美味うまそうに飲むのだろう？　ヤコブの言う通りだ。


　酒さか瓶びんをくずかごに放り込み、新聞を広げた。


　ヴェノム関連の記事一色だった。もちろん『ヴェノム』というコード名は知られていない。謎なぞのＡＳに関するあらゆる情報、あらゆる憶おく測そくが書き連つらねられ、軍ぐん事じ評ひよう論ろん家かのコメントがずらずらと列れつ記きしてあった。おびえる市民。避ひ難なん路ろの混こん雑ざつ。経けい済ざいへの影えい響きよう。どれもひどい状じよう態たいだった。


　そこでふと──小さな三行広告の一つに目が止まる。


『バダフシャンの虎とらの子へ。ツィムシャツォイのハミドラーに会え』


　そのメッセージがおそらく自分宛あてであること──そしてその意味を見み抜ぬけるのが、たぶん世界で自分一人だけだということを、宗介は一目で理り解かいした。





　佐ジヨー敦ダンから尖ツイム沙シヤ阻ツオイのあたりまでは、歩いてわずか一〇分ほどの距きよ離りだった。


　すこし頭がぼんやりしていた。視し界かいが狭せばまっているような気がする。さっきの一口が効きいたのだろうか。


　ぽつんと営業していた観かん光こう客きやく向けのカメラ屋に入り、店員にあれこれと質しつ問もんする。


「アラブ系の店が固まってる雑ざつ居きよビルなら近所にありますよ」


流りゆう暢ちような英語で店員は答えた。宗介は礼を言って、その雑居ビルに向かった。


　狭せまい入り口には、浅黒い肌はだでひげ面づらの若者たちが何人かたむろしていた。宗介のことをじろじろと見ていたが、特に話しかけてはこなかった。


　雑居ビルの中には、小さな店がごちゃごちゃと詰つめ込まれていた。ほとんど市場だ。


　騒さわがしい場所だった。


　閑かん散さんとした表通りとは対たい照しよう的てきに、大おお勢ぜいの客であふれかえっている。ただでさえ細い通つう路ろを侵しん食しよくするように、様さま々ざまな商品──衣い類るいや食品、電気製品やビデオソフトなどがはみ出して陳ちん列れつされていた。どこかのヒット曲が景けい気き良く流され、商談が大声で交わされ、暇ひまそうな男たちが四よ方も山やま話に華はなを咲かしている。ことこの雑居ビルに関しては、ヴェノムの脅きよう威いからはまるで無む縁えんのように見えた。


　通つう路ろを行き交かうのは、なるほど、アラブ系の男たちばかりだった。はるばるこの地まで出で稼かせぎに来た労ろう働どう者しやたちだろう。イラン人の数が一番多く、アフリカからの黒人もよく見かけた。


『アフガン人の電気屋はいるか。タジク系でもいい』


　Ｔシャツ屋で暇そうにしていたイラン人に、宗介はアフガン方言のペルシア語でたずねてみた。自分でも驚おどろくほど、発音が錆さび付いていた。


　男は返事をしなかった。口を半開きにして、ただぼんやりと宗介を眺ながめていた。


　もう一度質しつ問もんを繰くり返す。それでも男は無む反はん応のうだった。


　あきらめて、となりのＣＤ屋の店主にたずねる。


『三つ先の角を、右だ。奥おくに看かん板ばんがある』


　その店主は自分の商品を勧すすめようともせず、狭い通路の先を指さした。それから歯の抜ぬけ落ちた口をにんまりとさせ、こう言った。


『悪いことは言わん。用が済すんだらさっさとこのビルから出ていくことだ。ここではおまえはかわいい乙おと女めのように見える』


『知っている』


　通行人のうち数すう割わりは、確かく実じつに宗介をそヽうヽいヽうヽ目で見ていた。髭ひげもなく、体たい臭しゆうもなく、きめの細かい肌はだをした一六歳の東洋人なのだから、致いたし方ない。昔むかしも別のグループのゲリラと行動を共にすると、決まって妙な親切を受けた。何度か、寝ね込こみを襲おそわれそうになったこともある。


　目当ての店はすぐに見つかった。


　古びたネオンの、看かん板ばん。あれが電気屋だ。


《バダフシャンの虎とらの子へ。ツィムシャツォイのハミドラーに会え》


　そのメッセージは、宗介にとっては非ひ常じように単たん純じゆんな符ふ丁ちようだった。


　バダフシャンの虎。かつてアフガン・ゲリラの一いつ派ぱを率ひきいて勇ゆう名めいを馳はせた、マジードと呼ばれる男の異い名みようだ。山さん岳がく地ち帯たいでの戦いでは並ならぶ者のない戦せん術じゆつ家かであり、詩人で、同時に建けん築ちく学者でもあった。


　九〇年代の初しよ頭とうまで、彼の配はい下かのゲリラ部隊は無む敵てきだった。だがソ連がＡＳをアフガニスタンに本ほん格かく投とう入にゆうすると、状じよう況きようは一変した。ＡＳという人ひと型がた兵へい器きは、それまでの陸戦兵器と異ことなり、険けわしい山さん岳がく地ち帯たいを自由自在に移い動どうできる。この新兵器に、生なま身みのゲリラが対たい抗こうする手しゆ段だんはほとんどなかった。マジードの部隊は善ぜん戦せんしたが、数年の間に壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受け、実じつ質しつ的に消しよう滅めつした。


　マジード自身はそれ以い来らい、行ゆく方え不ふ明めいだ。宗介もその生死を知らない。


　三年前まで、宗介はそのゲリラの一員だった。『カシム』の名も、マジードから与あたえられたものだ。まだ戦せん況きようが有ゆう利りだったころ、マジードは信しん頼らいする老戦士ヤコブにカシムを預あずけ、戦いの術と慈じ悲ひの心を教え授さずけるよう命じた。


　だから『バダフシャンの虎の子』は、つまり宗介のことだ。マジードにはほかにも何人かの息むす子こたちがいたが、続く一文を読むと、その可か能のう性せいは考えにくかった。


『ハミドラー』は、宗介の死んだ仲間の名だ。元はカブール市の電気屋で、内戦で店を失い、ゲリラに加わった。中ちゆう破はした敵てきＡＳを修しゆう理りして、宗介が使えるようにしたのも、このハミドラーだった。カリーニン少佐はハミドラーとも面めん識しきがあったが、彼の名前や職しよく業ぎようまでは知らなかったはずだ。だから、カリーニン少佐にもこの符丁はわからない。わかるのは自分か、死んでしまったゲリラたちだけだ。


　このメッセージは、おそらく『相良さがら宗介へ。尖ツイム沙シヤ阻ツオイにいるアフガン人の電気屋に会え』と、いうことなのではないか。ほかには考えられなかった。


　仲間に生き残りがいたのだろうか？　いや、それはない。なぜなら、自分はこの目で彼らの亡なき骸がらを見たのだ。


　では、その仲間の友人や家族か……？


　ありうる話だった。だとして、どうやってこの香港に、自分が来ることを知ったのだろうか？　ヴェノムの騒さわぎと、やはり関係が……？


　罠わななのか、救いの手なのか？　まったくわからない。


　それでも無む視しはできなかった。


　だからこうして、ここまで来たのだ。


　その電気屋は薄うす暗ぐらい通つう路ろの一番奥おくにあり、人ひと気けはなかった。作業服の下からいつでも拳けん銃じゆうを出せるようにして、監かん視しがいないかチェックする。尾び行こうを気にしたのは単なる習しゆう慣かんからだったのだが、直後にくだらないことだと思った。いまの自分には、任務もなにもない。死んでもだれも気にかけない。


　店をのぞき込んだ。奥に老人がひとり座っている。見覚えはなかった。近付いて声をかけようとすると、その前に老人が口を開いた。


『おまえがマジードの息むす子こカシムか』


『そうだ』


『酒さけ臭くさいな……。ろくでもない小こ僧ぞうめ。バダフシャンの虎の名を汚けがす気か』


『知ったことか。用を言え』


　老人は不快もあらわに、小さく折り畳たたんだ紙し片へんを左手で突つき出した。


『これを渡わたすよう頼たのまれただけだ』


『だれに』


『香港人の男だ。ほかは知らん。これを持って早く失うせろ』


　宗介は紙片を受け取り、礼も言わずに店を出た。


　紙片を広げる。香港の観光マップの一部だった。


　ここから数百メートル離はなれた九クー龍ロン公こう園えんの噴ふん水すいに、赤丸で印しるしが書き込んであった。







一〇月二二日　一八〇九時（中国東部標ひよう準じゆん時じ）


南シナ海　〈トゥアハー・デ・ダナン〉










　作戦本部との通信は、時間を省しよう略りやくするためにリアルタイムのＧ回かい線せんで行われていた。事じ態たいがすでに、抜ぬき差しならないレベルに達しつつあったからだ。


『もはや、悠ゆう長ちような偵てい察さつ行動を行っている余よ裕ゆうはない。寝ね込こみを襲おそう計画は中止だ』


　ボーダ提てい督とくの声が告つげた。苦しげな響ひびきだった。


『ＴＤＤ─１のすべてのＭ９を出しゆつ撃げきさせろ。次にヴェノムが現われたところを、総そう掛がかりで仕し留とめてもらう。ただし、〈アーバレスト〉の使用は禁止だ。あの機き体たいは危険にさらしたくない』


「ま……待ってください」


　艦かん長ちよう席せきから身を乗り出して、テッサは抗こう議ぎした。


「部下たちのヴェノム対たい策さくは、まだ不ふ完かん全ぜんです。このまま出撃させては、どんな損そん害がいが出るか分かりません。せめてあと二時間ください」


『いかん。これはマロリー卿きようの意い向こうでもある』


「ですが──」


『南北両軍の緊きん張ちよう状じよう態たいは、もはや限げん界かいだ。それにヴェノムが出現するたびに、多数の死し傷しよう者しやが出ている。これ以上の被ひ害がいは許きよ容ようできない。あと何人が死ぬまで、『待て』というつもりだね？』


　残ざん酷こくなひとこと。提督の指し摘てきに、テッサは反はん論ろんする力を失った。


『ヴェノムの弱点が稼か働どう時間だということは聞いている。そこにつけ込むしかないだろう。おまえの部下たちを信しん頼らいすることだ。そのための最さい精せい鋭えいなのだからな』


　これはいつもの任にん務むとは違ちがう。Ｍ９で出撃する何人かの操そう縦じゆう兵へいは、帰って来られないかもしれない。この命令は、それを理り解かいした上でのものだった。


「…………」


『辛つらいかね、テレサ。だが私は言ったはずだ。おまえが往ゆく道の険けわしさを。そしておまえはそれを知った上で、その席から離はなれようとはしなかった。ちがうか？』


「……いいえ。おっしゃる通りです」


『そうだ。では任務を遂すい行こうしろ、テレサ・テスタロッサ大たい佐さ』


「……了りよう解かい」


　通信を終おえ、ヘッドセットを外す。


　彼女はうつむいたまま、マデューカスに言った。


「潜せん望ぼう鏡きよう深しん度どまで浮ふ上じよう。待たい機き中ちゆうの全Ｍ９を水中発進させます。それと、ＡＲＸ─７に緊きん急きゆう展てん開かいブースターを装そう備びさせてください。〈ボクサー〉散さん弾だん砲ほうを持たせて、エレベーターに待たい機き」


「艦長。〈アーバレスト〉の使用はたったいま禁きんじられたはずですが……？」


「おとりくらいにはなります。Ｍ９のみんなの危険をすこしでも減へらしたいの。それに……サガラさんがまだ……」


　テッサのつぶやきに、マデューカスが小さなうなり声をあげた。


「お言葉ですが、艦長。サガラは任にん務むを放ほう棄きしたとしか考えられません。あのＡＳとあの男をあてにするのは明らかな間ま違ちがいです」


「そうとは限りません」


「学校のクラブ活動ではないのですぞ」


「知っています。いまさら、わたしに説教ですか？」


　艦長と副長の声は、いまや発はつ令れい所じよすべてに響ひびき渡わたるほどのものだった。クルーたちも、驚おどろきをあらわにして二人に注ちゆう目もくしている。マデューカスはそのことに気付いて一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、それでも意を決して、諌かん言げんを続けた。


「いいえ、今回ばかりは黙だまりませんぞ。あなたは私し情じようを挟はさみ、上層部の命令までねじ曲げようとしている。組そ織しきと軍ぐん規きはどうなるのです？　任務を投げ出した一いち下か士し官かんを特とく別べつ扱あつかいするなど、もってのほかです！」


　ベテランの将しよう校こうでさえ身をすくめるほどの厳きびしい声だったが、それでもテッサは引き下がらなかった。


「けっこう。ではその一下士官に、途と方ほうもない重じゆう責せきばかり押おしつけてきたのはだれですか？」


「それは──」


「わたしたちです！　ちがうというなら言ってみなさい！」


「…………」


「六か月前、敵てきだらけのあの空港で、我わが身を顧かえりみず貴き重ちような情報をもたらしたのはだれ？　四か月前、ヴェノムなど問題にならないほど強力な敵てつ機きにぶっつけ本番で立ち向かい、それを撃げき破はしたのはだれ？　二か月前、死し力りよくを尽つくしてこの艦を守ったのはだれ？」


「そっ……」


「言ってみなさい！　だれなの!?」


　静寂しじまが発はつ令れい所じよを支し配はいした。マデューカスはしばらくあっけにとられていたが、ため息をついて、ひとこと、言った。


「……サガラ軍ぐん曹そうです」


「そうです。それでもあなたは彼を責せめるの？　彼を臆おく病びよう者ものだと決めつけるの？」


「……いえ」


「お望みなら認みとめましょう。わたしは彼が好きです。でも、そんな私し情じようなんて関係ない。誓ちかってもいいわ。彼はきっと、またやってくれます。わたしたちを見み捨すてたりなんか、絶ぜつ対たいにできません。どんなにいまが駄だ目めでも、人間の本ほん性しようは変えられない。彼は──強くて、優やさしいから」


「強くて、優しい？」


　長い長い沈ちん黙もくの後に、マデューカスは言った。


「艦長。それで私が納なつ得とくできると？」


「そういうことじゃないでしょう？　わたしを信じるの？　それとも信じないの？　きょうのきょうまで──ここまでやってきたこのわたしを。選びなさい！」


　毅き然ぜんとして彼女は言った。


　副長は艦長に背を向け、自分の帽ぼう子しを脱ぬいだ。ずっと前、記念品として人から贈おくられたというその帽ぼう子しを見下ろし、刺し繡しゆうの部分に親指を沿そわせた。


「お強くなられましたな」


　独ひとりごとのように、リチャード・マデューカスは言った。


「了りよう解かいいたしました。〈アーバレスト〉を待たい機きさせましょう」


「ありがとう。わたしは……みんなに無ぶ事じで帰ってきて欲ほしいんです」


　うつむき加か減げんに、テッサは言った。





　実じつのところその口こう論ろんは、なぜか開いていた艦内の回かい線せんを通じて、待たい機き中ちゆうのＭ９の操そう縦じゆう兵へいたちに筒つつ抜ぬけになっていた。


「……だってさ。勝手に回線が開いたぞ。だれか、わざといまの聞かせたのか？」


　クルツが四人の操縦兵たちに向かって専せん用よう回かい線せんで言った。


『いや……わからん』


　クルーゾー中ちゆう尉いが言った。


「少佐かな？」


『さあな』


『それより任務放棄って……本当かね？　あのサガラが？　とても信じられん』


〝ウルズ８〟のスペック伍ご長ちようが言った。


「中ちゆう佐さがそう言ってただけだろ。鵜う呑のみにすんなよ」


『クルーゾー中尉はなにか聞いていないんスか？』


『経けい緯いは聞いている。だが、それだけでは判はん断だんできない。カリーニン少佐も同じ考えだ。いずれにしても、サガラと〈アーバレスト〉は戦力の計算外だ』


『ロジャーはどう思う？』


『…………。おれはサガラの本ほん性しようを知らない。だが大佐の言うことには一いち理りがある。鷹たかは死ぬときまで鷹のままだ』


『鷹のまま……ね』


　ひとしきり感想を述のべると、ＳＲＴの男たちは自じ機きのチェックを再開した。


「それにしても、テッサがあの副ふく長ちようと、ああまではげしくやり合うとはね……」


『サガラが好きなんだろ？　同おない歳どしだし』


「それだけじゃないだろ」


　クルツはぼやくように言った。


「『みんな無ぶ事じに帰ってきて欲ほしい』だとさ。紳しん士し諸しよ君くん、どう思う？」


『もちろんそのつもりだ』


　と、クルーゾー。


『我われらの姫ひめ君ぎみを悲しませるわけにはいかんからな』


　と、〝ウルズ３〟のキャステロ中尉。


『ここまで心配してもらってるとはなぁ。なんてのか、素す直なおに感かん激げき？』


　と、スペック伍長。


『いい将校だ』


　と、〝ウルズ５〟のロジャー・サンダラプタ軍ぐん曹そう。


　だれもが思いに沈しずんでいた。ダニガンとグエンのことがあったのに、無む条じよう件けんで自分たちを信じているテッサのことが、ありがたくも、危あぶなっかしくも思えた。


　そのおり、発令所から正せい規きの回かい線せんで、全ぜん機きへの出しゆつ撃げき命めい令れいが下された。


『ウルズ１より各位へ。聞こえたな。現げん地ちでウルズ２と合流し、即そく応おう体たい制せいで待たい機き。全体の指し揮きはカリーニン少佐が上空からとる。プロなら期待に応こたえろ。俺おれはミスをしない。おまえたちもミスをしない。それで万ばん事じ丸く収おさまる。いいな？』


『了りよう解かい』







一〇月二二日　一八二四時（中国東部標ひよう準じゆん時じ）


香ホン港コン島特別区（〝人民委員会〟側）　〈ミスリル〉情報部香港支局










　テレサ・テスタロッサが突つきつけられたのと同じ作さく戦せん変へん更こう命めい令れいを、ハンターも情報部長のアミット将しよう軍ぐんから言い渡わたされていた。


「……つまり、時間切れというわけですか」


『そういうことだ。あとは作戦部に任まかせろ』


「了りよう解かいしました」


『けっこう』


　スクリーンからアミットの姿すがたが消えると、ハンターはまず大声で悪あく態たいをついた。


「ちくしょう！」


　メリッサ・マオとその上じよう司しからの頼たのみを引き受けて、貴き重ちような人員を割さき、どうにか敵てきの尻しつ尾ぽがつかめるかと思ったこの矢や先さきに。せめてあと──あと二時間待ってくれれば。そうすれば、ほとんどドンパチをしないで済すむのかもしれないのに。


「社長。……あの？　ハンター社長」


　彼の執しつ務む室しつに香ホン港コン人じんの秘ひ書しよが入ってきて、告つげた。


「なんだね」


「来客です。さきほどから、急ぎの用で、お会いしたいという方々が……」


「断ことわってくれたまえ。私はいま、非ひ常じように虫の居い所どころが悪い。その客人にどんな無ぶ礼れいを働くか、わかったものではないぞ」


「か、かしこまりました」


　一礼して、秘書が下がろうとすると、その秘書を押おしのけるようにして、二人の客が彼の執務室に踏ふみ込んできた。ひとりは旧きゆう知ちの情報部員で、もうひとりは──見たこともない東洋人だった。


「あのね、おじさん？　いったい、何時間待たせる気なのよ!?」


　ハンターに詰つめ寄ってきて、その少女は怒ど鳴なりちらした。







一〇月二二日　一八三一時（中国東部標ひよう準じゆん時じ）九クー龍ロン半島特別区（〝民主連合〟側）　九龍公園










　観かん光こうマップを片手に、宗そう介すけはだれもいない公園を歩いていった。


　ビルだらけの九龍半島の中で、緑の孤こ島とうのようにぽっかりと開かれた場所──それが九龍公園だった。雰ふん囲い気きは、新宿の中央公園によく似にている。


　水の止まった噴ふん水すいがあった。地図に印しるしのあった場所だ。無む警けい戒かいに、そばのベンチに腰こし掛かける。周しゆう辺へんのチェックなどおっくうで、とてもやる気になれなかった。だれかが自分を殺したいのなら、そうすればいい。その方が楽だ。


　街がい灯とうは明るかった。遠くに高いビルが建たち並ならんでいるのが見える。ここを狙そ撃げきするのにちょうどいいポジションが、最低でも五か所はあった。


　だれもこない。五分がたった。


　そばのくずかごから、電子音が鳴り響ひびいた。近付いて中を覗のぞく。スナック菓が子しの袋ふくろの下に、呼び出し音を奏かなでる携けい帯たい電話があった。


　電話を取り出し、応おう答とうキーを押おす。


『サガラ・ソウスケだな』


　知らない男の声だった。


「そうだ」


『ひとりか』


「そうだ」


『公園の北出口にタクシーが待っている。その電話を持って乗れ』


　それだけだった。電話が切れる。宗介は重い腰こしをあげて、北口へと向かった。


　公園を出ると、コンビニの前にタクシーが一台止まっていた。ほかに車はない。ずっと遠くから、救きゆう急きゆう車しやのサイレンが聞こえるだけだ。


　タクシーに乗りこむと、運転手がなにかを告つげてから車を出した。英語が通じないらしく、なにを聞いても無む駄だだった。大通りを北上し、ごみごみとした下した町まちに向かう。どこもかしこも、人の姿すがたはまばらだった。


　シャッターの下りた金かな物もの屋やの前で、タクシーが止まった。運転手が身み振ぶりで『降りろ』と告げる。金は要いらないようだった。


　タクシーが走り去る。


　しんと静まりかえった夜の下町。灰はい色いろの空を、無数の看かん板ばんが埋うめ尽つくしていた。


　手にした携けい帯たい電話の呼び出し音が、だれもいない街がい灯とうに響ひびいた。


『黄色い看板があるはずだ。その奥おくの郵ゆう便びんポストの、一三号室の中にある合あい鍵かぎを持って行け』


　男の声が告げた。電話の背はい後ごで、なにかの発はつ電でん機きがうなる音がしていた。


『そばに階段がある。二階へ上がれ。通つう路ろがある。五つ目の扉とびらを開けて、中に入るがいい。そこであヽのヽ方ヽが貴き様さまを待っている』


「あの方？　だれのことだ」


『ここの地名を思い出してみることだな』


　電話が切れた。それきりだった。


　宗介は周しゆう囲いを見回した。そばにバス停ていがある。そこの標ひよう識しきには、こう書かれていた。


《九龍寨城》


　クーロンチャイセン。心当たりはなかった。


　いや──九龍。


　まさか。そんな。馬ば鹿かな。この期ごに及およんで。


　だが、すべて辻つじ褄つまが合う。


　ここまできてもう後あと戻もどりはできなかった。宗介は電話の声に言われた通りに、郵便ポストから鍵を取り、金物屋の横の階段を上がった。共きよう同どう住宅の通路を歩き、五つ目の扉とびらの前で立ち止まる。


「…………」


　気力の萎なえた彼の身体からだにさえ、いくばくかの緊きん張ちようが戻もどっていた。鍵をさしこみ、扉を開ける。中は狭せま苦くるしいアパートの一室だった。東京のマンションよりも、さらに狭いリビング。家か具ぐ類るいはほとんどない。


　薄うす暗ぐらい部屋の中に、宗介はゆっくりと進んでいった。無む意い識しきに、ワイヤーやレーザーなどのトラップを探している自分に気付く。いつの間にか、自じ動どう拳けん銃じゆうを抜ぬいていた。馬ば鹿かげている。これは罠わなだ。自分はその罠に真っ正面から乗り込んでいる。


　だというのに、足が止まらない。


　居い間まに出た。窓まどの明かりが射さし込んでいる。部屋の奥、深い暗がりの中に、ベッドがひとつあった。そのベッドに、だれかが横たわっていた。


『よお……』


　電子的な合ごう成せい音おんが、真まっ暗くらな部屋に響ひびいた。しかもそれは──日本語だった。


『ずいぶん待ったぜ、カシム』


　窓の外を通った自動車のライトの反はん射しやが、ほんの一いつ瞬しゆん、ベッドに横たわる男の顔を照てらす。


　その顔──見るも無む惨ざんに変わり果てた相そう貌ぼうを目まの当たりにしながら、宗介はつぶやいていた。


「ガウルン……」





　広カン東トン語ごの方言で、『九クー龍ロン』は『ガウルン』と発音する。


　九龍半島。九龍公園。九龍城。


　なぜそれに気付かなかったのだろう？　いや、なぜ気付けたのに、考えようとしなかったのだろう？　しかも──相手は自分の『カシム』という名を知っていたのに。ハミドラーや自分のことを知りうる相手が、カリーニンのほかには彼しかいなかったというのに。


　だが、この男が生き延のびる術すべなどなかったはずなのだ。


「ガウルン……」


　その男は、小さかった。


　腕うでが無ないのだ。脚あしが無いのだ。右の大だい腿たい部ぶと、左の上じよう腕わん部ぶが残っているだけで──あとは綺き麗れいさっぱり、四し肢しが欠けつ落らくしている。


　いくつもの点てん滴てきとチューブ。何本かのコードが医い療りよう器き械かいに接せつ続ぞくされ、低いうなり声をあげていた。おそらく、もう自力では生きられない状じよう態たいなのだろう。


　顔も無む惨ざんなものだった。


　左半分の皮ひ膚ふがはげ落ち、ケロイドのようになっている。左目は潰つぶれ、眼がん球きゆうが収おさまっていたはずの空間に、ぽっかりと穴が空いていた。ひきつった歯は茎ぐきと歯がむき出しになって、こちらに笑みを浮うかべている。


　その男が、清せい潔けつなベッドに横たわり、たった一つの目で、嬉うれしそうに宗介を見つめていた。


『会えて嬉しいぜぇ、カシム』


　合ごう成せい音おんが言った。人工声せい帯たいの音だった。


『なにか飲むか？　あいにくここは、セルフサービスだけどな』


「なぜ、貴き様さまが──」


『〝生きている〟だろ？　これで三回目だぜ。だが安心しな。今度が最後だ』


　がさがさとした雑ざつ音おんが室内に響ひびいた。たぶん、笑っているのだろう。


『忘れてもらっちゃ困こまる。俺の〝コダール〟には、ラムダ・ドライバが積つんであったんだぜ？　いざとなったら、自じ爆ばくから操縦者オペレータを守ることも無む理りじゃない。……まあ、もっとも、守ったところでこのザマだけどな。……ククク』


「あの嵐あらしで、どうやって……」


『たまたま近所を漁ぎよ船せんが通ってね。魚の餌えさになったのは、身体からだの半分で済すんだってわけさ。海ってのは、わからねえもんだなぁ、おい。生なま殺ごろしだぜ。ひでえもんだ』


　宗介は自動拳銃を相手の頭部に向けた。


「今度こそ引いん導どうを渡わたしてやる」


『それはけっこう。でも俺の体ていたらくを見てくれよ。そう急せいても仕し方かたないと思うんだがね』


「…………。なにが狙ねらいだ」


『おまえと話がしたかったのさ』


「ふざけるな」


『本当だって。クック……。見ての通り、俺の時間は尽つきかけてる。それで、ここまで手の込こんだ真ま似ねをしたわけだ。組そ織しきからちょろまかした〈コダールｍ〉を、この街まちで暴あばれさせる。そうすればあの白いＡＳとおまえも呼び出されることになる、って寸すん法ぽうさ。あのメッセージは、街のあちこちにバラまいておいた。おまえらが調しらべそうな場所や、目にしそうなメディア。そういうあれこれだ』


　宗介が目にした三行広告は、そうした一つだったのだろう。マオやヤンたちも、ひょっとしたらあのメッセージを見つけたかもしれない。だが、彼らにはその意い味みは分からないはずだった。


『そうして、おまえはここに来た。どうせお仲間を引き連つれてくるかと思ってたが……一人かい。どういう風の吹ふき回しだ？』


「おまえの知ったことではない」


　冷れい静せいを装よそおって言ったつもりだったが、ガウルンはわずかな空気の乱みだれを感じ取った様子で、陰いん気きな笑い声をもらした。


『ふん。そろそろ居い心ごこ地ちが悪くなってきた、ってところかな？……ククク』


「なに？」


『〈ミスリル〉に、だよ。正義の味み方かた気き取どりの、あんな部隊にいたら──だれだってイラついてくるだろうさ。特におまえみたいな男はな』


　イラついてくる──その言葉を、宗介は否ひ定ていすることができなかった。その話題に触ふれたくない気持ちが作さ用ようして、宗介は一方的に話を切り替かえた。


「貴様の背はい後ごの組そ織しきについて喋しやべってもらおうか」


『それでも仕事が大事なわけかい？　クックック……』


「…………」


『いいだろう。こいつはサービスだ。連ヽ中ヽへの意い趣しゆ返がえしもあるしな』


　あっさり言うと、ガウルンは饒じよう舌ぜつに説明をはじめた。


『〈アマルガム〉。それが俺の雇やとわれていた組織の名だ。とりあえずの目的は、最さい新しん兵へい器きの研究開発とその実戦テスト。そのためにテロや地ち域いき紛ふん争そうも仕し掛かける。各国のタカ派はには、〈アマルガム〉のシンパが数多く浸しん透とうしている。冷れい戦せん構こう造ぞうと軍ぐん需じゆの維い持じを望のぞむ奴やつは、東にも西にも多いからな。第五次中東紛争、中華南北戦争、ソ連内ない戦せん……どれも〈アマルガム〉が関かかわっていたって話だ』


「この香ホン港コンでの騒ぎもか」


『……ククク。これは俺の独どく断だんさ。いまごろ〈アマルガム〉は珍めずらしくあわてふためいてるだろうねェ。昔むかし、おまえによく似にた境きよう遇ぐうの兄きよう弟だいを育てたことがあってな。その二人に命じて、この騒さわぎを起こした。見てみろよ、このきれいなシーツ。医い療りよう器き材ざいも最高級品だ。あいつらの忠ちゆう誠せい心しんには涙なみだが出るね』


「いまもヴェノムに……？」


『〈コダールｍ〉のことなら、イエスだよ』


「どこに隠かくれている」


『言うわけないだろ？　そのバッグの中にはなにがある？　答え──通信機だ。俺はそこまでもうろくしちゃいねえよ』


「言え」


　拳けん銃じゆうを向ける。ガウルンは笑うだけだった。


『おいおい。俺が命を惜おしがってると思うか？　おまえまでもうろくしたのかよ、おい』


　やむなく、宗介は拳銃を下げた。


「…………。〈アマルガム〉、と言っていたな。その組織には〈ウィスパード〉という人間がいるのか？」


『そうそう、そういう質しつ問もんにしときな。答えはイエスだ。それどころか、主しゆ要ようメンバーの一人になっている。いけすかねえガキだがね、おもしろい奴やつさ』


「〈ウィスパード〉がいるのなら、なぜ千ち鳥どりかなめを狙ねらう？　もう必ひつ要ようないだろう」


『完かん全ぜんじゃないからさ。〈ウィスパード〉がもたらす知ち識しきには、それぞれの個こ体たいで違ちがいがあるそうだ。ラムダ・ドライバの技ぎ術じゆつ理り論ろんに強い個体がいれば、潜せん水すい艦かん技術くらいにしか力を出せない個こ体たいもある。その分野はまちまちだ。だから新しい〈ウィスパード〉が発見されると、まずその個体がどの分野に強いのかを特とく定ていする必要がある。順スン安アンであの娘むすめにやった検けん査さは、あの娘が本当に〈ウィスパード〉なのかどうか──それからあの娘はどういう個体なのか──それを調べるものだったみたいだな』


「その結果は」


『〈ウィスパード〉であることは間ま違ちがいないようだった。……でもな、どういう〝専門家スペシヤリスト〟なのかは聞かされてないね。〈アマルガム〉の意い向こうは、〝静せい観かんしろ〟ってことだったよ。もう一度拉ら致ちって調べりゃいい話なのに。理由は知らねえ』


「〈アマルガム〉の拠きよ点てんはどこだ。主しゆ要よう構こう成せい員いんは」


『ククク……。調ちよう子しに乗ってあれこれ聞くねぇ？　ヒントは〝バダム〟』


「バダム？」


『あとは教えてやらねえ。もういい加か減げん、この話飽あきたよ。話すのは全然かまわねえんだけどな。つまらん話だし──これは本題じゃない』


　おかしそうに話すガウルンのひきつった顔を、宗介は黙だまって見下ろした。この男に、わずかなりとも頭を下げると思うと虫むし酸ずが走る思いだったが──それでも彼はこう言った。


「教えてくれ。頼たのむ」


　さぞや相手は喜ぶだろう、と歯がみしながら答えを待った。


　だが、ガウルンは喜ばなかった。


　それどころか、露ろ骨こつに蔑さげすむような、それでいていらだたしげな視し線せんを宗介に投げつけてきた。


『〝頼たのむ〟かい。おまえからそういう言葉を聞くと、吐はき気けがするね』


「なに……？」


『あのいかがわしい〈ミスリル〉に、魂たましいまで売っちまったわけか』


「いかがわしいだと」


『そう。クック……。ここからが本題だ』


　咳せき払ばらいをしてから、ガウルンは言った。


『考えてもみろ。ン十億おくドルもつぎこんで、あんな潜せん水すい艦かんを使ってる組織だぜ？　この俺が言うのもこっぱずかしいがね、同じカネでいったい何十万人の貧びん乏ぼう人にんが救えると思ってんだ？……地ち域いき紛ふん争そうの抑よく止し？　平和の執しつ行こう？　おいおい、冗じよう談だんよしてくれよ。〈アマルガム〉とどう違ちがうってんだ。その前に貧乏国の貧ひん村そんに井戸を掘ほってやれっての。そう思わねえか？』


「それは問題のすり替かえだ」


『その通り。だがね、胡う散さん臭くささは拭ぬぐいようがない。あのダニガンやグエンが反発したのも、まあ、うなずけるってもんだ』


「…………」


『その〈ミスリル〉に、おまえがいる。俺にはいまのおまえが、どうにも不自然に思えてね。あのカシム。自分の命にさえ無む関かん心しん。人形のように無む感かん動どう。忠ちゆう実じつな飼かい犬のように、敵てきを殺し続けてきたあのカシムが』


　その言葉が、〈ミスリル〉に入る前の時代の記き憶おくを呼び起こした。


『思い出せ。俺とはじめて会ったとき、おまえはどうしていた？』





　それはもう五年も前のことだ。


　ガウルンはアフガニスタン領りよう内ないに設せつ置ちされた、ある傭よう兵へい訓くん練れんキャンプの教官だった。カシムはそのキャンプからほど近い山地で、ソ連軍と戦うゲリラだった。カシムとガウルンが出会ったのはちょっとした偶ぐう然ぜんで、しかもそのとき二人は敵同士ではなかった。もちろん味み方かたでもなかったが、利り害がいは特に対立していなかったのだ。


　ガウルンとはじめて会ったとき、カシムはソ連の一個ＡＳ小隊を全ぜん滅めつさせ、敵てき兵へいの死体を片づけている最さい中ちゆうだった。


　最初の一言はいまでも覚えている。


（精せいが出るな、ぼうず。みんなおまえが殺したのか）


　道路の脇わきにジープを止めて、通りすがりのガウルンはそう言った。まだたくましい四し肢しを持ち、額ひたいに傷きずもなかった。


（そうだ）
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　カシムは答えて、あたりに散さん乱らんするＡＳや装そう甲こう車しやの残ざん骸がい、黒こげの焼しよう死し体たいを見み渡わたした。その中にただ一機、自分のRk─92が膝ひざを突ついていた。


　ガウルンはいまと同じあの陰いん気きな笑みを浮うかべて、こう言った。


（だとしたら、実に将しよう来らいが楽しみだな。名前は？）


（カシム）


（カシム。ここの戦争はじきにおまえらの負けだ。俺のキャンプに来てみるか？　飯めしも弾だん薬やくもＡＳの部品もあるぜ）


（断ことわる）


（そうかい。じゃあ達たつ者しやでな）


　ガウルンは走り去った。カシムは死体の片づけに戻もどった。


　そういう、それだけの出会いだった。





『おまえは黒こげの死体を黙もく々もくと片づけていた』


　ガウルンは言った。


『俺も同じ歳としのころ、カンボジアにいたよ。やっぱり黙々と、ポル・ポトの連れん中ちゆうが虐ぎやく殺さつした死体を毎日片づけていた。あんときゃ、他人とは思えなくてなぁ……クク』


「それが……どうした」


『あのころ、おまえは実にいい目をしていた。悩なやみも迷いも苦しみもない。野生動物のような──いいや、聖せい人じんのような目だ。なにが起きても、おまえは驚おどろかなかった。息をするように人を殺し、生命を否ひ定ていも肯こう定ていもしなかった。ああいうのは〝美しい〟と言っていいんだろうな。わかるか？　つまり一いつ貫かん性せいだよ。矛む盾じゆんがないってことだ。なあ？　俺って哲てつ学がく的てきだろ？』


「…………」


『順スン安アンでおまえに再会したときな。俺は本当に嬉うれしかったんだよ……クック。まだあのときの──昔むかしのいい目をしていた。人の命に無関心だった。そのおまえを、俺が殺すのはなかなかいい。そう思った。死体をＡＳから引っ張り出して、カマを掘ほってやろうかとも思った。いや、これは冗じよう談だん。クク……ヒィ───っ、ヒッヒッヒ！　ほ、ホントだって！』


　大きめのソファーくらいしかない男が、ベッドの上でがたがたと震ふるえ、ぞっとする声で馬ば鹿か笑わらいした。それは無む惨ざんなようでいて、なおも見た者を戦せん慄りつさせる光こう景けいだった。


『それが──なんだ、そのツラは？』


　笑うのをぴたりとやめて、ガウルンは言った。


「なに？」


『そこいらの虫けらみたいなガキと同じツラだ。悩なやんでるのか？　迷ってるのか？　あの聖せい人じんみてえなおまえは、どこにいった？　がっかりだぜ。どうせくだらねえ、クソみてえなことに引っ張られてるんだろ。いまのおまえは矛む盾じゆんだらけだ。ひでえブスだよ。俺よりも醜みにくい。殺す価か値ちもないぜ』


「だまれ」


　宗介はふたたび銃じゆう口こうをガウルンに向けた。


『俺と同どう類るいのくせに。なにを普ふ通つうの奴やつみたいになろうとしてんだ？　反へ吐どが出るね』


「だまれと言っている」


『いーや、言ってやるぜぇ。おまえは〈ミスリル〉やあの学校の連中に会って、くだらなくなった。あんな屁へみたいな激ヽ弱ヽ・激ヽ甘ヽの連中に引きずられて、つまらなくなったのさ。さっき〝イライラしてる〟って言ったろ？　それは連中のせいだよ。ヒューマニズムってやつさ。別名・弱者のルサンチマン。あの殺人聖者・カシムに合うわけねえ。おまえは連中にカモられてるんだよ。いいか？　弱者は強者に寄き生せいするんだ。うす甘あまい〝仲間〟だの〝信しん頼らい〟だのをちらつかせて、強者の力を骨ほねの髄ずいまで吸すい取るのさ』


　聞きたくなかった。この男の言っていることが、正しく思えて仕し方かたがなかったのだ。こんな恐おそろしいことがあるだろうか。自分がいまこんな状じよう態たいになっている最大の理由を、この仇きゆう敵てきだけが正せい確かくに言い当てているなど。


　だが──確たしかに自分は弱くなった。本当に弱くなった。それはいつからか？


〈ミスリル〉と、陣じん代だい高校と、彼女に出会ってからだ。


『本ほん音ねを言ってみろ。弱い奴らと群むれるのは楽しいか？』


「うっ……」


　ベッドの奥おくの暗くら闇やみから、見えないなにかが手て招まねきしているようだった。


『答えろよ、ほら。弱い奴らと群れるのは、楽しいのかって聞いてるんだ、ええ!?』


「俺はだまれと言ってるんだ！」


　宗介は引き金を絞しぼった。


　銃じゆう声せいが室内にこだました。銃弾がガウルンの枕まくらに当たって、小さな煙けむりをあげた。


　それだけだった。


『敵てきを殺す覇は気きもねえわけか』


　薄うす笑わらいを浮うかべて、ガウルンは言った。


「うるさい……」


　宗介は消え入りそうな声で答えるしかなかった。顔が熱い。ひどく息苦しい。背せ中なかが汗あせでべっとりと濡ぬれていた。


　そのとき、窓の外を、大きな影かげがよぎった。


　ヴェノムだった。


　近くのどこかに潜ひそんでいたのだろうか。菱ひし形がたの頭部が、四角い窓まどから宗介とガウルンを覗のぞき込んだ。


『飛フエイ鷲ジユウか』


　ガウルンが言った。


『そろそろ参まいります』


　ヴェノムが外部スピーカーで応こたえた。あの携けい帯たい電話と同じ声だった。


『そうか。達たつ者しやでな』


『さようなら、先生』


　右の拳こぶしを左手で覆おおって一礼すると、ヴェノムはその身を翻ひるがえし、跳ちよう躍やくした。灰はい色いろのＡＳは看かん板ばんやアパートを軽々と飛び越こえ、市し街がいの中心の方角へと消え去る。機き体たいが残した突とつ風ぷうで、窓ががたがたと小こ刻きざみに震ふるえた。


『あの飛フエイ鷲ジユウは──〈ミスリル〉とやりあって死ぬだろうな。さもなきゃ──〈アマルガム〉の実行部隊に殺されるかだ』


「実行部隊……？」


『指し揮き官かんがまたイカれた野郎でな。おまえの〝お仲間〟じゃ、絶ぜつ対たいに歯が立たないだろうね。出会ったとたん、皆みな殺ごろしさ。まあ、それはそれでいいんじゃねえのか？……ククク』


「…………」


『俺はこれからくたばる』


　天てん井じようを見上げ、ガウルンが言った。これっぽっちの悲ひ壮そうさもない声だった。


『くたばるにあたって、いろいろと道連れにしようと思う。それが俺の流りゆう儀ぎだからだ。あの飛フエイ鷲ジユウには、これから香ホン港コンが火の海になるまで暴あばれ続けるように命じておいた。もう一人の飛フエイ鴻ホンには──おまえをくだらなくしてる最ヽ大ヽのヽガヽンヽを殺すように命じておいた』


「最大の……ガン？」


　ガウルンが最後の笑みを浮うかべた。心から楽しそうな、満まん面めんの笑みだった。


『女ヽだヽよヽ、カシム。まだ知らせが来てないかな？』


「……！」


『俺は一いち部ぶ始し終じゆうを聞いたぜ。あのかわいい制せい服ふく姿すがたが、ぐっちゃぐちゃだとさ。気き丈じようなことに命いのち乞ごいはしなかったそうだ。最さい期ごの言葉は〝ごめん……〟だと。これはだれに言ったのかな？　ああ、泣けるねぇ』


「う……噓うそだ」


『本当さぁ？　あの娘むすめの死体の写真をここで見せて、絶ぜつ望ぼう療りよう法ほうをくらってるおまえの顔が見たかったが──まあ、それは我が慢まんするとしよう。だってなあ？　カシムったらけっこう、ダメージ見え見え？　東京の～～。女～～。もう間に合わない～～。あ、かわいそ～～～。カナメちゃ～～～ん。いい子だったのにィ～～～』


　宗介は銃口をまっすぐガウルンに向けた。銃口はすこしも震ふるえていなかった。


「ガウルン……っ!!」


『そぉだ、俺が殺した！　さあ憎にくめっ!!』


　もはや微み塵じんの迷いもなかった。宗介はガウルンの胸めがけて、たてつづけに六発撃うった。小こ刻きざみにその身体からだが震え、シーツの上に鮮せん血けつが飛び散った。


　医療器具の心しん電でん図ずが、うつろなトーンを奏かなでる。


　ガウルンはひきつった笑みを浮かべたまま、二度と喋しやべらなかった。


　まぶたは大きく見開かれたまま。すこし前まで、宗介の銃口があった位置をずっと見つめていた。


「……っ。ばかな……」


　頭の中が、きぃーん、と鳴っていた。


　ここがどこで、自分が何者なのかもわからなかった。目の前の死体がなにを意味するのか。遠く離はなれた地でだれが死んだのか。


　かなめが、死んだ？


　無人の町。薄うす暗ぐらい部屋にただ一人。宗介はこの瞬しゆん間かん、本当に世界で一人きりだった。


　電子音が聞こえた。


　ぴっ…………ぴっ……ぴっ…ぴっぴっぴぴ、と、しだいに高まっていく電子音。医療器具の音ではない。なにか別の──そう、ベッドの下から──


　ほとんど空白になった頭の片かた隅すみで、なにかが警けい告こくした。


　反はん駁ばくするより早く、身体からだが動く。なぜこの期ごに及およんで自分は動こうとするのか、それを問うことさえなかった。床ゆかを蹴けり、すぐそばの窓を肩かたから突つき破やぶる。


　直後に、部屋が爆ばく発はつした。


　ベッドの下の高こう性せい能のう爆ばく薬やくが炸さく裂れつし、爆ばく風ふうがマンションを震ふるわせた。窓という窓から、炎ほのおの嵐あらしが吹ふき出す。爆発の衝しよう撃げきは周しゆう囲いの窓も叩たたき割り、無む数すうの破は片へんをだれもいない路ろ上じようにぶちまけた。


「…………っ」


　眼がん前ぜんに突つき出していた看かん板ばんにかろうじてぶら下がり、宗介はうめき声をもらした。手がすべる。金かな物もの屋やの前の歩道に落ちた。


　頭上では、炎がはげしく燃えさかっていた。


　路上にちらばった破は片へん、破片、破片……。宗介はふらつきながら身を起こし、あちこちで小さな火の手をあげるさまざまな建けん材ざいをぼんやりと眺ながめていた。


　男が二人、ガラスのちらばった路上を駆かけてきた。私し服ふく姿すがたなので一いつ瞬しゆんわからなかったが、ハンターの部下の情報部員たちだった。


「ひどいざまだな、軍ぐん曹そう」


　いまなお炎えん上じようするアパートの二階を見上げ、情報部員が言った。


「……なぜここに？」


「あんたのところの少しよう佐さに頼たのまれて、尾つけていた」


「そうか……」


「ここの近所に九ガウ龍ロン城サイ跡あとの博はく物ぶつ館かんがある。ヴェノムはその中庭に隠かくれていたみたいだな。もっとも……いまとなっては無む意い味みだが」


　市し街がいの中心部から、砲ほう声せいが響ひびいてきた。ヴェノムが暴あばれているのだろう。さらに複ふく数すうの砲声。南中国軍のＡＳが、交戦をはじめたのだ。


　いや。南中国軍ではない。あのくぐもった速そく射しやの音は、よく聞き慣なれたエリコン・コントラヴェス社製、ＧＥＣ─Ｂライフルの砲声だ。南中国軍はあのライフルを装そう備びしていない。


「あんたの仲間のＭ９が戦っているんだ」


「なに？」


「もう時間切れだとさ。ヴェノムに真まっ向こうからぶつかる気らしい」


　無む謀ぼうとしか思えなかった。〈アーバレスト〉抜ぬきで、どうヴェノムに対たい抗こうするつもりなのだろうか。あれではほとんど自じ殺さつ行こう為いだ。


「たったいま、無む線せんで連れん絡らくしておいた。〈トゥアハー・デ・ダナン〉から、あんたのＡＳをここに送るそうだ」


「なんだと……？」


「詳くわしいことは知らんよ。俺たちはこれから、ヴェノムのねぐらの遺い留りゆう品ひんを探しにいく。とにかくここを動かんことだ。確たしかに伝えたからな」


　そう言って、情報部員たちは宗介の前から走り去っていった。


　取り残された宗介は、寂じやく寞まくとしてその場にたたずむしかなかった。


（〈アーバレスト〉がここに……？）


　だが、もはや自分があの機き体たいを使いこなせるわけがなかった。自分の運命を狂くるわせたあのＡＳの姿すがたなど、金こん輪りん際ざい見たくない。〈デ・ダナン〉に『無む駄だだ、やめてくれ』と連れん絡らくしたかったが、通信機の入ったバッグはガウルンと一いつ緒しよに吹ふき飛んでしまった。


（ガウルン……）


　あの爆ばく発はつの前、あと一秒、反はん応のうが遅おくれていたとしたら、自分はあの部屋の中で死んでいたことだろう。あの男は、やはり自分を道連れに殺すつもりだったのか……？


　いや。


　そうではない。試ためしたのだ。あの瞬しゆん間かん、心気が萎なえて動けない自分だとしたら、もはや生きている価値もない。なにか致ち命めい的てきなものを失い、それでもなお動こうとする自分。その習しゆう性せいを、あざ笑いたかったのだろうか。『俺は死ぬ。おまえはもっと苦しめ』と言いたかったのだろうか……？


　たぶん、そういうことなのだろう。


　ガウルンは千ち鳥どりかなめを殺すことで、自分から希望や未来を奪うばい去った。あの男の企たくらみが正しくそれだったなら、その呪のろいは成じよう就じゆしたことになる。


　かなめが死んだ。


　まるで実じつ感かんがわかない。


　だが自分の心に残っていた、なんらかの光、なんらかの暖あたたかみが消えてなくなってしまったことは感じていた。これまで見てきた、たくさんの死。陰いん気きなアルバムの中の一枚に、彼女が仲間入りを果はたしたわけだ。


　涙なみだは出ない。ただ、あの憂ゆう鬱うつな感覚が久しぶりに戻もどってくるだけだった。


　こんなものだ。


　なにも変わらない。


　未み来らいなど、元からなかった。


　荒こう涼りようとした胸の隙すき間まを、冷え冷えとした風が吹き抜ぬけていく。自分に対する無む関かん心しん。生命に対する無関心。もはやだれが死んだとしても、自分の心にはさざ波一つたたないだろう。


　空から轟ごう音おんがした。


　無数の看かん板ばんで覆おおわれた狭せまい空。その南の方角に、白い鳥が見えた。


　鳥ではない。〈アーバレスト〉だ。


　緊きん急きゆう展てん開かいブースターの翼つばさで夜空を滑かつ空くうし、こちらへとまっすぐ向かってくる。ブースターの燃ねん焼しようが終しゆう了りよう。翼を切り離はなし、パラシュートが開く。


　減げん速そく。まだ足りない。二次開かい傘さん。さらに減速。


　パラシュートを切り離した白い巨きよ人じんが、無数の看かん板ばんを貫つらぬくようにして、無人の道どう路ろに落下してきた。アスファルトが粉こな々ごなに砕くだけ、ちぎれた看板と一いつ緒しよに路上を弾はずむ。それでも勢いきおいは止まらず、〈アーバレスト〉は姿し勢せいを崩くずし、前のめりになってこちらに突っ込んできた。狭苦しい市し街がい地ちのせいで、着ちやく地ちに失敗したのだ。


「…………」


　巨体が迫せまる。きわどいところで宗介の横を通り過すぎ、〈アーバレスト〉は炎えん上じよう中ちゆうのアパートに胸から激げき突とつした。突とつ風ぷうが宗介の髪かみを、作業服をなぶったが、彼は身をすくめようともしなかった。白い機き体たいが右腹を下にして倒たおれこむ。衝しよう突とつでまき散ちらされた燃え上がる建材が、機体の周しゆう囲いにまき散ちらされた。


　みっともない着地だった。最低だった。まるで自分のようだった。


　炎ほのおの中で、ぐったりと倒れたまま動かない機体。その頭部の二つ目が、こちらをぼんやりと見つめていた。


（俺たちは最悪のコンビだ）


〈アーバレスト〉の目が、彼にそう語りかけていた。


（おまえが俺を嫌きらっているのは知っている。俺もおまえが嫌いだ。だからこのまま、ここを立ち去ってもらっても結けつ構こうだよ。つまり、俺もやる気ゼロってことさ。もう、それでいいじゃないか）


　すくなくとも、宗介には〈アーバレスト〉がそう言っているように思えた。


（どうせ誰だれが死のうと、おまえは構かまわないんだろう？　クルツやマオたちがどうなっても、知ったことじゃない。どうせみんな、遅おそかれ早かれくたばるんだ。千鳥かなめと同じように。アフガニスタンの連中もそうだった。みんな死ぬ。おまえもだ。そういう世界なんだ。あきらめろよ）


　あざ笑われているような気がした。小こ馬ば鹿かにされているような気がした。ただの機械に、軽けい蔑べつされているような気がした。


　それでも、腹は立たなかった。


「……そうだな」


　宗介はつぶやいた。冷え冷えとした、うつろな声で。


「そのままそこで朽くち果はてろ」


　どうでもいい。興きよう味みない。なにが起きようと知ったことか。


　彼がその場を立ち去ろうとした、そのとき。


　日本語で、女の声がした。


「あんた、なにボーッと突つっ立ってワケのわかんないこと言ってんの？」


　振ふり向くと──


　道路の真ん中に、千ち鳥どりかなめが仁に王おう立だちしていた。





　本当に目をこすってしまった。


　かなめは陣じん代だい高校の制せい服ふく姿すがたのままだった。右肩かたにボストンバッグを提さげている。頭のてっぺんからつま先まで、なにもかも、よく知った彼女だった。いや──よく見れば、すらりとした白い脚あしのあちこちに、絆ばん創そう膏こうが貼はってある。右の膝ひざにはサポーター。顎あごにもぺたりとバンドエイドが貼ってあった。


「な…………」


「『な』じゃないわよ、『な』じゃ」


　どこからどう見ても千鳥かなめにしか見えないその少女は、しかめっ面つらで言った。


「……千鳥？」


　幻げん覚かくではない。生きている。


　だがいったい、なぜここに？　どうやって自分の居い場ば所しよを？


　彼はふらつきながら、かなめに歩み寄っていった。


「千鳥……無ぶ事じ……だったのか？」


「いちおうね」


「……死んだと……思っていた。ちど──」


　横よこっ面つらにボストンバッグを『ぼふっ!!』と叩たたきつけられ、宗介は大きくよろめいた。


「…………な？」


「『な』じゃないわよ、『な』じゃ!?」


　かなめは一気に怒ど鳴なり散らした。


「さんっざん、苦労してここまで来てみれば。なにが『死んだと思ってた』よ!?　あたし、さっきまであんたに会ったら飛んでいって抱だきついて──その、アレな感じになるだろうと思ってたのに。もー、全っ然そういう気なくなったわ。どういうつもりよ!?　え？　どう責せき任にんとってくれるの!?」


「いや、待ってくれ。その、話がよく──」


「やかましいっ!!」


　あごに鉄てつ拳けんが叩たたきこまれた。


「がはっ……」


「痛い？　痛いでしょ？　これはあたしの心の痛み。そしてこれが……!!」


　首くび筋すじに手しゆ刀とうが繰くり出された。


「ごふっ……」


「あたしの体の痛み！　さらにっ!!」


　かなめは飛ひ翔しようし、宗介のみぞおちに膝ひざ蹴げりをめり込ませた。


「ぐほっ……」


「これはあたしの！　魂たましいの痛みよっ!!」


　がっくりと膝を落とした宗介に向かって、かなめはブルース・リーのように拳こぶしを突つき出し、わなわなと震ふるわせた。


「なにがいったい……どうなってる？」


「情報部の人よ。『レイス』って呼ばれてるんだっけ？」


　鼻をふんと鳴ならして、彼女は言った。


「ヘマやってあたしを死なせかけたのをバラされたくなかったら、あたしをここに連れていけって。そう脅おどしたの。ニュースであのガウルンとかいう奴の乗ってたＡＳが映ってたから、ピンときたわ。絶ぜつ対たいあんたはこの街まちに来てる、ってね」


「だ……だが、ここは戦争の一歩手前なんだぞ。危き険けんだ」


「知ってるわよ。航こう空くう便びんもほとんど無なかったから、ここに来るまで丸一日かかったわ。本っ当に苦労したんだからっ!!」


「しかし、なぜ……」


　なぜここに？　そんな危険を冒おかしてまで。宗介にはその理り由ゆうが想そう像ぞうできなかった。


「それは──」


　見上げると、かなめは視し線せんを逸そらして、いたずらをとがめられた子供のように言った。


「だって。あれでおしまいなんて……その」


「え……？」


「なんでもない。あ、あんたが勝かつ手てに……学校やめてどっか行っちゃったから、メチャクチャ頭に来たのよ！　草の根分けても探し出して、首根っこひっつかんで連れ帰ろうと思ってたの！　なぜならあたしは──」


　かなめはぎゅっと拳を握にぎって、なにか重じゆう大だいなことを言おうとした。


「あたしは──」


「君は？」


　彼女は自分を励はげますように頭をこつこつと叩いて、気合いを入れ──だが、けっきょくこう言った。


「あたしは──、学級委員だからよ」


「…………？」


　宗介がほけっとしていると、かなめは彼の前で深いため息をついて、『やっぱり一日も経たつと、決けつ意いって薄うすれるのよね……』と、わけのわからないことを言った。


「つまり、なんなのだ？」


「うるさいっ！　だ……だいたい何なの、あんたこそ!?　こんなところで油売ってる場合!?　街まち中なかで悪い奴やつが暴あばれてるんでしょ!?」


「いや、だが──」


「だが、なによ？　ボケーっと突つっ立って、あのＡＳを眺ながめてただけじゃないの。なに、さっきのあのツラは？　まるで昔のあんたみたい」


「なに……？」


「あたしがあんたを『相良さがらくん』って呼んでたころよ。なんか……自分のことなんかどうでもいい、って感じだった。すごい冷たくて。悲しくて、悲しくて。……あー、あたし、なに言ってるんだろ。つまりね？　その……」


　口ごもりながら、かなめはたどたどしく続けた。


「実はさっき、マオさんから無む線せんで聞いたの。ソースケがダメになりかけてるって。やる気とか『がんばろうっ！』って気持ちとか、そういうのがなくなっちゃった、って……」


「…………」


「でもね？　みんなが困ってるとき、放ほうっておけないのがあなたでしょ？」


「俺が……？」


「そう」


「だが千鳥。俺は。君を……置き去りにして……」


　俺しか頼たよる相手がいなかったのに、俺は君を見み捨すてた。あんなくだらない、ただの『命令』に従したがって。そんな俺を、君は──


「だって、もういいじゃない。こうやって、また会えたんだから……。わかってるわよ。言い出せなかったんでしょ？」


「……すまない」


「もう……臆おく病びようなんだから」


「臆病……」


「そうよ。とっても臆病。でも強い。とっても優やさしい。ダメな奴やつだけど、なんとかする。それが……本当のソースケなんだと思う」


　かなめが照てれくさそうに笑った。魔ま法ほうのような微ほほ笑えみだった。


「だって……そうでしょ？」


　ひどく不ぶ器き用ようなその言葉が、あの男の呪のろいを消し去ってくれた。驚おどろくほどに。綺き麗れいさっぱり。全身にこびりつく赤あか茶ちやけたよどみが、清せい水すいで洗い流されていく心ここ地ちだった。


　臆おく病びよう。


　ガウルンは自分を『強者だ』と言っていた。


　だがそれは──間ま違ちがいだ。自分は弱い。弱い上で、強くなろうとしていただけだ。臆病者でいられなかったのは、強くなる必ひつ要ようがあったから──理由はそれだけだ。守るものの持つ重おもさ。以前の自分は、それを知らなかっただけなのだ。


　自分は矛盾だらけで、弱い存そん在ざいだ。


　ヒーローじゃない。世界を救うこともできない。ただ──周しゆう囲いの何人かを救えるか救えないかの、そういうくだらない男の一人だ。


　そんな男が、果はたして戦せん士したりえるだろうか？


　たりえる。


　そういうときが、あるのだ。どんな皮ひ肉にくか、自分はその機会を、数知れず与あたえられてきた。


　そしていまも、そのときなのだ。


　あの炎ほのおの向こうで、仲間たちが待っている。


　これまでの人生──陰いん気きで憂ゆう鬱うつな運命に立ち向かう術すべを、自分は持っているはずじゃないのか？　戦うってのはそういうことじゃないのか？


　そうだ。


　宗介はうつむき、ためらいがちに、ゆっくりと言った。


「千鳥……。俺は──」


　がっ!!


　かなめに蹴たぐり倒されて、宗介は香ホン港コンの大地に接せつ吻ぷんをした。


「なにを──」


「『ちどり。おれわ』じゃ、なぁ───いっ!!」


　かなめが力いっぱい、彼を叱しかりとばした。


「いや、それは……」


「やかましいっ!!　時間がないんでしょっ!?　だいたいあんた、世界史の単位がヤバいのよっ!?　明日の五時間目！　まだ間に合うんだから！　さっさと行って──」


　びしりと中心街の戦せん火かを指さし、


「──片づけてきなさいっ!!」


　続いて、横たわったままの〈アーバレスト〉を指さす。


　白いＡＳの二つ目が、いまでは彼にこう言っていた。


（さあ、どうする？）





　それは猛もう獣じゆうの狩かりに似にた危険なゲームだった。


　クルーゾーらＭ９六機は、南中国軍のＭ６一機を撃げき破はしたばかりのヴェノムを、執しつ拗ように包ほう囲いし、追つい撃げきした。


　戦せん闘とう開かい始しから最初の三〇秒で、スペック伍ご長ちようのＭ９がヴェノムに食ヽわヽれヽたヽ。複ふく雑ざつな市し街がい地ちと無む数すうの看かん板ばんのために退たい路ろを誤あやまり、敵てきの接せつ近きんを許ゆるしてしまったのだ。スペック機はラムダ・ドライバの衝しよう撃げき波はを食らって、完かん全ぜんに沈ちん黙もくした。戦せん闘とうの混こん迷めいの中では、損そん傷しようの状じよう況きようや操そう縦じゆう者しやの生死を確かく認にんする余よ裕ゆうはなかった。


『ウルズ１、そっちに行ったぞ！』


　マオがクルーゾーに鋭するどく警けい告こくした。


「見えた。たったいま──」


　がつん、と至し近きん距きよ離りの爆ばく発はつが襲おそいかかる。敵てつ機きが対たい戦せん車しやダガーを投なげつけたのだ。


『ウルズ１っ!?』


　爆ばく炎えんの向こうから、ヴェノムが肉にく薄はくしていた。クルーゾーは高こう層そうマンションを背せにして、ライフルを発はつ砲ぽうする。白い砲ほう弾だんが弾はじけ、でたらめな方向へと跳ちよう弾だんし、建けん材ざいの破は片へんが雨となって降ふり注そそいだ。


　ヴェノムが迫せまり、拳こぶしを突つき出した。すんでのところでクルーゾーは身をかがめる。空を切った拳と、その拳がまとう空間のゆがみが、Ｍ９の右肩かたと、背後のビルをまとめて吹ふき飛ばした。


　猛もう烈れつな衝撃と、甲かん高だかい空気の悲鳴。ほんの一いつ瞬しゆん、気が遠くなる。


「…………っ！」


　クルーゾーは機き体たいの姿し勢せいを巧たくみに回かい復ふくさせ、同時に旋せん風ぷうのような回し蹴げりを放った。頭にＭ９の踵かかとを食らって、ヴェノムがわずかによろめく。さらに膝ひざ蹴げり。さらに肘ひじ打うち。すかさずクルーゾーは腰こしから単たん分ぶん子しカッターを抜ぬこうとしたが──右腕が反はん応のうしない。いや、肩から下が無なくなっていた。


「！」


　ヴェノムが容よう赦しやなく迫せまり、こちらに手しゆ刀とうを振ふり上げた。


『動くな、ウルズ１』


　クルツの声。長ちよう距きよ離りの狙そ撃げきがヴェノムに炸さく裂れつする。横よこっ腹ぱらを殴なぐられたように、敵てつ機きの機き体たいが飛び跳はねた。その隙すきにクルーゾーのＭ９は跳ちよう躍やくし、ヴェノムからすばやく距離をとる。並なみの操そう縦じゆう兵へいだったなら、逃のがれることさえできなかっただろう。


『また跳ね返した。ゴキブリみてえな野や郎ろうだ、くそっ！』


「助かった、ウルズ６」


『これで貸し二つだぜ、中ちゆう尉いさん』


『パース１カリーニンよりウルズ１へ。損そん害がいを報ほう告こくしろ』


　上空のヘリから指し揮きをとっていたカリーニン少佐が、無む線せんで告つげた。


「こちら……ウルズ１。右腕が使し用よう不ふ能のう。火か器きも喪そう失しつ。操そう縦じゆう者しやは軽けい傷しよう。冷れい却きやく系けいも不ふ調ちよう。長くは動けそうにない」


　右腕のあちこちが、焼けるように痛かった。火傷やけどのような感覚に似ている。これもあのラムダ・ドライバの作用なのだろうか……？


『わかった。南へ三ブロック待たい避ひしろ。三さん叉さ路ろがある。南西に折れてエリア11Ａまで誘さそい込め』


　カリーニンはあくまで冷静に、的てき確かくな指し示じを出す。


「ウルズ１了りよう解かい」


『ウルズ６は西へ移い動どう。いまデータを送った。図ず上じようの交差点に射しや撃げきゾーンを作って待たい機き。ヴェノムが飛び込んできたら一いち弾だん倉そうほど発はつ砲ぽうして西へ逃にげろ』


『ウルズ６了解』


『パース１より各位へ。情報部から連れん絡らくがあった。ウルズ８はとりあえず生きているそうだ。回かい収しゆう作業が進行中。戦せん闘とう開始から三〇〇秒が経けい過かした。あと一〇〇秒持ちこたえろ。流れは傾かたむきつつある』


　カリーニン少佐の見立てはほぼ正しいと、クルーゾーも判はん断だんしていた。こちらも痛いた手でを受けているが、ヴェノムの動きが、最初に比くらべて緩かん慢まんになりつつある。エネルギーの問題か、搭とう乗じよう者しやの問題か──それはわからない。だが敵が消しよう耗もうしつつあることは間ま違ちがいなかった。


　行ける。まだ安心するにはほど遠かったが、トラブルさえなければ、遠からずヴェノムを包ほう囲い殲せん滅めつできるだろう。こちらの戦せん術じゆつが勝利しつつあるのだ。


　だがその前に、なんとかヴェノムから逃げ切らねば。


　クルーゾーの機き体たいは小さな跳ちよう躍やくを繰くり返して、狭せま苦くるしい街がい路ろを突き進んだ。ＡＩが機体の動力系の不調を訴うつたえている。もうそれほど長くは動けそうにない。


「こちらウルズ１。三叉路を抜ぬけた。もうすぐ交差点の前に……？」


　ヴェノムが後ろから追ってくるのにもかかわらず、クルーゾーはだだっ広い交差点の前で立ち止まった。


『どうした、ウルズ１』


「ばかな……」


『ウルズ１、状じよう況きようを説明しろ』


「ヴェノムが──」


　クルーゾーの立ち止まった交差点。その正面の角──ネオンの消えたショッピング・センターの屋根に、五つの影かげがあった。


　五機のＡＳ──五機のヴェノムだった。





　五機のヴェノムが、それぞれの赤い一つ目でクルーゾーを見下ろしている。どれも暗い赤色の塗と装そうだった。


「ヴェノムが……五機いる」


『なに？』


『こちらウルズ６。俺からも見えた。本当だ。……五機』


　クルツの声も、さすがにこわばっていた。


　クルーゾーを追ってきた最初のヴェノムが、やはり交差点の手前で立ち止まった。その赤いセンサーの視し線せんは、クルーゾー機ではなく新たな五機にまっすぐと注そそがれていた。


『ずいぶんと派は手でに暴あばれてくれたな、飛フエイ鷲ジユウ？』


　五機のうち一機が、外部スピーカーで告つげた。カラスを思わせる甲かん高だかい男の声。クルーゾーの存そん在ざいなど、気にもとめていない様よう子すだった。


『組織から〝ｍ型〟を強ごう奪だつし、さらに計画外の地ち域いきでこのような騒さわぎを起こすとは。気でも狂くるったかな？』


『狂っているのはお互たがいさまだ、ミスタ・Ｋカリウム』


　灰はい色いろのヴェノムがはじめて喋しやべった。


『俺と弟が故こ郷きようを失ったのにも、〈アマルガム〉が一枚咬かんでいたらしいな。そのおまえたちに一ひと泡あわ吹ふかせてやれるなら、おれは本ほん望もうだ』


『ふむ……。弟かね。ここで対面させてやろうか？』


『なに？』


　黒いヴェノムが右手をすっと差し出した。その指が、人間のサイズでいったら鶉うずらの卵くらいの、小さな塊かたまりをつまんでいた。


　人間の頭だった。


『うっ……！』


『ミスタ・Agシルバーに頼たのんで譲ゆずり受けたものだ。彼は弔とむらいたがっていたようだがな。だがこの私は許さない。裏切り者は、薄うす汚ぎたない街まち角かどに骸むくろをさらすのがふさわしい』


　そう言って、赤いヴェノムは首を無む造ぞう作さに放り投げた。首は高々と放ほう物ぶつ線せんを描えがき、遠くのビルの向こうに落ちていった。


『ああ、哀あわれ。ウフフフ』


『貴き様さま……！』


　灰色のヴェノムが跳ちよう躍やくした。クルーゾーのＭ９を飛び越こえ、まっしぐらに五機へと突つっ込んでいく。


『おまえも、哀あわれ』


　次の瞬しゆん間かん、五機が同時に動いていた。


　長なが槍やり、太た刀ち、大型ナイフ──それぞれの武器が、一いつ斉せいに灰はい色いろのヴェノムに襲おそいかかる。あたりの空間が激はげしくゆがみ、ショッピング・センターの外がい壁へきが粉こな々ごなになった。


「うっ……」


　クルーゾーは機き体たいをその場から飛びすさらせる。小さな破片が装そう甲こうに当たって、乾かわいた音が鳴り響ひびいた。煙けむりが晴れる。ぼろぼろのショッピング・センターの上で、灰色のヴェノムがよってたかって串くし刺ざしにされていた。まるでハリネズミだ。


　五機がヴェノムを放り捨てる。路ろ上じように落ちた灰色の機体は、煙けむりと火花をまき散らして、それきり動こうとしなかった。


　あれほど手こずった敵てつ機きが、一瞬で。


　あの五機も、例外なくラムダ・ドライバを積んでいる……？


『ベン!?』


　マオのＭ９がその場に飛んできて、クルーゾーを助け起こそうとした。


『聞こえないのか、ウルズ１。作戦中止だ。待たい避ひしろ』


　カリーニンが警けい告こくした。


「だめだ。動力が不ふ調ちようで……最低限の機き動どうしかできない」


『機体を捨てろ。至し急きゆう脱だつ出しゆつを──』


『ところで、おまえたち』


　真ん中のヴェノムがクルーゾーたちに言った。はじめて彼の存在に気付いたような口くち振ぶりだった。


『〈ミスリル〉の兵隊だね？』


「…………」


『特におまえたちに用はなかったのだが……たった一機を潰つぶしただけでは物足りない。ちょうどいい実じつ戦せん訓くん練れんだ。おまえたちも殺させてもらうよ？』


「なに……」


　あの場所から、五機がここに飛びかかってくるまでは一瞬だろう。ハッチを開いて、機外に出て、マオに運んでもらうゆとりはない。


『もう一度いう。パース１より全機。撤てつ退たいしろ。至し急きゆうだ』


「もういい。逃にげろ、マオ」


　クルーゾーが叫さけんだ。


『そっ──』


「はやくいけ！」


　瓦が礫れきの山と化したショッピング・センターの屋上で、五機が余よ裕ゆうたっぷりの動きで、構かまえをとった。それぞれの武器をまっすぐ構え、跳ちよう躍やくの予よ備び動どう作さに入る。


『覚かく悟ごはお済すみ？　では、さような──』


　その直後、先頭の一機の右肩かたに、どこからか飛んできた砲ほう弾だんが命中した。赤い装そう甲こうが引きはがされ、煙けむりを噴ふいて後ろへと吹ふき飛ぶ。


　ラムダ・ドライバを搭とう載さいしているはずのヴェノムが、被ひ弾だんしたのだ。


『な……？』


　五機のヴェノムが、交差点の対たい角かく線せん上じようにあるビルの屋上に目を向けた。


「だれが撃うった。ウェーバーか？」


『いや。俺はいま撃とうとしたところ。で……ようやくおいでなすってくれたわけか』


「？」


　この窮きゆう地ちの中で、クルツの声はどこか楽しそうだった。


『しっかも……おまえ、このタイミング。おいしすぎじゃねえのか、なあ？──ソースケよ!?』


『そのようだな』


　あの軍ぐん曹そうの声がした。


　五機のヴェノムと向かい合う、ひときわ高い屋上に、一機のＡＳが立っていた。ぼんやりとした街まちの光の中に、その白い姿すがたが浮うかび上がっている。


『ウルズ７より各位へ──』


　愛用のショット・キャノンを手に、〈アーバレスト〉が五機のヴェノムを睥へい睨げいした。


『待たせてすまなかった。あとは俺に任せてくれ』





　機体のパワーが上じよう昇しようする。


『巡航クルーズ』から『戦闘ミリタリー』へ。さらに上の『最大マツクス』へ。


　うなり声の高まるコックピットの中で、宗介はつぶやいた。


「いま、作さ動どうしたな」


《肯こう定ていです、軍曹殿どの。ラムダ・ドライバが確かく実じつに作動しました》


　アルが応こたえた。


「…………。動いたり動かなかったり。まったく、あてにならない装そう置ちだな」


《私もそう思います》


「おまえは俺よりも冗じよう談だんがうまいようだ」


《肯定アフアーマテイブ》


「憎にくまれ口も、な」


　カリーニンから短いメッセージが入った。


『パース１カリーニンよりウルズ７へ。調ちよう子しは戻もどったか』


「肯こう定ていだ、パース１」


『では好きにやれ』


「了りよう解かい」


　モニターの中、ヴェノムたちがこちらを見上げている。


　五機相手。やれるだろうか？　相手は旧型の〈サベージ〉ではない。たった一機でもさんざんてこずってきたヴェノムなのだ。


　やれそうだ。


　そう思った。


　俺とこの機体なら。俺たちは最悪のコンビだが──それでもこれまで持ちこたえてきたのだ。相あい性しようなんぞに、文もん句くを言っていてもはじまらない。


　ダメなやつだが、なんとかする。


　それがこの機体。それが俺なんだろう、千鳥？


　一度、深しん呼こ吸きゆうした。


　両手のスティックを握にぎり直し、軽く振ふる。操そう縦じゆう者しやの動作に反はん応のうして、機体が力強く両りよう腕うでを左右にのばした。


「行くぞ……！」


《了りよう解かい！》


　屋上の縁ふちから足を踏ふみ出す。ふわりと空気に乗るようにして、〈アーバレスト〉は虚こ空くうを落らつ下かした。


　頭を地面に向けたまま、眼がん下かの五機に銃じゆう口こうを向ける。まずは右端はし──


　発はつ砲ぽう。


　ショット・キャノンから吐はき出された徹てつ甲こう弾だんが、まばゆい虹にじ色いろの光の尾おを曳ひいて、一機のヴェノムの胴どう体たいに突つき刺ささった。装そう甲こうと部品の破は片へんが、背せ中なかの真ん中からぶちまけられる。


　たった一いち撃げき。


　発砲の反はん動どうを利用して、宗介は体の姿し勢せいを一八〇度変えてやった。脚あしを下にして着ちやく地ち。アスファルトが砕くだけ、全身の駆く動どう系けいから衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう剤ざいが吹ふき出した。


『な、なんだとッ……!?』


　あまりにもあっけなく部下が撃げき破はされたことに驚おどろきながら、指し揮き官かん機きが散さん開かいを命じた。


　左右に分かれたヴェノムが、銃じゆう火か器きを抜ぬいて発砲する。宗介が軽いステップを踏ふむと、〈アーバレスト〉が旋せん風ぷうを巻き上げその身を翻ひるがえした。たくさんの砲ほう弾だんが、彼の周まわりで踊おどり回る。


　跳ちよう躍やく。弾だん幕まくを飛び越こえ、道路に突つき出した看かん板ばんを踏ふみ台だいにする。九トンの自じ重じゆうにもかかわらず、看板は折おれなかった。理り由ゆうなどどうでもよかった。


　右へ。左へ。ヴェノムたちの射しや撃げきをかわし、〈アーバレスト〉は空中で宙ちゆう返がえりをする。一機がちょうどいい場所に来た。


　発はつ砲ぽう！


　敵てつ機きは両りよう腕うでをクロスさせ、ショット・キャノンの弾たまを防ふせごうとした。その両腕ごと、虹にじ色いろの砲弾がヴェノムを貫かん通つうした。ほとんど胴どう体たいを真まっ二ぷたつにして、赤い機き体たいが路ろ上じように叩たたきつけられる。


「二機！」


《四時方向、接せつ近きん警けい報ほう！》


　アラーム音。高層住宅の壁かべを蹴けり、右後方からヴェノムが迫せまる。長斧ハルバード型がたの単たん分ぶん子しカッターを振ふりかざし、まっすぐに。


　一いつ閃せん。回かい避ひ。


　左手で腰こしの単分子カッターを引き抜ぬき、敵の長斧ハルバードを切せつ断だんする。返す刀で、ヴェノムを袈け裟さ斬ぎりに。無数の火花がほとばしり、敵機は路上に膝ひざをつく。右手でショット・キャノンを突きつけ、発砲。まばゆい七色の炎ほのおを噴ふき上げ、ヴェノムが爆ばく発はつする。


《これで三機！》


「先に言うな！」


　四機目がライフルを乱らん射しやしながら、頭上のビルから飛び降りてきた。そのときには、宗介はひらりと機体を前ぜん転てんさせていた。


　転ころがりながら、発砲。


　さすがに無む理りな姿し勢せいから撃うったせいか、砲弾は敵機の左肩を吹ふき飛ばしただけだった。無理のないジャック・ナイフ機き動どうで身を起こすと、〈アーバレスト〉は両足を踏ふん張り、着ちやく地ちした敵機めがけてもう一度発砲した。


　胸のど真ん中に命中。ヴェノムがのけぞり、吹き飛ばされる。


『四機……！』


　宗介とアルが同時に言った。


　地を這はうようにして、無む人じんの大通りを駆かけ抜ぬける。機体が感じる風の匂においが、彼の肌はだにも伝わっていた。


　不ふ思し議ぎだった。


　意のままに──心のままに動く機体。


　ＡＳの操そう縦じゆう者しやが時として感じる、完かん璧ぺきな一体感。


　全ぜん能のう感かんといってもいい。圧あつ倒とう的てきな──ひたすら圧倒的な力がいま、自分の思うままになっている。この機き体たいは宗介の身体からだそのものだった。あれほど嫌いやだったこの身体が、それほど悪くない──なかなか捨てたものではない──そう思えた。


　いや、それどころではない。この身の軽さといったら。どこまでも飛んでいけそうな心ここ地ちだった。


　そうだ。どこまでもいける。だれも自分を止められない！
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　角を曲がると、指し揮き官かん機きが見えた。たまたま通りかかった不ふ運うんな南中国軍のＭ６を盾たてにして、大型のガトリング砲ほうを撃うってくる。


　頭上の看かん板ばんを吹ふき飛ばし、〈アーバレスト〉は上空に舞まい上がった。あらゆる機き種しゆの限げん界かいを超こえる、大きな大きな跳ちよう躍やくだった。あまりに飛ひ距きよ離りがありすぎて、指揮官機のヴェノムを飛び越こえてしまったほどだ。


『ひっ……!?』


　背はい後ごに着地すると、その指揮官機は狼ろう狽ばいしながら、ガトリング砲ほうを宗介に向けようとした。左手を一いつ閃せん。単たん分ぶん子しカッターが、ガトリング砲を真まっ二ぷたつにする。


『く……来るなっ、来るなぁっ!!』


　ガトリング砲を放ほうり出し、最後のヴェノムは盾たてにしたＭ６のコックピットにハンドガンを突つきつけた。


『操そう縦じゆう者しやを殺すぞっ!?　寄るな！　動くなっ！』


『た、助けて……』


　Ｍ６は制せい御ぎよ系けいを破は壊かいされているらしく、両りよう腕うでが動かせないようだった。どうするか。いや、あれを使おう。ベリルダオブ島で、マオが食くらったあの一いち撃げき。


　いまの俺たちなら、必ずできる。


『み……〈ミスリル〉のラムダ・ドライバは未み完かん成せいじゃなかったのか!?　いや、それどころか、その強さは──なんなんだ、貴き様さまはっ!?　貴様はいったい、何者なんだっ!?』


「教えて欲ほしいか……」


　宗介はショット・キャノンを放り捨てた。


　自分は何者だったか。そう。自分は──


「陣じん代だい高校二年四組。出席番号四一番。二学期もゴミ係の──」


　右の拳こぶしから、虹にじ色いろの陽かげ炎ろうが立ちのぼった。ぎゅん、と異い音おんがうなりたてる。


「──相良さがら、宗そう介すけだっ!!」


『う、ぅあぁぁっ……!!』


　ヴェノムがハンドガンをこちらに向けて発砲した。宗介──〈アーバレスト〉はその砲ほう弾だんを苦もなくはじき飛ばし、、盾たてになったＭヽ６ヽの胸に、正せい拳けん突づきを叩たたきこんだ。


　大地が揺ゆれる。街路がいななく。


　数百匹ぴきの猛もう獣じゆうが咆ほう哮こうをあげる──そんな音がした。重力をねじ曲げるようなすさまじい力が、〈アーバレスト〉の拳こぶしから解とき放はなたれる。その力はＭ６の存そん在ざいを無む視しして、透とう過かし、その後ろにいた敵てつ機きに強きよう暴ぼうな牙きばを剝むいた。


　一いつ瞬しゆんで、ヴェノムの全身が粉こな々ごなになる。装そう甲こう、フレーム、電でん磁じ筋きん肉にく　そうした部品のことごとくが、ばらばらになって吹ふき飛んだ。散ちり散ぢりになった破は片へんが、周囲のビルの割れたガラスと入り混まじって、路ろ上じように散ちらばっていく。


　盾にされていたＭ６は、まったく無む傷きずのままだった。ずしゃり、とその場に尻しり餅もちをついて、呆ぼう然ぜんと〈アーバレスト〉を見上げている。


「行け」


　道路の向こうを指さすと、Ｍ６はなにかをもごもごと言ってから、あわててその場を駆かけ去った。


　ややあって、アルが告げた。


《全ターゲットの撃げき破はを確かく認にん。索さく敵てきモードの切り替かえを？》


「どうでもいい」


《了解ラジヤー》


　スティックのスイッチを入れて、通信回線を開く。


「……ウルズ７より各位へ。ヴェノムはすべて撃げき破はした」


『──こちらウルズ１。全機……撃破だと？』


「肯こう定ていだ。これよりＴＤＤ─１に──」


　宗介は言いかけて、思い直した。


　この街での厄やつ介かい事ごとは片づけた。あとは輸ゆ送そうヘリに回かい収しゆうしてもらって、〈トゥアハー・デ・ダナン〉に帰るだけ。それがいつもの手て順じゆんだった。


　だが、そんな手順など。


　そう思いながらも、その報告を告つげるのには、ちょっとした度胸が必ひつ要ようだった。


「訂てい正せい。……ウルズ７より。敵機は確たしかに全機撃破した。これよりウルズ７は、次の任務に移うつる。〈アーバレスト〉はここに置いていくので、回かい収しゆうを頼たのむ。急がないと南中国軍に持って行かれるぞ」


『？　ウルズ７、よくわからない。〝次の任務〟というのは一体──』


「交信終了！」


　無む線せんを切ると、宗介は〈アーバレスト〉をひざまずかせ、スティックの下にあるハッチ開かい閉へいスイッチを操そう作さした。高こう圧あつ空気の力で、ゆっくりと頭上のハッチが開いていく。


《軍ぐん曹そう殿どの。まだ作戦終了の諸しよ手て続つづきが行われていませんが？》


　アルが言った。


「いいんだ。作戦はもう終わりだ」


《了りよう解かい。……一つ質しつ問もんが》


「なんだ？」


《いまの戦闘は、あらゆる面から見て過か去こ最高のものでした。人間風ふうにいうならば──驚おどろくべき戦果です。可か能のうならば、その理由を教えていただけないでしょうか》


　宗介はすこし考えた。


「……問題が解かい決けつした。そういうことだろうな」


《あなたの問題が、ですか？》


「いや」


　宗介はこつん、とコンソールパネルを叩たたいた。


「俺たちの問題が、だ」


《回かい答とうの意味がわかりません》


「考えることだ、相ヽ棒ヽ」


　それだけ言って、宗介は〈アーバレスト〉のコックピットから機外に出る。路ろ上じように飛び降り、いまも燃え続ける敵機の破片の中を大急ぎで走っていった。


　待っている人がいる。


　そして自分は、どこへでも行けるのだ。





　　　　　　　●





　相良宗介が〈アーバレスト〉を置き去りにして、姿すがたを消した──その報告を聞いて、テレサ・テスタロッサは『ああ、やっぱり……』と思った。


　情報部のギャビン・ハンターに問い合わせると、千ち鳥どりかなめもその後に連れん絡らくがとれなくなったという。その後のハンターの情じよう報ほう網もうによれば、三時間後に啓カイ徳ダク空港の監かん視しカメラに、よく似た二人の少年少女が映うつっていたそうだった。


　偵てい察さつ任務のときに渡わたされていた偽ぎ造ぞう旅りよ券けんが、ものを言ったわけだ。


　中ちゆう破はしたＭ９とスペック伍ご長ちよう、そして〈アーバレスト〉はどうにか無ぶ事じに回かい収しゆうできた。その過か程ていで、部下たちは南中国軍をなだめ、目を盗ぬすむのにあれこれと苦労した。〈トゥアハー・デ・ダナン〉に帰き還かんするのにも、いくつか面めん倒どう事ごとがあった。


　だが、どうにか問題は丸く収まった。


　ヴェノムの残ざん骸がいをかなりの量りようで回収し、南北両軍はきわどいところで矛ほこを収おさめ、避ひ難なんしてた住民たちも、香ホン港コンの中ちゆう心しん街がいに帰ってきた。


　相良宗介の行方ゆくえがわかったのは、〈トゥアハー・デ・ダナン〉が香港近きん海かいを離はなれてから一日後のことだった。本人からの通信と、情じよう報ほう部ぶ経けい由ゆの情報だった。


　彼はその通信を、東京の高校から送ってきた。


　マデューカスはかんかんになって、『いますぐメリダ島に帰き還かんしろ』と言った。


　宗介は丁てい寧ねいな態たい度どのまま、こう言った。


『そのご命令には従したがえません。すくなくとも、明日の午後までは』


『なぜです？』


　テッサが聞くと、宗介は平へい然ぜんとこう答えた。


『土曜日は漢文の授じゆ業ぎようがありますので。単位がまずいのです』


　横でそれを聞いていたカリーニンが、珍めずらしく──本当に珍しく、失しつ笑しようを漏もらしていた。







一〇月二五日　一一二一時（西太平洋標ひよう準じゆん時じ）


〈ミスリル〉メリダ島基き地ち　第一会議室










　メリダ島基き地ちの第一会議室に、〈ミスリル〉の幹かん部ぶたちが集っていた。


　いつもの立りつ体たい画が像ぞうだ。


　テッサの席せきの横には、マデューカスとカリーニン、そして宗そう介すけが立っていた。宗介はほんの三〇分前、東京からメリダ島に着ついたばかりだった。


『私はかつて、これほどの怒いかりを感じたことはない』


　低い声で、情報部長のアミット将しよう軍ぐんが言った。


「ですが、〈アーバレスト〉を扱あつかえるのは彼だけです」


　テッサが言うと、アミット将軍は鼻を鳴ならした。


『だまるがいい、大たい佐さ。ただの軍ぐん曹そう──尻しりの青い一いち下か士し官かんが、上層部われわれの決定に反はん抗こうしている。それも、ほとんど脅きよう迫はくじみたやり方でだ。こんなことが認みとめられると思っているのかね？』


「脅迫はしていません。反はん抗こうも」


　宗介が直ちよく立りつ不ふ動どうで言った。


「自分が提てい案あんしているのは、契けい約やく内容の変へん更こうであります。もしこの提案がお気に召めさないようならば、自分は違い約やく金きんを支し払はらい、この部隊を去さるのみです」


『機き密みつの漏ろう洩えいはどうなる』


「それがご心配なら、然しかるべきご処しよ置ちを。あいにく──自分は黙だまって拘こう束そく・監かん禁きんされるつもりはありませんが」


　アミットの立りつ体たい映えい像ぞうが身を乗り出し、宗介の顔をのぞき込んだ。


『よくも言ったものだな、軍曹。この私を敵に回して、思い通りの生活ができると思っているのか……？』


「ではお尋たずねします、将しよう軍ぐん閣かつ下か。閣下は自分に、それ相そう応おうの覚かく悟ごがないとでもお思いでしょうか」


『なんだと……？』


「いいですか、将軍──」


　まったくひるまず、宗介は不ふ敵てきに言った。


「俺おれは〈ミスリル〉に魂たましいまで売った覚えはない。あんたらのやり方がおかしければ、俺は俺なりのやり方を貫つらぬかせてもらう。それだけの話だ。これからも〈アーバレスト〉には乗ってやる。仲間のためなら命を賭かける。そして、あの学校にも通わせてもらう。なにもかもこれまで通りだ。しかも東京にいるときはノーギャラでいい。それになにか不ふ満まんが？」


『言葉遣づかいに気をつけろ、軍曹！』


「軍曹？　俺はただの傭よう兵へいだ。渡わたり鳥どりになにを言う。階かい級きゆうなど知ったことか。そういう台詞せりふは自分の飼かい犬いぬに言うことだな」


『っ……!!』


『ふっ……ふっははは……』


　黙だまってやりとりを聞いていた、片かた眼鏡めがねのマロリー卿きようが、こらえきれなくなったように笑い出した。


『伯はく爵しやく？』


『はっはっは……。君の負けだよ、将軍。〝ＳＲＴの傭兵は飼かい慣ならせない〟。つい先日、この場でそう言ったのはだれかね？』


『それは……』


『そうだ。おまえさんだよ、将軍。その厄やつ介かいなＳＲＴの手て練だれが、半分のギャラでいままで通りやってくれると言ってるんだ。感かん謝しやこそすれ、怒おこるいわれなどないではないか。そう思わんかね、提てい督とく？』


　水を向けられ、立体映像の一つ──作戦部長のボーダ提督が、すこし考えるそぶりを見せた。彼は肩かたをすくめて、そっけなく言った。


『まあ……そうかもしれませんな。あまりおおっぴらには言えないことですが』


『ペインローズ博はか士せは？』


　マロリー卿きようが研究部長のペインローズ博士に目を向けた。


『レミングから報ほう告こくは受け取っています。研究部われわれとしては、サガラ軍ぐん曹そうは今後のＬラムダ・Ｄドライバ研究に不ふ可か欠けつな人材かと』


『けっこう。ほかに反対意見はあるかね？』


　机つくえを取り囲むほかの高こう官かんたちに、マロリー卿は問といかけた。高官たちは、なにも言おうとしなかった。


『そういうことだ、テスタロッサ大佐。クセのある部下ばかりで苦労しているようだな。失礼だが、同情するよ』


「いいえ。私の部下は最高です」


　テッサがきっぱりと言うと、マロリー卿はさらに笑った。


『ふむ。あながち西太平洋戦隊は、うまくいっていないとは言えないようだな。これからの働きにも期待するとしよう』


「はっ。光こう栄えいです」


『それから軍曹。確か……サガラ・ソウスケとか言ったな？』


「はっ」


『おまえの名前は覚えておこう。この議ぎ題だいはこれまでだ。では諸しよ君くん、ごきげんよう』





　オンライン会議が終わると、最初にマデューカスが宗介に言った。


「まずはご苦労だった。だがな……軍曹。あまり私の心労を増ふやすな。ありていに言って、冷ひや汗あせものだったぞ!?」


「はっ……。いつも申もうし訳わけありません、中ちゆう佐さ殿どの」


　宗介が素直に一礼すると、マデューカスはため息をついて、会議室を出ていった。


　次にカリーニンが言った。


「気は済すんだか」


「はい」


「男の顔になってきたな」


「は……？」


「あとでなにか奢おごってやる。ガウルンとの話は、そのとき聞こう」


「……どうも」


　ファイルケースで宗介の背中をぽんと叩たたいてから、カリーニンは会議室を出ていった。およそ少佐らしからぬ態たい度どだった。


　そうして──がらんとした会議室に、宗介とテッサだけが取り残された。


「その………」


　カーキ色の制服姿で、彼女はためらいがちに口を開いた。


「まだ言ってなかったですね……。あのときは、ごめんなさい」


「あのとき？」


「もう……。香港の作戦の前に、わたしとサガラさん、大おお喧げん嘩かしたでしょ？」


「……は。いえ」


　どう答えていいのかわからず、宗介はあいまいな返事をした。


「自分こそ、申もうし訳わけありませんでした」


「いいんです。あのときは……カナメさんがうらやましくて。ちょっとムカっとしちゃったから……」


「大佐殿……」


「たぶん、甘あまえちゃったんですね。サガラさんだから。でもやっぱり、そういうのって良くないと思ったんです。けじめはきっちり付けなきゃ、って。でも、だから……」


　テッサはうつむき加か減げんのまま、宗介の目をのぞき込んだ。


「わたしたち、まだ友達ですよね……？」


　せつない声だった。


　そのとき、宗介はようやく納なつ得とくした。


　あの時の彼女の涙なみだ、烈れつ火かのような怒いかりの意味を、すべて理り解かいすることはまだ無理だったが、少なくとも、彼は自分のこれまでの勘かん違ちがいに気付いていた。


　テレサ・テスタロッサは女め神がみではない。


　全ぜん能のうでも、神しん聖せいでも、偶ぐう像ぞうでもないのだ。時には理り不ふ尽じんなことも言ってくるし、こちらのふとした一言で傷きずつき、憤いきどおり、泣きわめくこともある。あの高校に通う生せい徒とたちや、千ち鳥どりかなめと、なんら変わりはないのだ。考えてみれば、いままでだってそういうことは何度もあったはずなのに。なぜそれに気付かなかったのだろう？


　それに彼女は──自分などとは比くらべものにならないほどの重じゆう責せきを担になっているのに。


「もちろんです、大佐殿」


　気付いたときには、そう言っていた。


「もし──自分を友人だと認みとめてくださるのなら、少々、分ぶをわきまえない発言を許してくださるでしょうか？」


「え……？　いいです……けど」


　テッサがほんの少し、身み構がまえた。


　さあ言ってやれ、相良宗介。こういうとき、学校の友人だったら、自分はどういう風ふうに喋しやべる？　わかってるはずだ。友達なら、どういう風に言うんだ？


　大きく深しん呼こ吸きゆうしてから、宗介は言った。


「テッサ……いつもすまない」


　そう告つげるのは、あのアミット将軍に大口を叩たたいたときよりも、はるかに緊きん張ちようした。


「え……」


「君には……迷めい惑わくばかりかけている。君はすごい子だ。もし俺が君の立場だったら、ずっと前に重おも荷にで押おしつぶされてるかもしれない。だから……テッサ、本当に君のことは尊そん敬けいしている。俺にとっては、君は上官なだけじゃない。大切な仲間だ。なにか問題があったら……その、いつでも俺に言ってくれ。力になる」


　テッサは永えい遠えんに、ぽかんとしていた。


　言ってみてから、その台詞せりふの不ふ自し然ぜんさに彼は愕がく然ぜんとした。


　馬ば鹿かか？　俺ごときが。この彼女に。なにを偉えらそうに。調ちよう子しにのって。いくらなんでも、これは馴なれ馴なれしすぎたのではないか……？　ああ、しまった。


「……し、失礼しました。ですが本心です。では……自分はこれで」


　それ以上、彼女の顔を見ることもできず、宗介は会議室を逃にげ出していった。


　背はい後ごから、なにやら不ふ思し議ぎな喝かつ采さいと、だれかが飛び跳はねるパンプスの靴くつ音おと、それに続いて椅い子すが倒たおれるはげしい物もの音おとがしたのも、宗介にはほとんど聞こえていなかった。








　　エピローグ








　自分の立たち場ばが悪くなるのを承しよう知ちの上で、退たい学がく届とどけを机つくえの中にキープしておくあたりが、神楽かぐら坂ざか恵え里りの神楽坂恵里たる所以ゆえんだった。


「…………。どういう事じ情じようがあったのかは知らないけど」


　職しよく員いん室しつで、彼女は言った。


「こういういい加か減げんなことばかりしてたら、さすがのわたしも庇かばいきれませんからね？」


「はっ。すみません」


　直ちよく立りつ不ふ動どうで宗介は答えた。


「あなたは根ねがマジメな子だから、ここまでしたのよ？」


「はっ。恐きよう縮しゆくです」


「わかったなら、すこしは生活態たい度どを改あらためなさい。こないだの車の件もそうだけど。いつもいつも……どうしてあなたはそう、問題ばかり起こすんです？　まったく、そんな調子じゃ──きゃあぁっ!!」


　いきなり宗介に押おし倒たおされて、恵里は悲ひ鳴めいをあげた。


「な、なに!?　なんなのっ!?　ダメよ相良さがらくん、他の人が見てますよ……!?」


「レーザー・サイトが狙ねらってたんです、先生っ！　動かないでっ!!」


「なにを、わけのわからないことを言ってるんですっ!?」


　床ゆかに倒たおれてじたばたとする恵里。拳けん銃じゆうを抜ぬいて、油ゆ断だんなく周しゆう囲いを見み渡わたす宗介。その場にかなめがすっ飛んできて、力いっぱい怒ど鳴なりつけた。


「ソースケっ!!　あんた、またやってるの!?」


「いや、レーザー・サイトが──」


「やかましいっ!!」


　かなめに蹴けたぐられて、彼は床ゆかにたたきつけられた。





　四倍のスコープの中で、ウルズ７がばたばたと暴あばれている。


　なんともまあ、みっともない姿すがただった。これがあの、泣く子も黙だまる〈ミスリル〉情報部長・アミット将しよう軍ぐんをやりこめた男だというのだろうか？


「ふん……」


　レーザー・サイト付きのベルギー製せいサブマシンガンをしまいながら、『レイス』は鼻を鳴らした。得とく意いの変へん装そうで、いまはどこにでもいそうな近きん所じよの主しゆ婦ふに扮ふんしている。数百メートル離はなれたそのビルからは、陣じん代だい高校のあちこちがよく見み渡わたせた。


　ふと空を見る。


　黒い雲くもがゆっくりと頭上を覆おおいつつあった。


　天てん気き予よ報ほうは聞いている。じきに雨が降ふり、夕方にはずいぶんと冷え込むはずだった。


　近所のコンビニでホカロンでも買っておけばよかった。発信器は彼ヽ女ヽの同どう意いで、持ち続けてもらえることになっていたが、だからといって気を抜ぬくわけにもいかない。いくら東京の情報部の態たい勢せいが完かん全ぜんではないにしても──


（どうして私が、フルタイムで雨に打たれなければならんのだ……）


　と、悲しい気分になってくる。あちらには、少なくとも屋や根ねがあるのに。しかも今度から、こちらは千ち鳥どりかなめの呼び出しには無む条じよう件けんで答えなければならなくなった。なにしろ弱みと借かりがあるのだ。仕し方かたがない。


『レイス』は双そう眼がん鏡きようを覗のぞいた。ずっと向こうの職員室の中で、ウルズ７と千鳥かなめが、担たん任にんの教師にぺこぺこと頭を下げていた。


　いい気き味みだ。せいぜいすこしは、私の悲ひ哀あいも分かち合うがいい。


　……などと思いながらも、肌はだを刺さす寒さはいかんともしがたかった。小さなくしゃみをしてから、『レイス』は着ていたコートを引き寄せて、


「やれやれ……」


　と、憂ゆう鬱うつな声でつぶやいた。





「さっそく！　なんであんたはそうなるのよっ!?」


　職しよく員いん室しつを出るなり、千鳥かなめはそう叫さけんだ。


「あたしやセンセのフォローを、なんだと思ってるの、あんたは？　まさかそーいうことされて、当とう然ぜんだと思ってるの!?」


「いや、俺は別に──」


「うるさいっ！　まったくあんたときたら……ちっとも進しん化かしないんだから！　すこしは反はん省せいしたらどうなの!?　いっつも、いっつも、いつもいつも……！」


　かなめはどこからともなく、コピー紙の束たばを取り出して、頭上にばっと振ふり上げた。


「待て、千鳥──」


「いつもいつも……」


　普ふ段だんならそこではたかれるところだったが、なぜかそのとき、かなめは紙束を握にぎった手を、力無くおろしていった。


「いつも……うっ」


　紙束を取り落とし、彼女はうわずった声でつぶやいた。


「いつも……。これで……いつも通りなんだよね……？」


「…………？」


「やっと……やっと普ふ通つうの感じに……うっ」


　たまりかねたように、彼女は宗介の胸に、おでこをごんっ、とぶつけた。


「やっといつも通り……いつもの……」


「……千鳥？」


「あたしのこと、あんな風ふうに放ほうっておいて……なんなのよ、あんたは？　もう絶ぜつ対たい、許さないから」


　香港からの帰り道も、ずっと平へい然ぜんとしていたのだが。いまになっての突とつ然ぜんの豹ひよう変へんに、宗介はただただ驚おどろくばかりだった。


「すまない……」


「『すまない』じゃないわよ。バカ……。バカバカバカ。もう、許さないからね？　ホントに……絶対、許さないんだから……！」


　彼の胸を、かなめは何度も何度も、力なく叩たたいた。


「怖こわかったんだから。本当に怖かったんだから。もう……絶対ヤだからね!?　二度とあんなの、絶対いや！」


　廊ろう下かを行き交う生徒たちが、興きよう味み津しん々しんといった様よう子すで二人を見ている。


「もう大だい丈じよう夫ぶだ。その……千鳥？　できれば別の場所で……」


「やだっ……そんなの、無む理り……」


　恥はじも外がい聞ぶんもなく泣きじゃくり、かなめは宗介の胸にしがみついた。肩かたを震ふるわせ、子供のように。宗介はうろたえ、なだめすかすように彼女の背せ中なかを叩くしかなかった。


　その場を通りがかった常盤ときわ恭きよう子こが、人ひと垣がきをかきわけてひょこりと頭を突つき出した。


「なになに、どしたの？……あ、カナちゃん」


「と、常盤……？」


「ちょっと、だいじょぶ？　ねえ、カナちゃんっ！　どこか痛いの？」


「うっうっ……キョーコ……。ソースケがね……ソースケが……」


　かなめはハンカチで鼻をチーンとやる。あとはほとんど言葉にならない。


「相良くん!?　カナちゃんになにしたのっ!?　どうせまた『爆ばく弾だんだ』とか言って、ひどい乱らん暴ぼうとかしたんでしょっ!?」


「なに？　ちがう、これは──」


「あたし、言い訳わけなんて男らしくないと思う！　カナちゃんに謝あやまりなさいよ、さあ！」


　恭子は腰こしに手をやり、宗介をにらみつける。


「そーだ、そーだ！」


「まったく、おまえと来た日には……！」


「千鳥さんがかわいそうだよっ！」


　周しゆう囲いのギャラリーも一いち様ようにうなずき、彼をはげしく非ひ難なんする。


「これは……その……」


『その、なに!?』


　全員がハモって言った。


「むっ……」


　なるほど、自分は帰ってきた。しかしだ、よくよく考えてみると──


　学校ここでの苦労は、けっきょく、なにも変わらんのではないか……？


「……いや。申もうし訳わけない」


　不ふ条じよう理りな悲ひ哀あいを嚙かみしめつつ、深ふか々ぶかと頭を下げると、一同は『それでよろしい』とうなずいた。


　それでもかなめが泣きやむまでには、ずいぶんと時間がかかってしまった。







［了］















あとがき





　えー……。


　例れいによって、大変長らくお待たせしました。『終わるデイ・バイ・デイ』の下巻を、ここにお届とどけいたします。なんか、「もう上巻の話なんて忘れちゃったよ」なんてお叱しかりを受けそうですが。ごめんなさい。


　今回は、ずいぶんと切り口のちがうお話になりました。


　まあ、いつもハイジャックとかシージャックとかしてると、『ダイハード』シリーズや『沈ちん黙もく』シリーズみたいな末まつ路ろをたどることになるのではないかと、こう思うところもありまして。今回のクライマックスは古こ式しきゆかしいスーパーロボット・アニメのスタイルにしてみました。強い、強い、絶ぜつ対たいに強い。ヒーローなら、たまにはバシっと決めないと。


　当とう初しよ、私は宗そう介すけが予定調ちよう和わ的てき、棚たなボタ式の理り由ゆうで元の生活に戻もどることを「許きよ可かされる」プロットを考えていました。しかし、そうした状じよう況きよう──これまでの無む茶ちやな生活を組そ織しきの意い向こうで続ける理由は、どれほど精せい巧こうな話作りを用意しても、不ふ自し然ぜんなものにしか思えませんでした。つまるところ、もっとも自然な解かい決けつ方法は、元からたった一つしかなかったのです。


　この選せん択たくは当たり前のようでいて、意い外がいな盲もう点てんのような気がします。状じよう況きようの正せい否ひを握にぎっているのは、環かん境きようよりもむしろ自分自身──こんな当然のことを、私を含ふくめた多くの人が、往おう々おうにして忘れがちです。思い出しても、環かん境きようの厳きびしさがそれをすぐに忘れさせる。厄やつ介かいな問題です。そうして、『時計の短たん針しんのような変化』がなにかを狂くるわせ、真しん摯しだったはずの人間を冷れい笑しよう家かに仕し立たて上げてしまうのではないでしょうか。


　この『終わるデイ・バイ・デイ』の執しつ筆ぴつは、以い前ぜんから感じていた相良さがら宗そう介すけと〈アーバレスト〉いうキャラクターに対する違い和わ感かんを見つめ直す作さ業ぎようでした。低いようで険けわしい山でしたが、苦労したおかげで、彼はようやく本当の意味でこの物語の主人公になったような気がします。〈アーバレスト〉もようやく──本当にようやく、主役メカになりました。宗介同どう様よう、私も前までは〈アーバレスト〉にあまり愛着を感じていなかったのですが、いまではこのメカを『なかなか捨すてたもんじゃないぞ』と悪からず思っています。先人たちの創そう造ぞうしてきた、さまざまな主役ロボットたちには及およばないかもしれませんが、その足下くらいには魅み力りよくが届とどいたのではないでしょうか。


　そんなわけでこの上下巻は、まず宗介と〈アーバレスト〉のお話──ひいては宗介自身のお話なのではないかと思います。宗介に『おまえはなぜ、その学校にいるのか』と問えば、これまでは『任にん務むだ』と答えていたでしょうが、今後は『俺の勝かつ手てだ』と答えることでしょう。その上で、これから彼に降ふりかかる状況・難なん題だいに対決してくれるはずです。


　とはいうものの、なんと申しましょうか。ガールフレンドの叱しつ咤たがなければ立ち上がれない主人公というのは──いやはや、情けないもんです。でもまあ、若いときっていうのは、そんなものなのではないかとも思います。ゴルゴ13にはなりきれない。かなめに頭が上がらないのも当とう然ぜん、ってわけでして。『女は強い、美しい』。昔から、よくそう思うんですよねぇ。いま、仕事をご一いつ緒しよさせてもらってる女じよ傑けつの方々を見てみても。あわわ。


　……まだ三頁ページですか。原げん稿こうを書いてる最中は、『あとがきにはあれを書こう、これを書こう』などと思ったりするのですが、書き上がるともう、どーでもよくなってしまうのですね、これが。近きん況きよう報ほう告こくでもしましょうか。……って、でもねえ。大して話すこともない、平へい々へい凡ぼん々ぼんとした毎日ですし。時じ事じネタ書いても、仕方がないし。ハセガワから出たバルキリーのプラモの話とかをしてもいいのですが、そうなると今度は二〇枚くらい熱あつく語ってしまいそうだし。


　そういえば、実じつは取材に行ったのです、香ホン港コン。一人で。ぶらぶらと。今回はもっとメインの舞ぶ台たいになるはずだったのですが、プロットやテンポの都つ合ごうでずいぶんと描びよう写しややエピソードをカットしてしまいました。残ざん念ねん。まあ、ボツにするシーンが多いのはいつものことではあるのですが。もし機き会かいがあったら、香港はまた再さい登とう場じようさせてみたいですね。





　それからこの場を借りて、少々、私し信しんを。


　永なが井い朋とも裕ひろ先生、単たん行こう本ぼんを送っていただき、ありがとうございました。返へん事じも出さずにすみません。毎月大笑いしながら読ませていただいております。


　館たて尾お冽れつ先生、チョコレートありがとうございました。お互たがい近所ですし、また今度お食しよく事じでもいたしましょう。新しん展てん開かいにも期き待たいしております。


　榊さかき一いち郎ろう先生、年ねん賀が状じようありがとうございました。返事も出さずにすみません。


　築つき地じ俊とし彦ひこ先生、ご無ぶ沙さ汰たしとります。目は大だい丈じよう夫ぶですか？　今度ゆっくり飲みましょう。


　秋あき口ぐちぎぐる先生、東京に来るときは教えてくださいね。


　そして四し季き童どう子じ先生、おめでとうございます。慌あわただしい新しん生せい活かつにしてしまって申もうし訳わけございません。これからもなにとぞよろしくお願いいたします。





　この巻でも、たくさんの方々に迷めい惑わくをかけてしまいました。四季先生、編集のＳさん、その他大おお勢ぜいの関係者の皆みな様さま、いつもいつもすみません。ありがとうございます。





　さて。今回はけっこう重たくて、フラストレーションのたまる話でしたので、次の長ちよう編へんは軽くて明るい話にしたいと思っています。このままフルメタがどんどんシリアス方向に行ってしまうのではないかとご心配されている方は、どうぞご安心ください。


　ではまた。次回も宗介と地じ獄ごくに付き合ってもらいます。







二〇〇一年三月　賀が東とう招しよう二じ（カンフーファイター大だい肯こう定てい派は）





著者


賀東招二


●がとうしょうじ





東京都出身。中央大学経済学部除籍処分。小説家・脚本家。バランスの取れたエンターテイメント性重視の作風が特徴。おもな著作は『フルメタル・パニック！』『ドラグネット・ミラージュ』など。自著のアニメ化作品や、アニメ『ドルアーガの塔』などの脚本も手がけている。




フルメタル・パニック！５


終わるデイ・バイ・デイ（下）





賀が東とう招しょう二じ
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